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序文

鹿児島県教育委員会では，東九州自動車道（末古 IC-国分 IC 

間）の建設に伴い，平成 8年度から埋蔵文化財の発掘調査を実施し

てまいりました。

この報告書は「九日田遺跡」「供蓑之元遺跡」「前原和田遺跡」の

発掘調査の記録をまとめたものです。

これらの遺跡では旧石器時代から古代までそれぞれの時期の遺構

や遺物が発見され，多大の成果を収めました。特に，前原利田遺跡

で発見された旧石器時代の礫群は当時の生活を解明するうえで貰菫

な資料として注Hされました。

本書は，南九州に住んだ先人たちの歴史の一端を明らかにする貨

重な手がかりを提供するものと考えております。文化財の保護や学

術研究のための資料として活用していただければ幸いです。

終わりに，調査にあたりまして御協力いただいた H本道路公団九

州支社鹿児島工事事務所や関係者の方々ならびに地元の皆様に心か

ら惑謝いたします。

平成14年 3月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長 井上明文
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ー 「九日田遺跡」「供養之
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この報告書は，東九州自動車道建設（末吉 IC-国分 IC間）に伴う

元遺跡」「前原和田遺跡」の発掘調査報告書である。

発掘調杏は， H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所の受託事業として，鹿児島県立埋蔵文化

財センターが担当した。

本書で用いたレベル数値はすべて海抜高である。

本書の遺物番号は遺跡ごとの通し番号とし，挿図・表・図版の番号と一致する。

発掘調査において，九日田遺跡は財部町教育委員会，供養之元遺跡・前原和田遺跡は福山町教
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育委員会の協力を得た。

発掘調森における実測及び写真撮影はそれぞれの調査担当者が行った。

各遺跡の執筆分担は次のとおりである。

九H田遺跡・・・・ .............. 井ノ上秀文・宇都俊一

供挽之元遺跡
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第4章第 3節 1. 第 5章............山崎克之

前原和田遺跡・・・ ・・・大保秀樹

供簑之元遺跡の第 2章第 1節については立部剛氏（現吉田町立吉田南中学校教諭） より玉稿を

，
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しヽ ただしヽ た。

遺物に関する写真撮影等は鶴田静彦・福永修一・横手浩二郎が行った。

前原利田遺跡の旧石器については，桑波田武志の協力を得た。

各遺跡の石器の実測・製図及び供挫之元遺跡の土器の一部の実測・製図については株式会社文

化財環境整備研究所に委託した。

前原和田遺跡出上炭化物の自然科学分析についてはパリノサーヴェイ株式会社に依頼し，その

分析結果報告を掲載した。

本占の編集は鹿児島県立埋蔵文化財センターで行い，長野慎一を中心にそれぞれの報告書作成

担当者が当たった。

各遺跡の出土遺物・図面・写真は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管・活用する。



九 H田遺跡



報 告 書 抄

録

ふりがな くにちでんいせき

書 名 九日田遺跡

副 書 名 東九州自動車道建設（末吉IC-国分IC間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 I 

シリーズ名 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書

シリーズ番号 36 

編集者名 井ノ上秀文・宇都俊一

編集機関 鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 在 地 〒899-5652 鹿児島県姶良郡姶良町平松6252番地 TEL0995-65-8787 

発行年月日 2002年 3月31日

所収遺跡名 所在地 コ ド 北緯 東経 調杏期間 調杏面積 調杏原因

九日田
かごしまけん

市町村 遺跡番号 31° 130° 確認調査 1,100m' 東九州自
鹿児島県
そおぐん

46443 65-90 41' 56' 19960710 動車道建
曽於郡
たからべちょうみなみまた 9" 26" l 設（末吉
財部町南俣

19960822 IC一国分

IC間）に

全面調育 伴う埋蔵

19961011 文化財発

l 掘調査

19970127 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

九日田 包含地 縄文早期 集石 石坂式系土器

押型文土器

石鏃

縄文晩期 深鉢，浅鉢

石鏃

古代 土坑 土師器

ピット群
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第 1章調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道（末吉 IC-国分 IC間）の建設を

計画し，事業区域内の埋蔵文化財の有無について，鹿児島県教育委員会に照会した。

これを受けて，鹿児島県教育委員会は日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所と協議を行い，鹿

児島県t埋蔵文化財センターが工事予定区域内を対象にして，埋蔵文化財の分布調査を行うことと

なった。分布調査は平成 6年10月と平成 7年 5月に実施した。

この結果，工事予定区域内に13箇所の遺物散布地や確認調壺の必要な地点の所在することが判明

した。そこで再度協議を行い，平成 8年 4月から用地買収等の条件が整った区域を対象として順

次確認調査を実施することとなった。

九日田遺跡は，暫定 2車線部分及び工事施工区域内の3,160而を対象にして平成 8年 7月10Bか

ら8月22Bの間に，確認調査を実施した。

確認調査の結果，縄文時代早期及び晩期，古代の遺物包含層が残存することが明らかになった。

この結果をもとに，鹿児島県教育委員会と H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は協議を行い，

緊急発掘謂査の必要な1,100m'について，鹿児島県立埋蔵文化財センターが発掘調査を実施するこ

ととなった。発掘調査は平成 8年10月11日から平成 9年 1月27日までの間行った。

第 2節調査の組織

平成 8年度調査

事業主体者 日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調査責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長

調査企画者 ” 次長兼総務課長

” 主任文化財主事兼調査課長

” 課長補佐

吉 元 正 幸

尾崎 進

戸崎勝洋

新 東 晃 一

” 主任文化財主事兼第三調査係長池畑耕一

調査担当者 ” 文化財主事 宮 田 栄 二
（確認調査）

/1 
,, 寺師孝則

” 文化財研究員 寺原 徹

/1 文化財調査員 松 村 智 行
（確認調査）

事務担当者 ” 主 査 成 尾 雅 明

” 主 査 前屋敷裕徳

” 主 事 追立ひとみ

-I-



調在指導者 鹿児島大学法文学部 教 授 森脇 広

平成12年度報告粛作成

事業キ体者 H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

作成主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

作成責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 井上明文

作成企画者 ’’ 次長兼総務課長 黒木友幸

Ir 主任文化財主事兼調査課長 新東晃一

” 課長補佐 立神次郎

” 上任文化財主事兼第二調査係長弾榮久志

” 主任文化財主事 長野慎一

作成担当者 ” 文化財主事 井ノ上秀文

’’ 文化財研究員 宇都俊一

事務担当者 // 総務係長 有村 /~ ロ~ 

// 主 査 栗山和己

平成13年度に報告書の印刷・刊行を行った。

第 3節調査の経過

平成8年 7月10日から 8月228まで確認調査を行い，その後，平成 8年10月11Bから平成 9年 1

月27日まで緊急全面発掘調査を実施した。

調査の経過については， H誌抄をもってかえる。

確認調査

7月10日（水） -7月12日（金）

1-4トレンチ設定，掘り下げ。攪乱部分が多く，遺物・遺構は確認されない。

7月15日（月） -7月19日（金）

1-4トレンチ掘り下げ。 5トレンチ設定，掘り下げ。 1トレンチ拡張，掘り下げ。 3トレン

チ掘り下げ終了。週の後半に台風6号接近。

7月22R (月） -7月26日（金）

1 , 2, 4 , 5トレンチ掘り下げ。 6トレンチ設定，掘り下げ。 2,4トレンチ掘り下げ終了。

5トレンチW層より土器片出士。

8月 1B (木） -8月2日（金）

1, 5, 6トレンチ掘り下げ。 5, 6トレンチより遺物出土。

8月5B (月） -8月9日（金）

1 , 5 , 6トレンチ掘り卜げ，遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 2-4 トレンチ土層浙面写

真撮影。 2トレンチ土層断面実測。
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8月12日（月）

1, 5, 6トレンチ掘り下げ。 3トレンチ土層断面実測。 6トレンチ掘り下げ終了。

8月19日（月） -8月22日（木）

1 , 5トレンチ掘り下げ終了。 1 , 5 , 6トレンチ写真撮影。 5トレンチ遺物出土状況実測，

遺物取り上げ。 1, 4 -6トレンチ土陪断面実測。確認調査終了。

全面発掘調査

10月11日（金）

機材搬入。表土剥ぎ。

10月14日（月） -10月18日（金）

C-3区撹乱層掘りト・げ， V-Vlll層掘り下げ，旧地形の地形図作成， VI層上面地形図作成， Vil'

VIII層遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 C-4区表土剥ぎ（重機）， 18地形精査， 1日地形の地形

図作成， W層掘り下げ，形式不明土器出土， VI層掘り下げ。 c-5, 6区表上剥ぎ（重機）。 D

-3区撹乱層掘り下げ（重機）， 1B地形の地形図作成，写真撮影， N-VII層掘り下げ， VI層上面，

V11層上面地形図作成。

10月21日（月） -10月24日（木）

C-3区Vlll層掘り下げ， X層面精査，写真撮影。 C-4区N層掘り下げ， W層上面で柱穴群確

認，掘り下げ，実測。 C-5旧地形検出，地形図作成。 D-3区Vlll,Vlll層掘り下げ，集石 2甚検

出，遺物出土状況実測。 D-4区表上剥ぎ（甫機），旧地形検出。鹿児島大学森脇先生現地指導。

10月29日（火） -11月18 (金）

C-3区下層確認 l、レンチXI層掘り下げ。 C-4区N層柱穴群実測，写真撮影， v層掘り下

げ，上坑検出。 C-5区W層掘り下げc D-3区Vlll層掘り下げo D-4区旧地形検出，地形図作

成， N層下部で柱穴群検出，写頁撮影c D-5区I¥「層下部で柱穴群検出，写真撮影。

11月5日（火） -11月8日（金）

C-3区下層確認トレンチ掘り下げ。 C-4区V層掘り下げ，土坑検出，半戟，写真撮影，実

測。 C-6区旧地形の地形図及び土層断面実測，旧地形写真撮影。 D-4区W層柱穴群実測， W

層掘り下げ。 D-5区W層柱穴群実測， Illb, N層掘り下げ。 D-5, 6, E-4, 5区旧地形

の地形図及び土層新面実測。

11月11日（月） -11月158 (金）

C-4区W層上面池形閃作成，写真撮影， VI層掘り下げ， V層掘り下げ，遺物出土状況実測，

遺物取り上げ。 C-5区N, V層掘り下げ， W層遺物出土状況実瀧，遺物取り上げ。グリッド杭

打ち Q 表士剥ぎ（重機）。

11月18日（月） -11月22日（金）

C-4区Vil層上面検出，清掃，写真撮影，地形図作成， Vil, VIII層掘り下げ。 C-5区VI層上面

地形図作成， N,V層遺物出土状況実測，遺物取り上げ， VI層掘り下げ， Vil層上面検出，清掃，

写真撮影，地形図作成， N,V層掘り下げ。 C-6区VI層掘り下げ，地形図作成， Vil層掘り下げ。

D-4 区W層掘り下げ， ~n, VIII層掘り下げ。 D-5区lllb, I¥「層掘り卜げ，遺物出土状況実測，
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遺物取り上げ。 D-6区Illb, N層掘り下げ，遺物出土状況実測，遺物取り上げ，地形図作成。

D-7区1日地形検出，写貞撮影，地形図作成。 E-6区Illb, N層遺物出士状況実測，遺物取り

上げ。

11月268 (火） -11月278 (水）

C-4-6区Vll,VIII層掘り下げ， VI-VIII層遺物出土状況実測，遺物取り上げ。

12月2日（月） -12月5日（木）

C-4-6区VIII層掘り下げ。

12月98 (月） -12月138 (金）

C-4-6区VIII層遺物伯上状況写真撮影，実測，取り上げ。束壁側に下層確認のためのトレン

チ設定，掘り下げ，浙面清掃，写真撮影，実測。 D-4-6区v層掘り下げ， N,V層掘り下げ。

E-4-6区V層掘り下げ。

12月168 (月） -12月208 (金）

C-3区東壁土層断面写真撮影，実測。 C-4区北壁土層浙面写真撮影，実測。 C-E-4-

6区清掃，写真撮影，地形図作成。 C-E-10-12区II, III層掘り下げc D-4-6区V,VI層

掘り下げ（重機）。 D-11,12区IIIa層遺物出土状況実測，遺物取り上げ，地形図作成。

12月24日（火） -12月258 (水）

c-3, 4区境ベルト掘り下げ。 C-4区1X層以下掘り下げ。 C-11区IIIa層掘り下げ。 D-

4-6区M層掘り下げ（重機）。 E-5, 6区表上剥ぎ（頂機）。 E-10-12区IIIa層遺物出土状

況実測，遺物取り上げ，地形図作成。年末年始休業中の安全確保のための作業実施。

1月78 (火） -1月10日（金）

c-3. 4区境ベルト掘り下げ。 C-4区X層以下掘り下げ部分上層断面実測。 C-11区11I層

掘り下げ。 C, D-3区境ベルト掘り下げ。 D-3, 4区境土層断面写真撮影，実測。 D-4区

w層遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 D-4-6区清掃写真撮影，圃層上面地形図作成， vn層

掘り下げ。 D-5区w''冊層掘り下げ。 D-10-12区東壁土層断面実測，埋め戻し。 E-4-6

区軋層上面検出，地形図作成。

1月13日（月） -1月17日（金）

C, D-4区VH, VIII層掘り下げ，遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 C, D区境ベルト掘り下

げ。 D-4区VII層遺物出土状況実測，遺物取り上げu D-4, 5区＂層掘り下げ。 D-5区遺物

出土状況写貞撮影。 D-6区vn.渭層掘り下げ。 D-11区埋め戻し。 E-4, 5区VI,Vffl層掘り

下げ。 E-4-6区VH層上面地形図作成。 1 , 2. 4号集石写真撮影， 3, 4号集石実測。

1月208 (月） -1月24日（金）

C, D区境ベルト掘り下げ。 D-3, 4区W層掘り下げ，遺物出土状況実測，遺物取り上げ。

D, E-5区Vll,VIII層遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 E-5区W層掘り下げ。 E-6区vn.

胃層掘り下げ，遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 3, 4区境ベルト掘り下げ。 4号集石実測。

1月27日（月）

E-5区圃層掘り下げ，遺物出土状況実測，遺物取り上げ。 5号集石実測。調査用機材かたづ

け，撤収。調査終了。
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第 2章遺跡の位置と環境

九H田遺跡は，鹿児島県曽於郡財部町南俣九日田に所在する。

遺跡の所在する財部町は鹿児島県の北東部，宮崎県との県境に位置し，北及び束は宮崎県都城市，

西は始良郡霧島町・国分市・姶良郡福山町，南は曽於郡末吉町と接している。地勢的には鹿児島県

と宮崎県に広がる霧島連山と宮崎県H南地方の鰐塚山地に囲まれた都城盆地の西部に属している c

町の西部には瓶台山，白鹿岳，陣ヶ岡等の山地が南北に連なり，中央部や東部は火山灰台地で，

全体的に都城盆地の中心部の束方へ傾斜している。それぞれの台地間を大淀川へ流入する横市川や

溝ノロJIIの支流が沖積低地を形成して都城盆地へ流れ込んでいる。

遺跡は，南西部に所在する陣ヶ岡から延びる丘陵が河川の侵食等により，やつで状に入り組んだ

舌状の台地のひとつの先端部に近い位間に所在する。遺跡の南側を馬立川が北東方向へ流れ，横市

川となり大淀川へ流人している c 遺跡の標高は約290mで，川との比高差はおよそ50mである。こ

の馬立JIIをはさんで南側の台地に耳取遺跡が所在し，谷を隔てた北側の台地には踊場遺跡がある。

財部の地名の由来は日光神社に関連する古代財日奉部によるとする説がある。「和名抄」の中の

日向国諸県郡八郷の中に財部郷の名が見え，建久 8年の大隅国図田帳には財部院が，同年の日向国

図田帳には財部郷の記載がある。江戸期から明治22年の市町村制により財部村となるまでは，財部

郷と呼ばれていた。大正15年には町制施行により財部町となり，現在に至っている。

財部町内では昭和58年に鹿児島県教育委員会が実施した大隅地区埋蔵文化財分布調査により，多

くの遺跡が確認された。その後も農政関係の分布調査などにより遺跡の数は増加しつつある。また

東九州自動車道の建設に伴う調在でも 7箇所の遺跡が確認されている。これらの中から発掘調脊の

行われた主なものを見てみると，昭和61年には長十塚遺跡と石仏段遺跡の確認調杏が行われている。

いずれも縄文時代晩期や古代の遺物が出土している。長十塚遺跡は東九州自動車道建設に伴っての

調査も行われ，同様の時期の遺物・遺構が確認されている。昭和62年には横尾遺跡・横尾山遺跡・

中崎上遺跡の確認調査が行われている。横尾遺跡からは縄文時代早期の土器や石鏃等が出土し，中

崎卜遺跡からは縄文時代早期の押型文土器・撚糸文土器・完形に復元できる塞ノ神式土器，前期の

曾畑式士器．中期の阿高式系土器，後期の岩崎上層式系土器・指宿式土器等が出土している。昭相

63年には中崎上遺跡の一部の全面調査が行われ，縄文時代早期の貝殻文系円尚土器の中でも西之表

市の下剥峯出土のものに類似する土器が出土している。平成 5年には宮原遺跡・霧島迫A・B遺跡

の確認調査が実施され，縄文時代早期や後晩期の遺物が出上している。平成 9年には西栗須遺跡の

確認調査が行われ，縄文時代後晩期の遺物が出土している。平成12年には田平下遺跡の発掘調在が

行われている。また，東九州自動車道建設に伴う発掘調査は平成 8年から 12年にかけて実施され，

旧石器時代から古代まで各時期の遺物・遺構が確認されている。

《参考文献》

1 角川書店『角川 H本地名大辞典』 46鹿児島県 1982

2 財部町教育委員会「長十塚遺跡・石仏段遺跡』財部町埋蔵文化財発掘関査報告書 (1)1987 

3 財部町教育委員会「横尼遺跡・横屯山遺跡・中崎上遺跡』財部町埋蔵文化財発掘濁査報告書 (2)1988 

4 財部町教育委員会「横尾遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調査報告書 (3)1989 

5 財部町教育委員会「宮豚遺跡・霧島迫A・B遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調査報告書 (4)1994 

6 財部町教育委員会「西栗須遺跡』財部町埋蔵文化財発掘謂査報告書 (5)1998 
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第 1表周辺の遺跡地名表 (1)

番号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遺 物 等 備 考

1 小坂元A 福山町比曽木野小坂元 縄・古・歴 土器・成川式•土師器

2 新村 ” ’’ 新村 台地 縄（中） 岩崎式

3 前原 ” ” 前原 台地 縄・古・歴 土器・成JII式・土師器

4 城ヶ尾 ’’ ” 城ヶ尾 台地 18縄・古 ナイフ形石器・塞ノ神式・成川式 Hl0,11調査

5 前原和田 ” 
,, 前原・和田 台地 旧・縄（早） ナイフ形石器・押型文 本報告書

6 供養之元 ” ” 供蓑之元 台地 縄・古 塞ノ神式・成川式 本報告書

7 長谷 ，， 
” 長谷 台地 弥 大型石斧

8 野谷下 ” ” 野谷下 古・歴 成川式・士師器

， 永磯 ” ” 永磯 台地 旧縄・歴 細石器・手向山式・土師器 H 9.10調査

10 辰伴 ” 佳例川辰伴 台地 弥 土器

11 栗ノ脇 ” ” 栗ノ脇 縄 土器

12 芹牟田 ” ” 芹牟田 縄 上器

13 赤松段 ” ” 赤松段 縄 土器

14 山神段 ” ” 山神段 歴 土帥器

15 一本松 ” ” 一本松 台地 縄（中・後） 阿高式・岩崎上層式・指宿式 HIO調査

16 化建原 ” 下牧之原花建原 須恵器

17 黒棚城棚 財部町南俣天子馬場

18 花平陣跡 ” "丸鶴城ヶ原

19 黒棚 ” 北俣黒棚 台地 縄（早） ・歴 押型文・磨製石斧・士師器

20 松峯 ’’ ＇，松峯 台地 歴 内黒土師器

21 下戸越 ’’ ＇，下戸越 台地 歴 士師器

22 柳ノロ ’’ ＇，柳ノロ 台地 縄（前・中・後） 轟式・春日式・阿商式・指宿式•石鏃

23 古井後ヶ谷 ’’ ＇，古井後ヶ谷 台地 縄

24 西原 ’’ ＇，西原 台地 縄（早） ・歴 押型文・上師器

25 古井下原 ’’ ”古井下原 台地 歴 土師器

26 宮後 ” ／，宮後 台地 歴 土師器

27 霧島迫B ” ,, 霧島迫 台地 歴

28 田代ノ上 ” 南俣E8代ノ上 台地 縄・歴 士師器・須恵器

29 久保谷 /1 

” 久保谷 台地 歴 十師器

30 八ヶ代 f--_ ” ” 八ヶ代上 台地 縄（早・後）・歴 前平式・土師器

31 高篠坂 ” ” 高篠坂 台地 縄（早） 前平式・手向山式 Hl0,11調査

32 高篠 ” ” 高篠 台地 古代 土師器・須恵器 Hl0-12調査

33 大迫A ” ” 大迫 台地 縄（早•前） 轟式・黒曜石

34 炭山谷 ” ” 井牧ヶ半俣迫 台地 縄・歴 石斧・土師器

35 炭山 ” ” 炭山 台地 縄（後） ・歴 指宿式・土師器
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第2表周辺の遺跡地名表 (2)

番号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遺 物 等 備 考

36 大迫B 財部町南俣大迫 台地 歴 土師器

37 片蓋前 ’’ ＇，片蓋前 台地 縄（早•前） 押型文・塞ノ神B式・チャート

38 九養岡 ’’ ＇，九養岡 台地 旧縄歴 三稜尖頚器・f-向山式・土師器 Hll調査

39 馬立 ’’ ＇，馬立 台地 歴（奈良） 土師器・須恵器

40 石仏段 ,, ＇，石仏段 台地 縄（晩） ・歴 黒色磨研土器・土師器 S61調査

41 長十塚（城ヶ尾） ,, ＇，長十塚 台地 縄・歴 土器・石鏃・土師器・須恵器・土錘 S61調査

42 踊場 ” ”踊場 台地 縄（早） ・歴 塞／神式・土師器・須恵器 H12調在

43 王ヶ平 ” ／，王ヶ平 台地 歴 土師器・須恵器

44 九H田 1, ＇，九日田 台地 縄（早・晩）・歴 石坂式・黒川式•土師器 本報告書

45 耳取 ” ＇，耳取 台地 旧縄・歴 ナイフ形石器・古田式・土師器・礫群 H 11,12調在

46 前,1,2 ” ／，前山 台地 縄（晩） ・歴 黒色磨研士器・土師器

47 前山 1 ” ／，前山 台地 歴 土師器

48 芭蕉ヶ迫 2 ’’ ／，芭蕉ヶ迫 台地 縄・歴 石1Il1・敲石・土師器

49 芭蕉ヶ迫 1 ” ／，芭蕉ヶ迫 台地 縄・歴 土器・土師器

50 中野 ” ＇， 中野 台地 歴 土師器・須恵器

51 長田 ” ，，長田 台地 縄・歴 土器・土師器

52 梅田 ’’ ，，梅田 台地 縄・歴 土器・土師器

53 荷床 2 ” ／，荷床 台地 歴 土師器

54 八畝 ” ／，八畝 台地 縄・歴 士器・土師器

55 荷床 l ” ＇，荷床 台地 歴 土師器

56 野方 ” ／，野方 台地 縄・歴 上器・土師器・内黒士師器

57 桐木 末吉町諏訪方桐木 台地 旧縄歴 ナイフ形石器・船元式・土師器 II 8 -調査

58 関山酉 ” ’’ 関山西 台地 縄 土器 H 13調査

59 通山上川路 // 深川五位塚通山上川路 台地 縄（晩）・中世 夜臼式 S59澗在

60 真方入口 ” ’’ ’’ 真方入口 台地 縄（前・晩） 轟式 S59調査

61 中牛牧 ” ＇，中牛牧 台地 縄（晩）・古代 土師器 S61調査

62 楠木岡c ’’ ”楠木岡 台地 縄（晩）・古代 土師器 S61調在

63 楠木岡B ” /1 楠木岡 台地 縄（晩）・古代 土師器 S61調在

64 楠木岡A ” ，，楠木岡 台地 縄（晩）・古代 土師器 S61調脊

65 臼杵 ” ＇，臼杵 台地

66 下ノ窪 ’’ ，，五位塚下ノ窪 台地 縄（晩）・古代 人佐式・上師器

67 四枝道 ’’ ，，四枝道 台地 縄（晩）・古代 土師器 S61調査

68 仮牧 ,, ,, 五位塚仮牧 台地 古代 土師器・須恵器 S60調査

69 1i.位塚渡り下 ’’ ／，五位塚渡り下 台地 縄（早） 山形押型文 S60調査
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第 3章遺跡の層位

九H田遺跡は直線距離で桜島の北東およそ30kmに位置しており，その火山堆積物がほかの地域に

比べ，多く確認されている。また，霧島山系の面東部に位置しており，ここを噴出源とする火山堆

積物も見られた。鹿児島県下ほぼ全域に堆積する喜界カルデラの火山堆積物も確認されている。

遺跡の現況は畑地であり，ほぼ平坦であったが，掘り下げていくと起伏が見られ，旧地形は現況

こうした起伏を造成し，盛上等を行い畑地としとはかなり違ったものであったことが想像される。

て利用したものと考えられる。

遺跡の標準土層は次のとおりである。

I層 暗褐色の現耕作土。場所によっては JI層の軽石が混じっ

たり， IR表士の上の客t等により，数枚に分かれる。

II 

ma 

illb 

w 

v
a
v
b
V
I
a
V
I
b
頂

遁

区 Fご竺文'?:¥C沿：没喜宍

X 

XI 

XII 

xm 

XN 

XV  

XVI 

XVJ[ 

XVlll 

第 4図土層模式柱状図

II層 黄白色軽石層（文明ボラ）。文明年間の1471-1476年頃の

桜島の噴出物。

III a層黒色土。

III b層黒褐色土。

w層 黄褐色細粒軽伍混硬質土。約4,000年前の霧島の御池起源

の軽石を混入する。下部は軽石が多くなる。

Va層暗橙色土。 Vb層の腐植上。

Vb層 橙色火山灰（アカホヤ）。約6,300年前の喜界カルデラ起

源の火山灰。

VI a層 黄褐色軽石混淡茶褐色上。

VI b層 黄褐色軽石層。 P11と呼ばれる約7,400年前の桜島起源の

軽石。

V11層 明茶褐色上。

VIll層 黒褐色上。

IX層 黄白色火山灰層（薩摩火山灰）。 P14と呼ばれる約11,000

年前の桜島起源の火山灰。

x層 黒褐色土。

XI層黄褐色軟質ローム。

X II層賠茶褐色軟質ローム。

X III層褐色土。

XN層 暗褐色硬質上。赤色のパミス (P-15)が点在する。

XV層暗褐色硬質土。

XVI層 暗褐色硬質土。赤色のパミス (P-17)が点在する。

XVII層濯黄白色砂質土（二次シラス） Q

XVIll層シラス。
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第 4章確認調査

道路建設は暫定的に 2車線分しか計画されていないので西側の工事を実施しない部分については

調査を行わなかった。ただし，橋脚などの工事予定区域については確認トレンチを設定して渕査を

実施した。

確認調査対象区域の現況は畑地であったが，段差や傾斜等を考慮して 6箇所にトレンチを設定し

た。 トレンチの大きさは2.5mX6 mの大きさを甚本としたが，地形等を考慮して幅 2m-2.5m,長

さ6m-10mの大きさとした。 1トレンチは幅を4.5mに拡張して調査を行った。

層位について見てみると， 1トレンチは Ia (耕作土）層の下に造成によると思われる盛土があ

り，枯木などが混人していた。下部は北から南へ領斜しており，北側ではV層まで一部削平され，

南側でII・ID層がわずかに残るのみである。 2トレンチは表土の下は西から東へ傾斜しており，東

側では1X層であるが，西側ではXVIII層のシラスとなる。 3, 4トレンチでは I層は 2層に分けられ，

その下はX,111層のシラスとなる。 5トレンチは比較的安定した堆積状態であるが， TI, ID層は削平

され 2枚に分けられる I層の下はN層である。 1X層はわずかに見られるのみである。 6トレンチも

l層は 2枚に分けられ，その下はV層となり，北から南へ傾斜している。明確な1X層は確認できな

かったが，わずかにそれらしい粒子が見られたので，それをもとにVIII層と 1X層を分けた。

遺物は 1トレンチ及び 5トレンチで士器片等を確認した C 1トレンチからはW層から土器片等が

少量出土した。 5トレンチではN・V・Vl・Vll層から土器及び石器等が出土した。遺物の時期は縄

文時代晩期及び早期である。

この調在結果をもとに， 1トレンチ及び 5トレンチの瑚辺部の1,100而について全面調在を実施

した。
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第 5章全面調査

第 1節調査の概要

全面調査は確認調査により遺物が確認された 1トレンチ及び 5トレンチの周辺の1,100m'につい

て実施した。閤査区の設定は， H本道路公団により設置されたセンター杭No.17とNn18を結ぶ直線を

基準とする lOmXlOmのグリッドを設定し，北から南へ 0, 1 , 2, 3・ ・ とし，西から東へA, B, 

C・・ として， No.88は5・6及びC・Dの中心とした。調査の結果， 1トレンチ周辺の D・E-11区

の川 a層を中心に古代の遺物が出土し， 5トレンチ周辺のC・D-4・5区でピット群等の遺構が

検出された。また， C・D-4-6区においてW層から縄文時代晩期の遺物が確認され C-• c-
3-5区のW・Vlll層から縄文時代早期の遺物や躾石が確認された。以下時期ごとに記述していく。

第 2節縄文時代早期の調査

縄文時代早期の調査は， C~E-3~6 区の vn• viii層を中心に行った。

川層の地形は 5区の列で東から西へ浅い谷が入っており，遺物はこの谷部から南側斜面を中心に

出土している。遺構は集石が D-3・4区及びE-6区のVIl~ VIII層にかけて 5基検出された。遺物

もW~VIII層にかけて出土し， W層と VIII層の土器が接合するものも数点見られた。

1 遺構

遺構は集石がD-3区から 2基， D-4区から 2基， E-6区から 1基検出された。

1号焦石（第 9図）

D-3区のVIl層中で検出されたものである。約20cmX50cmの範囲に北から南へ傾斜して 3cm~lO 

cm程度の比較的小さい礫が11個検出されている。礫は火熱を受けたと考えられる破砕したものが多

い。掘り込み等は確認できなかった。
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2号集石（第 9図）

1号集石と同じ D-3区に検出されたもので，川層の下面から VID層にかけての集石である。約30

cmX40cmの範囲内に 7個の礫が検出された小さい集石である。礫の大きさは10cm前後とそろってお

り，破砕したと思われる最小の礫1個を除いては，完形の礫である。掘り込みは確認できなかった。

3号集石（第 9図）

D-4区のW層下部で検出された集石である。約70cmX90cmの範囲に44個の礫が検出された。中

央部がややまとまっているものの，全体的には散在している状況に近い。検出レベルの高低発も20

cmを超えている。礫の大きさは巾央部の数個を除いて，拳大以下のものが多く，火熱によると考え

られる破砕したものがほとんどである。掘り込みは確認できなかったが，埋土中に炭化物と焼土が

少量見られた。

4号集石（第 9図）

D-4区のVID層中で検出されたものである。約50cmX70cmの範囲に検出された礫の数22個のうち

15個が集中しており，残りが 1方向に散在している状態である。集中部分の礫は10cm前後の大きさ

で完形のものが多いが，散在しているものは火熱を受けたものと考えられ，小さく破砕している。

炭化物等は確認されず，掘り込みも検出されなかった。

5号躾石（第10図）

E-6区のVID層中で検出されたものである。 1号~4号は約 7mの範囲にまとまっていたが，-

の 5号は約23m離れた位置から検出されている。約70cmX90cmの範囲に24個の礫が確認された。礫

は約50cm四方にやや集中している部分と， 1方向に散在する部分とがある。検出レベルにもばらつ

きが見られる。礫の大きさは最大で15cm程度，最小のもので5cm程度であるが， 10cm前後のものが

多い。小さい礫は火熱により破砕されているものと考えられる。掘り込みは確認できなかった。
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2 遺物

遺物はC~E-3~5区のVII・VDI層を中心に出土した。 5区の列に西から東へ人る浅い谷の部分

から緩やかな傾斜の南側の斜面にまとまっている。出土遺物は土器と石器のみである。

土器（第12図）

上器は小破片が多く，完形に復元できるものはなかった。

1・2は同一固体と考えられるもので，胴部から直線的に外領しながら口縁部へと続き，口縁端

部が直行するもので，口唇部は平坦である。器形は破片が小さいため明らかでないが，角筒の可能

性も考えられる。口縁部は貝殻腹縁による細かい波状の刺突文を平行に 7~8条施文する。胴部は

これも貝殻腹縁によると思われる条痕を綾杉状に施文した後，貝殻によると思われる 3~4条を 1

単位とする連点状の刺突文を数条廻らす。内面はT寧なナデ仕上げである。

3 ~18は貝殻腹縁によると思われる連点状の刺突文を施すものである。 3~5・7は刺突文を横

位に数条廻らす口縁部の破片である。破片が小さいため器形ははっきりしないが，いずれもわずか

な山形隆起するものである。 7はわずかに内湾する。 5は外面にこぶ状の突起を持つものである。

6はわずかに内湾する山形の口縁部である。口唇部は平坦で内傾する。口縁端部は数条の刺突文を

水平に儘らしており，山形の部分は条数が多くなっている。口縁部下位は 7~8条を単位とする斜

位の刺突文を交互に施文している。このため，無文部が二角形状に残る部分がある。内面は丁寧な

ナデ仕上げである。胎土に金雲世を混人している。 8・9はわずかに内湾する口縁部である。口縁

部は 2~3条の刺突文を廻らし，下位は数条の斜位の刺突文を交互に施文し，三角形状に無文部が

残る点は 6と同様である。口唇部はいずれもほぼまっすぐであるが， 8はやや外傾し， 9はやや内

傾している。 10~18は胴部の破片である。いずれもほぼ直行するものと考えられるが，小破片のた

め，はっきりしない。文様は数条単位の斜位の剌突文を交互に施文するが，破片が小さく全体の文

様構成は明らかでない。内面はいずれもナデ仕上げで，胎土にはいずれも金雲母を混人している。

19~28は押型文土器である。いずれも山形押型文であるが， 19~23は山形の幅が広くやや粗いも

ので， 24~28は山形の幅が19~23に比較して狭いものである。 19は内面の口縁端部にも外面同様の

押型文を施すものである。このため口唇部の断面は三角形状に尖っている。 20には内面と外面の両

方から穿孔したと見られる補修孔がある。 24・25・27・28は胎土に金雲母を混入している。いずれ

も破片が小さく全体の器形や文様構成等は明らかでない。

29は「く」字にくびれ，外反する深鉢の頸部の破片と考えられるものである。外面は貝殻腹縁に

よる横位の押引状の刺突文を数条施す。 30は胴部の破片である。外面の文様は網目状の撚糸文を縦

位に間隔をあけて施文するものである。撚は明らかでない C 31は壺形土器の頸部と考えられるもの

の破片である。＜びれ部の外面に微隆起線状の断面三角形の貼付突帯を 1条廻らす。破片が小さい

ため全体の器形や文様等は明らかでない。 32~35は底部である。 32は底径6.2cmである。外面は縦

位の貝殻条痕文を施す。内面はケズリによる成形である。 34は復元底径11.5cmである。 34・35は同

一個体と考えられるものである。
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第 3表早期の土器観察表

挿図 番号 出土区 層位 部位 胎 士 焼成
色 調 文様器面調整等

備考
内面 外面 内 面 外 面

1 E-5 VIII 口縁部 石，長，角，金，細礫 良 淡黄褐色 ナデ 貝殻腹縁剌突，貝殻条痕 角筒？

2 D-4 

＂ 
胴部 石，長，角，金，細礫 良 淡黄褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突，貝殻条痕 角筒？

3 E-5 

＂ 
口緑部 石，長，金 普 淡褐色 貝殻腹縁剌突

4 E-5 VII 口縁部 石，長，角，金 良 淡茶褐 淡褐色 ナデ 貝殻腹縁剌突

5 C-6 vn 口縁部 石，角 良 淡黒褐 淡褐色 ナデ，スス 貝殻腹縁剌突，瘤状突起

6 D-4 珊 口縁部 石，長，角，金 普 淡褐色 褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突

7 C-5 W,VIII 口縁部 伍，長，角 良 褐色 黄褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突，スス

8 E-4 w 口縁部 石，長，角，金，細礫 良 淡褐色 淡茶掲 ナデ 貝殻腹縁剌突， D-4 VI 口縁部 石，長，角，金 良 淡褐色 ナデ 貝殻腹縁剌突

10 E-5 Vil 胴部 石，長，角，金，細礫 良 淡褐色 ナデ 貝殻腹縁剌突

11 C-5 圃 胴部 石，長，金 将 褐色黄褐色 貝殻腹縁剌突

12 D-3 圃 胴部 石，長，角，金 良 淡茶褐褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突

第 13 D-9 圃 胴部 石，長金 普 淡褐色 ナデ 貝殻腹緑刺突

14 D-4 w 胴部 石，長，金，細礫 良 淡褐色 淡茶褐 ナデ 貝殻腹縁剌突

15 D-5 VII 胴部 石，長，角，金 良 淡黄褐 淡褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突

16 E-5 VII 胴部 石，長，角，金，細礫 良 褐色 淡茶祐 ナデ 貝殻腹縁刺突

17 D-4 圃 胴部 石，長，角，金 良 淡褐色 淡黄褐 ナデ 貝殻腹縁刺突

12 18 E-5 圃 胴部 石，長金 普 暗黄褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突

19 D-4 

＂ 
口縁部 石，長，角，金，細礫 良 褐色～淡褐色 ケズリ山形押型 山形押型

20 D-3 

＂ 
胴部 石，長，角，金，細礫 良 褐色暗黄褐 ナデ 山形押型 補修孔

21 D-4 VIII 胴部 石，長，角，金 良 淡黒褐黄褐色 ナデ 山形押型

図
22 D-4 VI 胴部 石，長，角 良 淡黄褐色 山形押型

23 D-4 VIII 胴部 石，長角 良 褐色淡黄褐 山形？押型

24 C-5 

＂ 
胴部 石，長，金 良 淡褐色 ナデ 山形押型

25 C-4 vn 胴部 石，長，金 良 淡褐色 ケズリ 山形押型

26 D-4 

＂ 
胴部 長，角 良 褐色 淡黄褐 山形押型

27 C-4 軋 胴部 石，長，金 良 淡黄褐 淡褐色 ケズ）？剥落？ 山形押型

28 D-4 

＂ 
胴部 石，長，角，金 艮 淡褐色 淡黄褐 ケズリ 山形押型

29 6T 一括 頸部 石，長，角 良 淡黄褐色 ナデ 貝殻腹縁刺突

30 C-5 w 胴部 石，長，角，金 良 黄褐色 ナデ 網H状撚糸

31 C-5 W,VII 頸部 石，長，角，細礫 良 淡茶褐色 ナデ ナデ，突帯

32 C-5 Vil眉 底部 石，長，角，細礫 良 淡茶褐 淡赤褐 ケズリ後ナデ 貝殻条痕

33 表採 底部 石，長，角，金 良 淡褐色 淡黄褐 ナデ，一部ケズリ ナデ条痕

34 C-5 

＂ 
底部 石，角 良 淡黒褐 暗茶褐 ケズリ ていねいなナデ

35 C-5 圃 底部 石，長角 良 褐色 茶褐色 ナデ

石器

石器は石鏃，スクレイパー，楔形石器，石皿等計11点が出土した。このうち，石鏃 1点と石fill1 

点が珊層からの出＋．で他はVil層からの出土である。

石鏃（第13図36-39・42)

VI[層から 4点渭層から 1点出土した。先端部のみのものと片脚が欠損したものが 1点ずつある。

基部の形態は凹基であり， 37・38は二角形状に扶りが入り， 39は弧状に挟りが入る。側縁部はほぼ

直線状であるが， 42は外側へ張り出している。整形は側縁及び基部ともに表裏両面から丁寧に二次

加工を施しているが，中には大きな剥離も見られる。石材は黒曜石及びチャートを用いている。

スクレイパー（第13図40)

D-4区から 1点出上した。石材はシルト質の頁岩を用いており，上部は節理面で割れたものと

考えられる。周縁部に表裏両面とも二次加工を施し，刃部としたものである。

楔形石器（第13図41)

D-4区から 1点出土した。表裏両面ともに上下両端から対向する剥離が見られる。石材は気泡

を少量含む黒色に近い透明な黒曜石を用いている。
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石皿（第14図）

計4点出土しているがいずれも破片である。 46がVIII層からの出土で他ぱVil層である。 43は使用に

より中央部が磨り凹んでいる。石材は砂岩である。 44-46は磨面は認められるものの平坦に近いも

のである。 45は表裏両面ともに磨面が見られる。いずれも石材は安山岩である。

第 4表早期の石器計測表

挿図 番号 出土区 層位 器種 石質 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 重量(g) 備 考

36 D-3 VII 石 鏃 黒曜石 0.70 0.70 0.25 0.08 

第
37 D-4 

＂ 
石 鏃 黒曜石 1.80 1.15 0.30 0.34 

38 D-4 

＂ 
石 鏃 チャート 2.20 1.45 0.40 0.78 

13 39 D-5 

＂ 
石 鏃 チャート 2.60 2.20 0.35 1.02 

図
40 D-4 w スクレイパー シルト質頁岩 2.30 1.55 0.90 1214 

41 D-4 

＂ 
楔形石器 黒曜石 1.80 2.15 0.65 2.19 

42 D-4 VIII 石 鏃 チャート 2.15 1.40 0.25 0.56 

43 D-5 w 石 fill 砂岩 21.60 17.40 14.40 4,520.00 

第 44 C-4 VII 石 fill 安山岩 17.30 13.20 5 80 1,900.00 

乱 45 D-4 VII 石 皿 安山岩 9.80 6.80 5.80 580.00 

46 E-5 VIII 石 皿 安山岩 13.30 10.60 8.10 1,410.00 
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第 3節縄文時代晩期の調査

縄文時代晩期の調査は， C~E-4~6区のN層を中心に行った。遺構等は検出されず，遺物が

出土したのみである。

土器（第17図）

七器はW層を中心に一部Illb層からも出土した。出土量もそれほど多くなく，大半は小破片で，

復元により器形などが明らかにできるものはなかった。種類は大きく粗製の深鉢と精製の浅鉢に分

けられる。

47は粗製深鉢の破片である。外反する口縁部で，口唇部はほぼ平坦である。内外面ともにナデ整

形で，外OOがやや粗い。外面にはススの付着が認められる。 48は「く」字状に張る胴部の破片であ

る。内外面ともにナデ整形であるが，内面には条痕が残る。外面の版る部分より下位にススの付着

がわずかに見られる。 49も48同様「く」字状に張る胴部の破片と考えられるものである。外面にわ

ずかにススの付着が見られる部分がある。内外面ともにナデ整形である。 50は内外面ともにヘラミ

ガキにより仕上げた深鉢と考えられる口縁部の破片である。外面の整形がやや粗い。口唇部はやや

丸みをおびる。胎土は砂粒の混入が少なく精製粘土に近いものである。 51も内外面ともにヘラミガ

キにより仕上げた深鉢の口縁部と考えられるものである。外面の整形がやや粗く，口唇部は丸みを

おびる。 52は内外面ともナデ仕上げによる粗製浅鉢の口縁部と考えられるものの破片である。口唇

部はやや丸みをおびるがほぼ平坦である。外面にはススの付着が認められる。 53は内外面ともヘラ

ミガキの大型の浅鉢と考えられるものの破片である。口縁部はわずかに内湾し，口唇部はわずかに

丸みをおびる。内外面ともヘラミガキであるが，内面はナデに近く，外面の整形はやや粗い。 54は

深鉢の底部の破片である。接地面が外側に大きく張り出し，胴部へと移行するもので，いわゆる円

盤貼付の底部である。復元底径は6.7cmである。

55~57は精製浅鉢の破片で，いずれも内外面ともに丁寧な研磨が施されているものである。 55は

大きく外反する口縁部で，内面はわずかな段を持ち，外面には 1条の沈線を廻らすものである。 56

は直線状に大きく延びる口縁部で，端部に近い位置に内外面ともに段を有するものである 0 57は丸

く張る胴部の破片で，頸部でくびれ，外反する口縁部へ続くと考えられるものである。

石器

石鏃（第18図58~61)

58はE-11区IIIa層からの出土である。甚部の形態は平甚に近く，弧状にわずかに扶りが人る。

側縁部はわずかに張るものである。石材は黒色の頁岩を用いている。脚部が片方欠損している。 59

はD-11区IIIb層から出上している。基部の形態は凹基で三角形状に挟りが人る。側縁部は先端部

近くでわずかに張る。石材は石英である。 60はC-5区Va層で出士している。基部は59同様三角

形状に挟りが入る。側縁部はやや粗い鋸歯状を呈しており，脚部近くは張り出すように作出してい

る。石材ぱ頁岩である。 61は表採品である。某部の形態ははわずかに内湾する平基である。裏面は

主要剥離面を残し，二次加工がやや粗い。石材はチャートを使用している。

二次加工剥片（第18図62)

ホルンフェルスを素材とし，石斧の製作途中で割れたとものを再利用し，割れた後に 1側縁に表

裏ともに二次加工を施したと考えられるものである。
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第 5表晩期の土器観察表

挿図 番号 出土区 層位 部位 胎 土 焼成
色調 文様器面調整等

備考
内面 I外面 内 面 外 面

47 C-5 N 口縁部 石，長，角 良 黄褐色 ナデ ナデ 外スス付

第 48 D-6 N 胴部 石，長，角 良 褐色～黄褐色 条痕後ナデ ナデ 外スス付

49 C-5 N 胴部 石，長，角，細礫 良 淡黄褐I褐色 ナデ ナデ

50 5T N 口縁部 石，長角（少） 良 淡褐色 ヘラミガキ ヘラミガキ

51 D-6 N 口縁部 石，長，角 良 淡黒褐I黒褐色 ヘラミガキ ヘラミガキ

12 52 D-5 N 口縁部 石，長，角 良 淡褐色I褐色 ナデ ナデ 外スス付

53 D-6 N 口縁部 石，長，角 良 黄褐色～褐色 ヘラミガキ ヘラミガキ

54 C-4 N 底部 石，長，角 良 淡褐色I黄褐色 ナデ ナデ

55 C-5 ffib 口縁部 精製粘士 良 褐色 研磨 研磨

図 56 D-6 N 口縁部 精製粘土 良 淡褐色 研磨 研磨

57 E-6 Illb 胴部 精製粘土 良 淡灰褐色 研磨 研磨

第 6表 晩期の石器計測表

挿図 番号 出土区 層位 器 種 石 質 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 重量(g) 備 考

第
58 E-11 ma u 鏃 頁 岩 1.95 1.60 0.30 0.61 

59 D-11 皿b 石 鏃 石 英 3.20 1.95 0.40 1.66 

18 60 C-5 Va 石 鏃 頁 岩 2.65 2.00 0.35 1.14 

図
61 表採 石 鏃 チャート 1.65 1.50 0.50 1.00 

62 D-6 N スクレイパー ホルンプェルス 12.70 4.45 0.95 51.84 
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第 4節古代の調査

古代については， C・D-4・5区において士坑及びピット群が検出された。この区域はこの時

期の本来の包含層である IIIa層がほとんど残存しておらず，遺物は E-6区でわずかに数点出士し

たのみで，遺構のみの調査であった。一方， C~E-10~12区では包含層が残っており，土師器等

が出土したが，遺構は検出されなかった。

1 遺構

土坑（第19・20図）

c-4区のW層中で検出された。遺物包含層である Illaが残存していないため明らかでないが，

実際の掘り込み面はこれより上位にあったものと考えられる。検出面での平面形は30cmX25cmの長

円形である。浙面は検出面からの深さが30cmで，底面が丸くなるV字状を星している。

遺物は埋上中から12点出土したが，いずれも底面に密着した状態ではなかった。また，小破片が

多く図化できるものは少なかった。

63は土師器の甕である。 D縁部が大きく外反し，口唇部は丸みをおびる。内面の口縁部は刷毛に

よる整形を行った後，ナデによりf±上げている。頸部以下はヘラケズリを施し，このためその境は

明確な稜を持つ。外面は口縁部では横位のナデ調整を行い，頸部以下は縦位の刷毛目による調整で

ある。 64・65は内面に布目圧痕を持つ土器の口縁部である。胴部から直線的に外傾しながら口縁部

へと続き，口縁端部は平坦でD唇部は尖る。胎土は精製粘土を用いている。 66は尖底の底部である。

胎土は精製粘上であり， 64・65の器形の底部と考えられるが，同一個体であるかは明らかでないc

~I 

ご〗□[〉 D-~-4 

C-3 C-4 

q
 

D-~-5 

C-4 C-5 

ぇ．

292.80cm — 

＼ロm c 50
ー

゜
5m 

第19図 t坑

63 

/64

こ
刀65

．．
 

、

．

．

、

·'‘•:[.,9, 

9
.
 

,
 

••• ．．
 ,．
 
9

.

 

・
・
9
,
.
r
 

・・9. 

J
.
 

．．ら
r"“・・

□
 

・・ベ

:
＇
.
7
,

＂
•
9
5
3
9

に・r
．．
 

•.• ·,.'

·"5>

"
•f 

,
9
 

9

,

．
 

`'
·:r~ 

~
·
~
 

て
~
＂

み
え
·
~

T
"
 

O 5cm 

I I I I I I 

第20図上坑内出土遺物

-29-



~;;; fo_4 D-4+D-5 

o
c
 ~ —•-

二図
〉器

芦

2
@
-

-
O
3
 

)~ 

謬

~;;; 

二葛
二斜
芦

二g

泣：

二巴
）：：： 

泣

〗巴

,'.:::J~ 

二:
戸
? :: 

芦

5
 O_ 

4

菟

8
 

,Q' 

7
0
 

6 

-@-

◎ 

戸-4

C-4 

8
 

L
 

21

◎
 

I
 

6
 

_fl 
J¥_ 
_['¥_ 

ロ

20

◎
 

22
◎
 

100 
11 
-o-

合、

◎
14 

ぷ)‘-

190 

、ら
◎ 17 
lヽ

疇

D-4 ,D-5 

C-4冗:-s

160 

23
◎
 

250 
260 

24c 
270 

290 

28
ぷ
)／

 

E
 
0
0
'
£
6
l
 

E
O
O
.
N
 6
i
 

シ
戸寸
二 0

戸~

二←
30 

-e- 。31

゜
第21図 ピット群

-30 



c
 

D
 

E
 @ ．

 
．
 

．
 

．． 

6
 

7
 

8
 

，
 

10 

11 

12 

． ． 

c ． 

•土器

。石器

<ee 
・Oo ，，， 

0 5m 
I I I I I I 

第22図 III層遺物出士状況図

31~ 



ピット群（第21図）

C・D-4・5区の＼層でピット群が検出された。この区域は遺物包含層である illa層が削平さ

れており，表層の下はW層以下の層であった。ピットはこの中で検出されたので，本来の掘り込み

面はもう少し上位であったものと考えられる。また， D-4区北東部分ではピットは確認されなか

ったが，この部分は削平がv1層まで及んでいる部分であり，ピットは存在していた可能性も考えら

れる。ピットは合計31個確認されたが，大きさや形もそれほど規格性はなく，深さもばらつきがあ

り，建物の配置に並ぶものはなかった。

第 7表 ピット計測表

番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm) 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

1 31 25 56 12 35 25 27 23 23 19 35 

2 19 19 33 13 28 20 72 24 26 19 43 

3 19 17 58 14 22 21 37 25 17 17 11 

4 36 19 60 15 31 19 22 26 26 18 7 

5 23 23 26 16 22 19 10 27 21 18 21 

6 18 18 16 17 26 20 7 28 19 12 10 

7 22 20 35 18 29 24 73 29 15 14 41 

8 29 22 40 19 20 19 10 30 19 16 16 ， 41 33 56 20 34 33 61 31 17 16 13 

10 25 23 21 21 21 20 16 

11 15 14 6 22 23 20 35 

2 遺物（第24図）

遺物はそのほとんどがC-E-10-12区から出土した。青磁の破片と須恵器の破片が数点出土し

ているが，ほとんどが土師器であり，内側が黒くなった黒色土器A類も数点見られた。小破片が多

く，図化できるものは少なかった。

67は土師器の杯である。胎土は精製された粘土を用い，色調は淡黄褐色を呈している。器面は内

外面ともに横ナデであるが底部付近はやや粗く仕上げている。底面にはヘラ切り痕が見られるが，

ナデにより仕上げている。｛本部はやや丸みをもつ形態でやや深い。底部は円盤状で肥原し，高台状

に見える。口径11.9cm,底径5.4cm,器高4.9cmである。 68-72は土師器の杯あるいは椀と考えられ

るものである。 68・69はいずれも横ナデである。 69は口縁部がわずかに内湾する。 71の底部は67と

同様で，肥岸することにより高台状に見えるものである。底面にはヘラ切り痕が見られる。 72の底

面には板H痕が見られる。 73は精製粘土を用いているが，少量の砂粒を混人している。内面に布目

①
 ：：言：

I 
~ 

I 
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~ 
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第23図土師器接合図
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痕が見られる。 74は土師器の甕の口縁部である。口縁部が大きく外反し，口唇部は丸みをおびる。

外面は横位のナデ調整を行い，内面は口縁部は横位のナデにより（士上げている。頸部以下は横位の

ヘラケズリの後，縦位のヘラケズリを行っている，胎上はやや粗い砂粒がめだち，中には 5mm前後

の細礫も見られる。 75はおそらく須恵器の甕の底部と考えられるものであるが，細片のためはっき

りしない。 76は土師器の甕の底部と考えられるものである。外面には明瞭なタタキが見られ，内面

はヘラケズリである。

二
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第24図古代の遺物

第 8表 土坑内出土遺物観察表

挿図 番号 出土区 層位 部位 胎 ± 焼成
色 調 文様器面調整等

備考
内面 外面 内 面 外 面

63 C-4上坑 埋士 口縁部 石，長，角，細礫 良 黄褐色 刷毛後ナデ，ケズリ ナデ，刷毛（縦位） 外面スス

64 C-4上坑 埋土 口縁部 精製粘士 普 黄橙色 布H ナデ

65 C-4士坑 埋土 口縁部 精嬰粘土 普 黄橙色黄褐色 布目 ナデ

66 C-4上坑 埋土 底部 石，長，角（少ない） 普 黄褐色 ナデ

第 C-4上坑 埋土 胴部 精製粘土 普 黄褐色 布目 ナデ

20 
C-4上坑 埋士 胴部 精製粘土 普 黄褐色 布H ナデ
C-4t坑 坪土 胴部 精製粘士 普 黄褐色 布目 ナデ

図 C-4土坑 埋土 胴部 精製粘士 普 黄褐色 ナデ
C-4土坑 埋土 胴部 精製粘土 良 淡黄褐色 ナデ

C-4上坑 埋土 胴部 精製粘土 良 黄褐色 剥落

C-4土坑 埋士 胴部 精製粘士 良 黄橙色 剥落 ナデ
C-4土坑 埋土 胴部 精製粘土 良 黄褐色 剥落 ナデ

-33-



第 9表 古代の遺物観察表

挿図 番号 ，，片土区 悟位 部位 胎 土 焼成
色 調 文様器面調整等

備考
内面 外面 内 面 外 面

67 D-11 III a 完形 精製枯上 良 淡黄褐色 ナデ ナデ ヘラ切

68 E-11 III a 口縁部 精製粘上 酋 淡黄褐色 ナデ ナデ

第
69 D-11 III a 口縁部 精製粘上 酋 淡黄褐色 ナデ ナデ

70 E-11 Illa 底部 精製粘t 許 灰白色淡黄褐色

24 
71 0-11 III a 底部 精製粘土 普 淡灰黄色 ナデ ナデ ヘラ切

72 E-11 III a 底部 精製粘土 良 灰黄色 ナデ ナデ 板目痕

73 C-4 IV 胴部 精製粘土 蒋 黄橙色 黄褐色 布目 ナデ
図

74 1 T 旧表 口緑部 f:i, 長，角，細礫 良 茶褐色 褐色 ナデ，ケズリ ナデ

75 E-11 Illa 底部 須恵器 良

76 C-5 N 底部！ 石，角細礫 良 黄褐色 褐色 ケズリ，ナテ タタキ？

第 5節 その他の遺物（第25図）

77は甕の口縁部で，逆L字状になる端部にヘラ状のエ具で刻みを施すものである。内外面ともに

ナデによる仕上げで，胎土は少量の砂粒を混人している。 78・79は鉢形土器の口緑部と考えられる

ものであるが，破片が細かいため器形等ははっきりしない。 78は口縁端部が肥原している e 内外面

とも表面の剥落が著しく整形などもはっきりしない。 79は直線的に延びる口縁部が端部で内湾気味

にわずかにち上がるものである。内外曲ともにヘラミガキによるft上げであるが，端部ではわずか

に横位のナデ整形痕が残る。 79は胎土に精製された粘土を用いている C 80は高坪あるいは台付鉢等

の器形が考えられるものであるが，小破片のため明らかでない。内外面ともにミガキによる整形で

ある。 81は壺形土器の口緑部と考えられるがはっきりしない。大きく外反する口緑部は内外面とも

横位のナデによる幣形で，外面の頸部付近にヘラミガキの痕跡がわずかに見られる。胎土に金玄母

の砕片を少鼠混人している。

了三ここ二只冒iili:l
(C 

戸~o

O 5cm 

I I I I I I 

第25図 その他の遺物

第10表 その他の遺物観察表

挿図 番号 出上ぃ 部位 胎 土 焼成
色 調 文様器面調整等

備考
内面 外面 内 面 外 面

第
77 49lpit 口緑部 石，長，角 良 黄褐色 暗褐色 ナデ ナデ

78 49lp,t 口緑部 石，長，角 良 灰褐色 淡褐色

25 79 49lp,t 口縁部 精製粘上 良 褐色～黄褐色 ナデ後ヘラミガキ ナデ後ヘラミガキ

図
80 表採 石，長，角 良 灰褐色～淡茶褐 ミガキ ミガキ

81 49lpit 「1縁部 石，長，角金 良 淡褐色淡黄褐 ナデ ナデ，ミガキ
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第6章まとめ

遺跡の現況は畑であり，段差はあるもののほぼ平坦に近い状況であった。調在の結県，旧地形は

全体的には西から東及び北から南へと傾斜していることが確認された。 4-6区及び10-12いの 2

箇所付近では西から東へ緩やかに傾斜する谷状の地形となっており，旧地形は現況と違い起伏があ

ったことが明らかになった。いつの時点かはっきりしないが，このような起伏を造成して現況の畑

としたものと考えられるこの造成により，包含層が削平された部分もあり，場所によっては表層

のFはシラスとなっている。その結果，谷状の部分の包含層が残り，遣物も残存したものと考えら

れる。 4-6区周辺においては縄文時代早期・晩期の遺構・遺物及び古代のピット群と少量の遺物

が確認されており， 10-12区周辺においては古代の遺物が確認された。これらのことから考えると，

遺跡全体の調査を行っていないので断定的なことは言えないが，縄文時代早期及び晩期は調行区の

北側がその活動範囲であり，古代は調査範囲のほぼ全域に広がっている可能性が考えられる。

縄文時代早期の遺物は数型式の土器が出r.しているが，鼠はそれほど多くはない。 1, 2の口緑

端部がわずかに内湾し，口唇部は水平となる器形及び胴部の短い綾杉状の条痕文については，近年

奏ノ丸式と呼んでいる土器に類似している。しかし，この条痕文と口縁部の貝殻腹縁による波状の

刺突文及び連点状の刺突文の組み合わせは，西之表市下剥峯逍跡や鹿屋市打馬平原遺跡等で確認さ

れているが類例は多くない。桑ノ丸式は石坂式と近い関係にあるとされるが，石取式以降には角簡

の器形は確認されておらず，再検討が必要であろう。 3-18は近年下剥峯式土器と呼ばれているも

のの範疇で捉えることのできるものである。特に，内湾する口縁部は下剥峯式の特徴としてあげら

れる。 6, 8 , g 0)ように三角形状の無文部を持つ土器は鹿屋巾の打馬平原遺跡の12a , 12 b類土

器に類似する。この下剥峯式は先の桑ノ丸式とともに石坂式に近い位猶に置かれている。 19-28は

押型文土器である。文様は19-23が24-28に比較してやや粗い。小破片のため型式は特定できない。

29, 30は塞ノ神式土器で29は貝殻文施文の塞ノ神B式， 30は撚糸文施文の塞ノ神A式である。 31は

A式に伴う壺型土器の破片と考えられるものである。 32は石坂式系土器の胴部から底部の破片であ

ると考えられる。

晩期の土器については，小破片が多く型式の特定は困難であるが， 54,55, 57から黒）ii式t器の

可能性が考えられる。

古代については，ピット群が検出されているが建物が建つ配償には並んでいない。調杜区は一部

上部が削平されている部分があり，このことを考慮すると掘立柱建物跡が存在した可能性は否定で

きない。遺物については64-66,73のような内面に布目の圧痕を持つ尖底の焼塩上器が出土してい

る。このような土器は，遺跡の所在する大隅半島北部の古代の遺跡から多く出土する仰向にある。

時期については，小破片が多いことから特定することは困難であるが， 67の土師器は 9世紀末-10

世紀初のものと考えられる。

《参考文献》

l 鹿児島県教育委員会 「桑ノ丸遺跡」 鹿児島県埋蔵文化財報告書 (7) 1977 
2 西之表市教育委員会 「下剥峯遺跡」 西之表市埋蔵文化財発掘凋査報告書 1978 
3 鹿犀市教育委員会 「打馬平原遺跡」 鹿犀市坪蔵文化財発掘調査報告潜 (8) 1988 
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図版 5
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図版 7
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図版 8
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報 告 書 抄録

ふりがな くようのもといせき

書 名 供養之元遺跡

副 書 名 東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 I 

シリーズ名 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書

シリーズ番号 36 

編集者名 野邊盛雅・山崎克之

編集機関 鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 在 地 〒893-5652 鹿児島県姶良郡姶良町平松6252番地 TEL0995-65-8787 

発行年月 H 2002年 3月31日

所収遺跡名 所在地 コ ド 北緯 東経 調杏期間 調杏面積 調杏原因

くよう のもと かごしまけん

市町村 遺跡番号 31° 130° 確認調査 9,000m' 束九州自
供養之元 鹿児島県

464518 62-23 42' 53' 19970421 動車道建
あ＼ヽらぐん

姶良郡 43" 8" l 設（末吉

ふくやまちょう
19971009 IC-国分

福山町
全面調査 IC間）に

かれしヽがわ 19981104 伴う埋蔵
佳例JII 

I 文化財発

19990324 掘調査

19990901 

I 

19991130 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

供養之元 包含地 縄文時代早期 集石遺構 手向山式土器 巽形石器

落し穴状遺構 平栴式土器 (2点）

溝状遺構 塞ノ神式土器

石鏃

石匙

スクレイパー

← 
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第 1章調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道（末吉 IC-国分 IC)の建設を計

画し，事業厄域内の埋蔵文化財の有無について，鹿児島県教育委員会に照会したっ

これを受けて，鹿児島県教育委員会はH本道路公団九州支社鹿児島工事事務所と協議を行い，鹿

児島県立埋蔵文化財センターが工事予定区域内を対象にして，埋蔵文化財の分布調査を行うことと

なった。分布調査は平成 6年10月と平成 7年 5月に実施した。

この結果，工事予定区域内に13箇所の遺物散布地や確認調査の必要な地点の所在することが判明

した。そこで再度協議を行い，平成 8年 4月から用地買収等の条件が整った区域を対象として順

次確認調杏を実施することとなった。

供蓑之元遺跡は，暫定 2車線部分及び工事施行区域内の9,000m'を対象にして平成 9年 4月21日

から10月9日の間に，確認調査を実施した。

確認調査の結果，縄文時代早期及び古墳時代の遺物包含層が残存することが明らかになった。

この結果をもとに，鹿児島県教育委員会と H本道路公団九州文社鹿児島工事事務所は協議を行い，

緊急発掘調査の必要な9,000而について，鹿児島県立埋蔵文化財センターが全面発掘調査を実施す

ることとなっナこ発掘調査は平成10年11月4日から平成11年 3月31Bまでの間と平成11年 9月1B 

から平成11年11月30日までの間に行った。

第 2節調査の組織

平成 9年度確認調有

事業主体者 日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整鹿児島県教育庁文化財課

調査責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 古元正幸

調査企両者 ’’ 次長兼総務誅長 尾崎 進

” 主任文化財主事兼調査課長 戸崎勝洋

’’ 課長補佐兼第一調査係長 新東晃一

,, 主任文化財主事兼第二調査係長立神次郎

調査担当者 ” 文化財主事 國生 誠（故人）

” 文化財研究員 今村敏照

” 文化財研究員 幅永修一

事務担当者 ” 主 査 前屋敷裕徳

” 主 査 政倉孝弘

” 主 事 追立ひとみ
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平成10年度発掘調査

事業主休者 日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調査貨任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画者 ，9 

” 

” 

” 
調在担当者 ” 

” 
事務担当者 ’’ 

” 

所 長

次長兼総務課長

主任文化財主事兼調在課長

課長補佐兼第一調査係長

主任文化財主事兼第二調査係長

文化財研究員

文化財研究員

主査

主査

” 主 事

吉永和人

尾崎進

戸崎勝洋

新東晃一

立神次郎

今村敏照

福永修一

前屋敷裕徳

政倉孝弘

溜池佳子

平成11年度発掘謂査

事業主体者 H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調査責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 古永和人

調査企画者 ” 次長兼総務課長 黒木友幸

’’ 主任文化財主事兼調査課長 戸崎勝洋

/1 課長補佐兼第一調査係長 新東晃一

” 第二調査係長 立神次郎

’’ 主任文化財主事 長野填一

調査担当者 ,, 文化財主事 濱崎一富

,, 文化財研究員 今村敏照

事務担当者 ’’ 総務係長 有村 只-

/1 主 事 溜池佳子

平成13年度報告書作成

事業主休者 日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

作成主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

作成責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター

作成企画者 ,, 

” 

所長

次長兼総務課長

調査課長

井上明文

黒木友幸

新東晃一
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” 調査課長補佐 立神次郎

” 第二調森係長 禰 榮 久 志

,, 主任文化財主事 長野慎一

作成担当者 ” 文化財主事 野 邊 盛 雅

” 文化財研究員 山崎克之

事務担当者 ,, 総務係長 前田昭信

,, 主 雀 栗 山 利 巳

第 3節調査の経過（日誌抄）

平成 9年 4月21Bから平成 9年10月9!:Jまで確認調査を行い，その後，平成10年11月4日から平

成11年3月248までと平成11年 9月1Bから平成11年11月30Bまでの 2回に渡り緊急全面発掘調査

を実施した。

調査の経過については，日誌抄をもってかえる。

平成 9年度発掘調査

4月21日~4月30日

発掘事前準備。グリッド杭打ち。

トレンチ設定，掘り下げ調査。 (1~12T) 

5月18~5月30日

B-5•6 区表土剥ぎ。 B-5・6区， ill~V層調査。

トレンチ掘り下げ調在。 (2, 3 , 4 , 6 , 7 , 8 , 9 , 11 , 12 T) 

2 T , VII層より土器， llT,VII層よりスクレイパー出土。

B-5区， W層より石鏃，石皿出土。

4 T, N層土坑遺構検出，黒曜石出土。 9T, 黒曜石出土。

6月3日~6月268

トレンチ掘り下げ調査。 (3, 4 , 5 , 6 , 7 , 8 , 9 , 11 , 12 , 13 T , B -6区）

5T (VII~XII層）， 9T (XII~Xill)遺物取り上げ。

A・C-1区表土剥ぎ。

7月1日~7月31日

トレンチ掘り下げ調査。 (11,13T, B-5区）

B-5区， VI~VII層調査，チャート片，打製石斧出土。

トレンチ13T , VII層掘り下げ調査。 B-4区，表土剥ぎ。

B-1区， VI~圃層掘り下げ調査。 VI層より土器，チャート，黒曜石片出士。

B-5区， VI~珊層（サツマ火山灰層上面）調査。

B-1区， VI~VII層調査。（塞ノ神式土器，黒曜石，石皿出土）

A-4・5・6区，グリッド設定。
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r,-

8月4R-8月29日

B-1区， VII層調在。石器，チャート片，土器片出土，隼石遺構検出。

B-5•6 区， V-VII層調脊。 B-5区， VIII層上面まで終了。

B-1 区， VII 層調杏。 B-6 区， V-Vll層調杏，早期士器 1 固体出+◊

B-4区， W層調査．異形石器出土。 B-6区， Vil-VIII層調脊。

9月1B-9月26日

B-4区， N-V層調査 B-5区， VIII層調査。 B-6区調在終了c

B-5•6 区， IX層調査。 B-6 区，異形石器出土。 B-2 区， N-V層調査。

B-5・6区，遺構検出，異形石器出土。

B-4区， VI-Vil層調it,石鏃出土。 B-1区，遺構検出。

10月1日-10月9B

B-4区， VII層調査終了，スクレイパー出土。

今年度の供養之元遺跡，調育終了し，前原和田遺跡へ調査移動。

平成10年度発掘調査

11月4日-11月30日

A-0• 1区， B-0・1・2区， VI層， Vl1層掘り下げ調査。

B-4区， lX層，遺構検出。

A-1区， VII層調査，石匙出土，落し穴状遺構及び集石遺構検出。

C-1区， VI-VII層調査，集石遺構検出。

B-0区，土器片集中部出上。 B-2区，西側トレンチ掘り下げ調査。

12月1B-12月25B

A・B-2区， VI-VII層調査。 C-1区， 10号集石遺構検出。

A·B-3 区， VII層掘り下げ。 B-0•2 区， C-1 区，コンタ図作成。

A・B-6区， VI, VII層調査。 C-6区， N, V層調在。

D-7区， m-v層調杏。 A-1区， V-VII層調査，集石遺構検出。

B-2区，集石遺構検出。

別府大学教授橘昌信氏，現地指導。 (17日-18日）

1月5日-1月29日

A-1・2区， VII層調査。 C-6区， VI-VI層調査， VI層上面遺構検出，早期士器出土。

C-7区， m層調査。 D-7区， VI-VII層調査。

A-3・4区， V-VI層調査。 VI層上面遺構検吊。

B-2区，北側ベルト掘り下げ。 B-3区， VI-VII層調育。

D-6区， VI層調査。

2月1B-2月26B

D-6区， VI-Xill層調査。 B・C-7区， Yl層上面遺構検出。

A-6•7 区， VI層上血遺構検出。 A-5 区，落し穴状遺構掘り下げ。
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C-6区， VI-W層調査，早期土器片（塞ノ神式）集中部検出。

D-7区， X-XVI層掘り下げ調査。

3月1日-3月24日

D-6・7区， XN-XVI層掘り下げ調査。

C-4区， W層調査，土器，磨製石鏃出士。 A-3・4・5区， VI-W層調査。

C-5区， W層調査。

D-7区埋め戻し作業。 A・B-7区， VI-軋層調究。

撤収作業。

平成11年度発掘調査

9月18~9月27B

発掘事前準備。グリッド杭打ち。 C~D-3~6区，土層断面実測。

C-3区， Vl11層上面コンタ図作成， VI~珊層調査。

10月18~10月25日

C~D-3~4区， Vl11層コンタ図作成， W層~vn層調査。

D-10区， W層溝状遺溝調査，遺構内遺物出土。

C-5区， VI~町層調査， VIII層上面コンタ図作成。

11月1日-11月30B

C・D-4区， 17~19号集石遺構検出調査。

D-10•11区， m 層調有。 D-5-7 区調査。

撤収作業
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第 2章 遺跡の位置及び環境

第 1節位置と特色

前原和田・供養之元遺跡は，鹿児島県姶良郡福山町佳例川に所在する。県中央部に位置する福山

町は，北は国分市，南は曽於郡輝北町・垂水市，東は曽於郡財部町・末古町・大隅町に隣接し，西

は鹿児島湾に面しており，標高380mの丘陵性台地をなす牧之原地域（地元でいう「上場地域J) と

海岸地域（「下場地域」）に大別される。

同じ町でありながら，この 2つの地域はその景観の上で大きな対照をなしており，姶良カルデラ

東縁のカルデラ壁にあたるため，約300mの急崖が海に迫り，後背地がほとんどみられない下場に

対し，人戸火砕流堆積物によって形成された．いわゆるシラス台地が卓越する上場は，緩やかな傾

斜をなす台地である。この 2つの地域性は，気候においても明瞭であり，年平均気温18.7度で，寒

暖の差が小さい海洋性気候を示す下場に対して，上場では，年平均気温15.0度で，冬場は氷点下を

記録する日が年40日程を数える。このように自然環境において対照的な両地域であるが，これらが

歴史的な生産基盤や現在の経済活動などの地域性を生み出す要因の一つであることは言うまでもな

しヽ。

さて，前原和田・供養之元遺跡が所在する佳例川地区は，上述の上場にあたるが，遺跡はさらに

北方の町境付近に位置する。この地域は，平坦な丘陵性台地から，山地が卓越する地域に漸移して

おり，ごれらの山地によって，小規模な台地や丘陵が分断されて散在する。本遺跡は，こうした小

規模な台地上に立地する C

◇ 遺跡を取り巻く地形環境及び水文環境

まず， 5万分の 1地形図図輻の範囲において行った地形分類によって，遺跡のおかれた地形を概

観すると，図輻中央をほぼ南北に走る山地があって，東側の都城盆地へ傾く地域と西側の国分低地

ヘ傾く地域を分かっている。南部は、南接する岩川図輻と同じく，西岸に高隈山地があり，その東

に東へ傾く牧之原台地が付着し，西高東低の地形を形成している C (第 1図）

まず，山地は北部より南部に向かって，瓶蛋山 (543.0m),黒石岳 (524.7m),白鹿岳 (603.9m),

荒磯岳 (538.7m) と標高500~600mの山々をもつ主として中生代後期から新生代前期からなる小起

伏山地が連なるが，瓶憂山や白鹿岳を中心とした山地には中起伏山地もみられる。これらの山地を

九州を構成する大地形の枠組みの中でみると，西南H本外帯西縁にあたる九州山地とひと続きの地

質構造をもち，南の大隅半島測が大きく屈曲することによって，琉球外弧の北端をなすに至った地

域である。さらに，九州山地の延長部は，宮崎平野から南南西に続く都城盆地により，東側の鰐塚

山地と西側の扁隈山地に分けられ，本図幅にみられる山地群は西側の高隈山地から種子島・屋久島

へと連なっていく。また，この山地群の西は，火山フロント及び琉球内弧にある鹿児島地溝の東縁

の断層崖によって明確に区分される。

次に山地群に付着するような形で分布するのが，丘陵地である。上述した山地群は約2.8~2.5万年

前に噴出した人戸火砕流堆積物によって，その谷が埋められて緩傾斜の丘陵地形を形成したものと
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思われる。さらに，この火砕流堆積物によって形成された台地も広範囲に分布する。この台地は本

図幅巾央の山地群を境に，東西にいずれも約300m程の標高を示し，河川による侵食・開析が進ん

でいるが，その様相は東西で異なる。台地原面を比較的広く残す西側の台地（牧園・春山原・須川

原・上野原）に対し，東側は，台地を侵食した河谷の斜面が広い部分を占め，台地原面は局部的に

残存するにすぎない。近接する谷底との比高も西側では200-250mに達するのに対し．西側では

100m未満であることが多い。

台地に小規模ながら，付着するのが段丘面である。本分類では中位段丘面として取り扱った。大

淀川水系に属する横市川，後川などが都城盆地の西縁をなす財部市街地付近に集まる部分に比較的

まとまって見出せる。これらは，いずれもシラス台地に多くみられる河成侵食段丘であると思われ，

入戸火砕流堆積後，極めて短期間に形成されたであろうことが報告されているが，詳細は後述する。

最後に低地だが，台地や丘陵間の河谷沿いにみられる小規模な谷底平野を除けば，図幅西縁の国

分低地が最大である。この低地を含めた姶良カルデラ北縁地域には完新世段丘が認められる。隼人

面と名づけられた最絲位の隆起三角州と，その下位の 2段の海成段丘面（姶良 I面，姶良 1I面）に

分けられ，これらの段丘面とその構成物質の古環境解析と編年から，後氷期，特に高海水準期いわ

ゆる縄文海進前後からの地形発達史が描かれている。

さて，こうした地形の概観をふまえて，遺跡周辺の地形に絞ってみてみると，遺跡は北に黒石岳，

東に白鹿岳，南に荒磯岳といった山々をもつ山地に囲まれた西北西から東南東方向に細長い台地・

丘陵部に立地している。遺跡周辺の碁盤をなすものは，山地の主体となっている四万十層群である

と思われるが，入戸火砕流堆積物によって，その原地形の低所が埋積された。さらに，その後の侵

食・開析過程によって，現在の地形を形成するに至っている。

この侵食・開析過程については，その大半が人戸火砕流堆積後，無植生のうちに，流水による激

しい侵食・開析が極めて短期間に行われたという説明がある。本地域でも，台地面のみならず，河

成侵食段丘の段丘面や地形分類に表せない小規模な階段状地形における平坦面などにおいて，シラ

ス上位に，後述する成層した二次シラスが露頭や近辺の発掘調査で数多く確認されることが，その

証左である。加えて，二次シラスの上にのるローム層中に，約2.2-2.3万年前の噴出物とされる

Sz-Tk 6 (桜島高峠 6・P17)が見出されることは，少なくとも，このテフラ層の堆積までには，

現地形の大半が形成されたことが推察される。

このようにして，台地の分断や高密度の谷分布が本地域でも形成されたが，ここで現在の水系に

目を移してみたい。遺跡を含む台地付近は大淀川水系に属する横市川と鹿児島湾に注ぐ検校川水系

に属する前田川の最上流部にあたり，両者の分水界をなしている点に特徴がある C (第 2図）この

両河川は，遺跡北方を上流として，南へ並行して流路をとった後，本遺跡付近で東西に分かれる。

この両河川の上流部については，過去，流路変更した可能性が指摘できる。前田川に西方から流れ

る支流や谷については，水系図や接峰面悩からみても，そのまま横市川に流れ込む方が自然である。

おそらく，現在の前田川の上流部は，横市川に属していたが，その後の前田川によって争奪された

ものと思われる。河川争奪の時期の詳細は不明であるが，これまでの先行研究と合わせてみると，

入戸火砕流の堆積がその契機であった可能性がある。すなわち，人戸火砕流堆積の前後で流路が異

なったわけである。
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その原因としては，一つには侵食基準面すなわち海水面までの距離が考えられる。入戸火砕流堆

積後，両河川の開析は堆積前の旧河谷をなぞるようになされたものと思われるが，仮にこれが同じ

速度で進んだとすると，前田川の方が早く遺跡付近の地域に到達するのは当然である。加えて，両

河川の河床勾配をみると，大淀川の合流点までほとんど大きな遷移点もなく，一定勾配で流下する

のに対し，前田川は本遺跡を含む台地・ 丘陵部を抜け出す部分で，明確な遷移点をもち，かつ河口

まで急勾配である。（第 3図）この急伯斜も開析初期に谷頭侵食を，より速やかに上流部に進行し

ていった嬰因の一つとして考えられる。なお，前田川については，現在もド方侵食が吐盛であり，

下流部より谷頭侵食が進めば，さらに現在の横市川を争奪にかかることも予想される。

◇ 遺跡を取り巻く地質環境

地形上の特色は，本地域の地質の相違を反映している。遺跡周辺でみられる最も古い岩石は，砂

岩頁岩互層からなる固結堆積物であり，中央部の山地の主体である。これらの岩石は，地質構造的

には四万十累帯に属し，秩父累帯とともに九州山地の主部をなすが，九州南部において，西南日本

外帯の構造が南北方向に急変し，広く南部九州の甚盤となっている。四万十累帯は北帯と南帯とに

分かれるが，本地域にみられるものは，主に白亜紀～古第三紀からなる北帯である。こうした岩石

は，第 1図幅東南部の台地を刻む河谷中にも小露頭がみられることより，図幅南東部には基盤岩と

して広く分布することが予想されよう。

これら碁盤の上に，人戸火砕流堆積物が台地を構成する。入戸より下位にみられる諸岩類は，い

ずれもほぼ水平に広範囲に分布するが，シラスが厚く堆積しているため，遺跡周辺でのその直接の

露出は河床や，崖壁などに限られている。

現地形を支配する入戸火砕流堆積物であるが，その大半は非溶結部いわゆるシラスである。灰色

～淡黄褐色を呈し，その上部は風化により黄褐色に変色していることがある。無層理で淘汰が悪く

軽石礫の他，多数の外来礫を含む。シラス下位においては，溶結凝灰岩に漸移する場合もある。ま

た，シラス上部には成層した二次的な軽石・火山灰層（二次シラス）が認められることが多い。本

遺跡及び周辺の遺跡においてもまた同様であった。これは，先述したように火砕流堆積直後，植生

に覆われる前に流水による激しい侵食・ 堆積が行われたためであると考えられている。

シラスの上位，台地面の最上部をおおって，ローム層が分布する。台地面や平坦面においては 3

~4mの厚さを示す。このローム層中には多数のテフラが確認される。前原和田・和田前遺跡にお

いては，上位より， Sz-Ts (桜島大正 ・P1), S z -Bm (桜島文明 ・P3), Kr-M (霧島御池），

K-Ah (鬼界アカホヤ）， Sz-Sy (桜島末吉 ・P11) , S z -S t (桜島薩摩 ・P14), Tk n (高野），

Sz-Tk4 (桜島高峠 4・P15) , S z -T k 6 (桜島高峠 6・P17) といった 9枚のテフラが確認され

ている。詳細は，層序の項を参照されたい。 （立部剛）
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凡例

冒冒山地

二丘醸
亡斜面
匿台地面（高位段丘面）

璽目中・低位段丘面

二谷底平野

にコ三角州及び海岸平野

匿扇状地

□言l人工氾形

ら急崖

--・"  •. — 

第 1図 国分図輻における地形分類 (5万分の 1)

第 2國 国分図輻における水系図 (5万分の 1)
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第 2節歴史的環境

前原和田・供養之元遺跡は，福山町比曽木野地区に所在する。

近年，特に比曽木野地区では，東九州自動車道建設に伴う発掘調査により永磯遺跡，福山城ヶ尼

遺跡の調脊成果が加えられ，考古学的にも大変貰重な資料が提供されており，早い時期から当地区

において人々の活動が展開されていたことを窺わせる。

旧石器時代

両遺跡に近い福山城ヶ尾遺跡では，平成10・11年度に全面発掘調査を行い，ナイフ形石器文化期

（約 2万年前）の遺構・遺物が確認されている。隣接する永磯遺跡でも同じくナイフ形石器文化期

の遺物が確認されている。このほか幅山町教育委員会を中心とした発掘調査や情報収集により，比

曽木野地区には多くの遺跡が集中することが知られるようになり，当地区は古い時代から生活根拠

地として利用されていたと推測される。

縄文時代

調査内容等の詳細は未発表ではあるが，東九州自動車道建設関連の発掘調査によると当地区周辺

には多数の縄文時代の遺跡が確認されている。また，福山町教育委員会の調杏報告においても，イ

ラケ谷遺跡，寺屋敷遺跡等多くの縄文時代の遺跡所在が報告されている。 1日石器時代と比較すると

福山町内陸部のシラス台地上に多く確認されるようになり，シラス小台地上を甚盤にした狩猟採集

生活が本格的に繰り広げられるようになった様子が窺える。

弥生時代以後

弥生時代から古代にかけての遺跡数は少なくなる。今後の調査が待たれるところであるが，藤兵

衛坂段遺跡では文明ボラにパックされた古代の畠跡が検出されるなどの考古学的な成果も報告され

ており，今後は新たな発見もあることと期待される。歴史時代に入ると，城郭跡や墓塔等が多く見

られるようになり，これらの考古学的資料や文献等の資料から推測すると，政治・経済・軍事面に

おいても菫要な地域として積極的に開かれていった様子が窺われる。中世は，島津氏と肝付氏を初

めとする諸豪族の激しい政争の場となったが，近世に人り，島津氏の統一が完成されるとともに，

福山もその支配下に置かれ，福山牧の創設等により，藩の里喪な牧場としての地位を確立していっ

たようである。

〈参考文献》

1 福山町役場 『福山町郷土誌』 1979年

2 福山町教育委員会 『新原段遺跡・中尾立遺跡・藤兵衛坂段遺跡』 1992年

3 福山町教育委員会 『中尼立遺跡』 1994年

4 福山町教育委員会 『藤兵衛坂段遺跡』 1997年

5 根占町教育委員会 『大中原遺跡』 2000年

6 南九州縄文研究会 『南九州縄文通信 No.13』 1999年
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第 4図遺跡固辺の地形図
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第 5図 調査区と固辺の地形図
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第 3章 遺跡の層位

供養之元遺跡では， D-7区南西壁を基準土層とした。
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II 

Va 

Va層

Vb層
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, ·.·.·.•.•,•.·.•.·.·.•.·.·.····························· •:•:•:•:•:•:•:❖:•:•·•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•: •···•••••·•···••••••··••••••••···•·•• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
裟をととをを終：；漑硲：tを婆を終婆＇•···•••···•··•••••··••••••···•• ・・・・・・ ··············•I・::::::;:;:::::;:::::::;:;:;:::::;:;:;:::;:::;:::::::;::, . 

I層

II層

III層

Na層

Nb層

VI a層

¥/Ia 
--------------
0 0 0 0 0 0 0 0 

o゜訳。0~000 。oo' 

VJ[ 

VM 

VI b層

VII層

VIII層

IX層

区

X 

XI 

XlI 

X圃

Xl¥f 

'}N 

x層

XI層

XII層

xm層

XN層

XV層

XVI層

X VH層

暗褐色土表上

黄白色軽石層

黒色土

黄褐色上 Nb層の腐植上，縄文時代後・晩期の遺物包含層

成川式上器出土層

黄褐色細粒軽石混硬質土

の霧島御池の噴出物

暗橙色土 Vb層の腐植土

橙色火山灰層 アカホヤ火山灰・約6,300年前-6,400年前の鬼界カ

ルデラの噴出物

P-3・文明ボラ (1471年頃の桜島の噴出物）

御池軽石・約4,000年前（縄文時代後期）

黄褐色軽石混淡茶褐色土

土層

黄褐色軽石層 P-11・約7,400年前の桜島の噴出物

明茶褐色上縄文時代早期の遺物包含層 手向山式出土層

黒褐色土

黄白色火山灰

となる火山噴出物

黒褐色士

黄褐色軟質ローム

暗茶褐色軟質ローム

褐色土

暗褐色硬質土（赤褐色パミス点在）

暗褐色硬質土

暗褐色硬質土（赤褐色パミス点在）

濁黄白色砂質土

縄文時代早期の遺物包含層塞ノ神B式出

P-14 (サツマ火山灰） ・約11,000年前の桜島起源

旧石器時代の遺物包含層

P-17 

XVI 

XVII 

約22,000~24,000年前の姶良カルデラの噴出物

◎ P=パミス＝軽石（桜島の噴出物は新しい順に番号をつける）

第 6図 土層模式柱状図
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第 4章縄文時代の調査

第 1節調査の概要

供蓑之元遺跡は，北側に谷部を控える緩やかな丘陵のシラス台地上に位買する遺跡である。平成

9年度に，北側に面した発掘調査対象区城に13箇所のトレンチを設定し，確認調査を行ったところ，

縄文時代早期から古墳時代にかけての文化層が確認された。（トレンチ 9のxrr-xm層の旧石器

時代に相当する文化層から黒曜石小片が確認されたため，固圃の拡張調査をしたが，遺物・遺構は

確認されず。黒曜石小片は流人物とみなし，旧石器時代の文化層は存在しないと判断した。）調査

結果を受けて，平成10年度より 11年度にわたって全面調在を実施。調査は， 20mX20mの単位で，

南北に Aから Dの4区，東西に 1から 11区の調査区を設定して行った。

第12図の地形閃は， A-D-1-6区の縄文時代早期層 (VID層上面）の遺構出士の最終面を記録

したものである。この区域は，遺物出士，遺構検出において最も躾中した場所であり，本遺跡の中

心的場所と推定される。最高部のコンタラインは395.2m,最低部は387.4mで，高低差は7.8mあり，

西から東側方向へ緩やかに傾斜した地形である。遺物は中央部から，北東部の傾斜した区域に多く

出土し，集石遺構はA•B-1·2 区に梨中して検出されている。

~ 
6 5 4 3 2 

ヒコ

BTH-「一つ

IA 11T 

IB 
I ST 

10 ， 8 7 I 9Tこコ11 

亡
D D 6T 

1T 2T I IC 

二13TI
l---10ー-—T-I 

゜
n4T 門 12T 1 Iこ 7T

゜
50m 

I I 

第11闊 トレンチ及びグリッド配買図
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第 2節遺構

縄文時代の集石遺構，落し穴状遺構が，遺跡東側の区域を中心に多数検出された。

1 集石遺構（第13図～第22図）

縄文時代早期層 (VII層）下面より20基の集石遺構が検出される。供伴する遺物に手向山式t器が

見られるため，時期的には，手向山式土器の時代と同一であると推定される。

全体的にどの集石も礫数が少なく，散在したものが多い。礫の大半は赤化や破砕等が多数観察さ

れることから加熱を受けたと判浙されるが，その下部には明確な焼土痕等は確認されなかった。

1号躾石は，浅い皿状の土坑を有し，その縁の周囲を少数の礫が取り囲む形態を呈している c 土

坑と礫にどのような関連性があるかは明確でない。

2号集石は，礫数が14個と少なく，明確な使用痕跡は確認できないが，礫の中に磨石が 1個含ま

れている。 120磨石は一部が欠損し，加熱による変色が見られた。

3号集石は， Bー 1区の集石遺構が集中して検出された区域にあり，他の集石遺構と比較して礫

数が多く，形態的に良くまとまっている。下部に焼上や炭化物は確認されなかった。

4号集石は，こぶし大の礫が梨積するような形で中心部に密集し，それにほぼ隣接して，少数の

礫を内蔵する浅い掘り込みが見られる。

5号集石は，中心部に平坦面を上部に向けた最大径15cmほどの礫が置かれ，それに 5個のこぶし

大ほどの礫が付随し，その周囲には同じく 5個のこぶし大の礫が点在する形態を呈している。中心

部の礫の配置を見ると，土器等の何らかの物体を固定する敷石を紡彿とさせる。

6号集石は，中央部に浅い皿状の土坑が見られ， 1号集石と形態が似ているが，両者の関連性は

分からない。炭化物はほとんど見られず，皿状の土坑も意図的なものか，自然の落ち込みによるも

のかは明確でないc

7号集石は，中心部に最大径20cm大の礫が置かれ，周囲にこぶし大の石が点在する形態を里する。

8号集石は，中心部に数個の礫が勇なって集積し，周囲に礫が点在する。約 lm離れた所に最大

径20cm大ほどの礫が置かれてあるが，関連性は明確でない。焼上や炭化物，掘り込み等は無かった

が，熱変色した礫が多数確認された。

9号集石は，熱変色による少数個の礫が散在した形態を里している。

10号集石は，南西へ傾斜する面上に赤色に熱変色した礫が点在する形態を呈している。炭化物は

ほとんど見られない。

11号集石は， 9号集石と同じく，少数個の礫が散在した形態を呈する。

12号集石は，少数個の礫がひとかたまりに集まる形態を星する。長径15cm弱の板状の礫が置かれ

ていた。礫の上面は窪んでおり，敷石としての機能を持っていたものか，廃棄された石皿の再利用

かは明確でない。

13号集石は，最も礫数が少なく，最大径10cm-15cm大の礫が僅かに 4個数認められる程度である。

炭化物，焼土等は確認できない。

14号集石は，中心部に礫が密集し，北東方向の傾斜面へ向かって礫が散在する。散在した礫は自
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然に流出したものと考えられる。熱変色した礫が多数見られ，ひびが入りもろくて割れやすい礫が

見られる。

15号集石は，礫数は少ないが，大半の礫が赤色や黒色に熱変色しており，形態的にもよくまとま

った形態を里している。

16号集石は，最大径20cm弱の礫からこぶし大のものまで，大小さまざまの礫がまとまった形態を

呈し，大部分の礫が熱変色している。

17号躾石は，熱変色の礫が散在する形態を里する。

18号集石は，礫数は少ないが，熱変色した礫がほぼ円形にまとまった形を呈しており， 15号集石

と同様のタイプである。

19号集石は，平面部を上に向けた最大径10cmの礫が中心部に置かれ，数個の礫がそれに付随する。

形態的には 5号集石と似ており，何らかの機能的な集石と考えられるが，明確ではない。

20号集石は，数個の礫が散在する形態を呈する。隣接する集石からの流れ込みであろうと考えら

れる。

20基の集石遺構をタイプ別に分類すると，以下のようになる。

A類掘り込みを有するーロ

a. 礫数が多い [ 

b. 礫数が少なし~~

B類掘り込みを有しない口'.礫数か多い一

b. 礫数が少ないーロ

① A-aーア類（該当なし）

② A-aーイ類 (16号）

ア．礫が密集している

イ．礫が密集していない

ア．礫が密集している

イ．礫が密集していない

ア．礫が密集している

イ．礫が密巣していない

ア．礫が密巣している

イ．礫が密集していない

礫数は割と多いが，全体的にまとまりがない。焼土や炭化物は見られない。

③ A-bーア類（該当なし）

④ A-bーイ類 (1, 6号）

皿状の浅い土坑を有し，礫数は少なく周囲を取り囲むように点在するタイプのものである。何ら

かの機能的な集石と考えられるが，士坑の中央部に焼土や炭化物は残っておらず，自然の落ち込み

とも考えられ，その性格は明確ではない。
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⑤ B-aーア類 (3, 4号）

焼土は確認できないが，集石の形態も円形にまとまり，熱変色した礫が多数確認される。

⑥ B-aーイ類（該当なし）

⑦ B-bーア類 (2, 5, 13, 14, 17, 19号）

礫数は少ないが，中心部に礫が密集したタイプの集石で，中には，土器等の敷石としての機能を

坊彿とさせるものがある。

⑧ B-bーイ類 (7, 8 , 9 , 10, 11 , 12, 15 , 18, 20号）

このタイプが本遺跡で最も多く 9基を数える。礫数も少なく，密躾度も比較的低いため，実用と

して使用された集石として疑問視される面もあるが，周辺の状況と比較して礫が集まっていること

や熱変色した礫が多数見られること等から集石遺構として取り扱うこととした。

2 落し穴状遺構（第24図～第26図）

5碁の落し穴状遺構が検出された。集石遺構とは層位的に明らかな時期差が見られ，縄文時代早

期より新しい時代の遺構であると思われる。

1号藩し穴状遺構は， A-1区， VI層上面より検出される。

上面プランは隅丸長方形を呈し，検出ラインの長軸が101cm,短軸が63cm,底面の長軸が73cm,

短軸が47cm,深さが101cmである。 VI層上面で検出された。

底部には，濁黄茶褐色土のアカホヤ火山灰が流入堆積しており，時期的には鬼界カルデラ噴出の直

前かそれ以前の時代であると思われる。供伴する遺物は見られない。

2号落し穴状遺構は， A-6区， VI層上面より検出される。上面プランは隅丸長方形を呈し，長

軸が139cm,短軸が58cm,長軸と短軸の対比は約2.4: 1で，他の落し穴状遺構に比べ，かなり縦長

形態の強い様相を呈する。底面の長軸が127cm,短軸が47cm,深さが48cm(検出面の VIb層から、

Nb層上面まで約65cmあり，落し穴として機能していた当初の深さは約113cmだったと思われる。）

である。プランの検出面はVIb層だが，底部の埋土に、 Nb層の御池白色パミスを大量に含む黄茶

褐色土が認められるので，時期的には御池白色パミス堆積直前かそれ以前ではないかと推測される。

供伴する遺物は見られない。

また，底面に中央を縦走する形で，逆茂木痕 2本が確認され， 21-22cmの深さまで打ち込まれてい

る。逆茂木痕内の埋土は，御池パミスが混在する黒褐色上や茶褐色士である。

3号落し穴状遺構は， A-5区， VI層上面より検出され，上面プランは隅丸長方形を呈する。

検出ラインの長軸は103cm,短軸は57cm,底面の長軸は95cm,短軸は57cm,深さは40cmである。

VI b層より検出され，底部の埋土は， Va層（アカホヤニ次）の埋土が主体であり，時期的には 1

号落し穴状遺構の時期に近いと思われる。

4号落し穴状遺構は， C-6区， VI層上面より検出され，上面プランは隅丸長方形を呈する。
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検出ラインの長軸は87cm,短軸は46cm,底面の長軸は67cm,短軸は43cm,深さは62cmである。 VI

a層上面よりプランが検出され，底面は1X層（サツマ火山灰層）下層まで掘り込んでいる。底部の

埋土は， 1・3号落し穴状遺構や前原和田遺跡の 1号落し穴状遺構と同質で，大小のパミスが混人

する V層（アカホヤニ次）をベースにしている。

5号落し穴状遺構は， A-7区， VL層上面よりプランが検出された。長軸が短軸に対して著しく

長く， 2号落し穴状遺構と形態が似ている。長軸は170cm,短軸は61cmで長軸と短軸の対比は約

2.8: 1である。底面の長軸は150cm,短軸は52cm,深さは68cmである。長軸の向きが南北に仲び，

2号落し穴状遺構とほぼ同じ並びである。底部の埋土は黄白橙色のパミス混硬質土で，硬く締まっ

ており，御池のパミスと判断している。検出プランの形態や埋土の土質等より推測すると， 2号落

し穴状遺構と時期をほぼ同一にするものと思われる。

以上，これら 5基の落し穴状遺構のプランはいずれも VL層上面からの検出である。しかし，埋土

状況から VI層の時期ではないことは明らかであり， 2つの時期が考えられ，（第 6図 土層模式柱

状図参照）当初に設置された落し穴の深さは幾分深かったと考えられる。
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1. 濁黄茶褐色アカホヤ混入土

2. 濁黄茶褐色アカホヤ混入土

3. 濁明黄褐色アカホヤ混入土

4. 濁明茶褐色黄茶褐色混入土

5. 3と同じだが黄白色のパミス見られず

6. 濁明黄茶褐色土

7. 4と同じだがバミスの径が5mm以下

B. 区層もしくはVb層の土

9. 樹痕

10. 黄白色バミス（アカホヤ 1次あり）

11. 黄白色パミス

12. VI層の土

⑤
 

—388.3m 

1号落し穴状遺構図

a. 黄茶褐色白色バミス混入土

b. オレンジ色バミス混入土

c. 黒褐色バミス混入土

|
 
3
9
 00 .
3
m
 

゜
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‘
 

＿げ
u

-398.3m 

a 

；三 遁

X 

2号落し穴状遺構図

50cm 

゜
第24図落し穴状遺構 (1)
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1. 濁暗黒茶褐色土（樹痕）

2. 濁茶褐色土

3. 濁明黄茶褐色土

4. 樹痕

5. 7と同じだがアカホヤ 2次が強い

6. 黒色土（樹痕）

7. 濁明黄茶褐色土

8. 黒茶褐色土（樹痕）

9. 濁黒茶褐色黄橙色混入土

、
Es.Xic

ー

a. 濃茶褐色土

b. 濃黄色土

c. 茶褐色土

d. 暗茶褐色土（アカホヤ 1次）

e. Vb層が強い

f. Va層土かVJ[層土

g. VJ[層茶褐色土

f. bと茶褐色土の混入土

4号 落し穴状遺構図

50cm 

第25図 落し穴状遺構 (2)
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393m -

1. 明黄茶褐色バミス混入土

2. 黄褐色土

3. 黄茶褐色混パミス混入土

4. 濁暗茶褐色混黄橙色土

5. 黄白橙色パミス混硬質土

5号落し穴状遺構図

゜
50cm 

@ 

1号 2号 3号 4号 5号

0 50cm 
I , , , , I 

落し穴状遺構上面プランの長軸方向

第26図落し穴状遺構 (3)
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第 3節遺物

1. 土器

本遺跡の遺物は，以下の通り．形状により I~V類に分類し，さらに各類で文様等の違いにより

細分した。出士層は I~ill類が縄文時代早期に相当するVI・Vil層， N・V類が同晩期に相当するW
層である。なお， m層出士の遺物については古墳時代の調査の章に記載した。

l類は器壁が薄く胴部上半が内弯した後，口縁部にむかってひらく。胴部中央では「く」の字形

に屈曲し，小さな平底にいたる器形をもつ深鉢形土器である。さらに文様の違いにより沈線を施文

したものを 1. 回転押捺による山形押型文を 2,同じく縄文その他の押型文を 3に細分した。 1は

胴部屈曲部から上半部分， 2・3は土器片である。 II類は口縁部が外反し隆起部を持った波状口縁

となり胴部がやや張り，上げ底状の平底になる深鉢形土器である。 1は口唇部にのみ文様が施され，

2・3は肥厚した口縁部と胴部にも施文する。 m類は円筒状の胴部に口縁部もしくは胴部上半で外

側に開く形状をもつ深鉢形土器である。文様の種類により撚糸文を A,貝殻文を Bに細分した。 N

類は深鋒形土器で文様が無いもの， V類は浅鉢形土器で底部に組織痕が確認できるものとした。

I -1類（第27図 1)

第27図は胴部の屈曲が認められる器形である。 D-5区のVIII層上面で出土した。口縁部と胴部

（屈曲部）までの出土である。口径は長径が22cm,短径19.5cmの深鉢形土器である。器壁はやや薄

めである。調整は良好で，内外に薄く煤の付着がみられる。胎土は細粒で砂質であり石英，角閃石，

微細の金雲母を含む。

器形は，胴部上半が内弯した後，口縁部に向かって開いていく。胴部は「く」の字状に屈曲し稜

が認められるがその度合いは強くない。

文様は，狭く平坦な口唇部に直行するように斜めに棒状のエ具を押圧している。口縁部から胴部

の屈曲部分にかけては棒のようなものを櫛状に束ねたと思われる施文具を用い，やや斜めの方向に

太めの短沈線文を施している。沈線の断面は浅いU字状を呈している。また，屈曲部をはさみ径 1

cmの竹管文を上下に 1条ずつ巡らせる。外器面側から穿孔が 1箇所あるが貫通していない。胴部屈

曲部以下は出土していない。

I-2類（第28図 2~18) 

第28図は胴部上半が内弯した後，口緑部にむかい開いていき，胴部中央で「く」の字状に屈曲す

る深鉢形土器である。器壁は薄く砂質である。器面に縦位の山形押型文をもつ。 2は口縁部から胴

部中央にあたる。口唇部には横位の山形押型文が 1段施文され，内面の口縁端部には横位の山形押

型文が 4段確認できる。口縁部から屈曲する胴部にかけては縦位の山形押型文が施文されている。

屈曲部より下部ではより大きな山形文を施文し，一部で菱形文を形成しているが磨耗により明瞭で

はない。 3は口縁部から胴部にあたる。外面全体に縦位，内面には横位の山形押型文が6段施文さ

れている。両面共煤の付着がみられるが口縁端部にその度合いが強い。

4は口縁部から胴部にあたる。胴部屈曲部までは明瞭な縦位の山形押型文が施文されるが，屈曲部

より下半では，より大きな山形文を施文し，一部では菱形文に類似した文様も確認できる。

5は胴部の屈曲部にあたる。屈曲の度合いは緩やかである。施文は無く内外面共に丁寧なナデ調整
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が行われている。 6は口縁部にあたる。 7は胴部の屈曲部にあたるが4・5に比べ稜が緩やかであ

る。縦位の山形押型文が施文されるが屈曲部より下半では文様が見られない。

8 ~18は服部にあたる。いずれも屈曲部より下半であり，縦位の大ぎい山形文が施文されている。

但し，全てが同一方向からのものではなく，一定ではないがある程度の範囲を左右両方から施文す

るため，その先端部分では菱形文に類似した文様を構成している。 13は磨耗等により文様の確認が

困難である。 10・11は屈曲部における胎土の接合部分に相当している。

I-3類（第29図 19~37)

第29図ぱ胴部上半が内弯した後，口縁部にむかい開いていき，胴部中央で「く」の字状に屈曲す

る深鉢形土器である。縄文を主文様とする。 19~26までは縄文原体の結節が大きく， 27~33は小さ

いものに細分できる。 19・20は口縁部にあたる。 19は口唇部にも斜めに縄文が施文され，外面と内

面の口縁端部にも短い縄文が斜めに施文される。 21・22は口縁部にあたる。 22は外面に煤の付着が

みられる。

23は口縁部から胴部上半にあたる。 24は胴部屈曲部の直下と思われる。内面に煤の付着がみられる。

25・26は胴部にあたる。 27~29は口縁部にあたる。 30・31は口縁部から胴部屈曲部を含む。

32は胴部下半から底部までを含む。 33・34は楕円押型文の胴部と底部， 35は胴部， 36は胴部屈曲部

にあたる。屈曲の度合いは弱く，文様は確認できない。 37は胴部上半の内弯部分にあたる。貼り付

けによる突帯が施される。突帯の断面は三角形である。

0 Sm 
I I I I I I 

第27図 I -1類土器

-87-



・>,:,・/I 3 

<
'・' 

5 、 7> ヽゞ >

J •. { . ;・ 
',,. く

`~ ~ 

， . !" 
I" 

J" 、ヽ j I/ ' 、.・' ~ヽ 13 
.. 'ヽC,・デ 14 '~·· 

ヽ·•.
9 ノ囀-. > .― . 

II" O" へ [}17--
-' 

' ,、七

,'jj'' ,; 

I 

0 紅

第28図 1-2類士器

-88-



心'FY/"

\··•}:\\ 

月22 

.ヽ...•,;,,, 

ゞ
r

24 

fJ
附‘

·'-• ·,、：~

マ， 20 

,.., 
,~ 

~~ 

'•、S

: ::. :: - -、

28 

25 

n

H

 

け21 

i
`
 

,,c 
・.・' . , ・ 

、', .. 

30 

n
 

“
入

6
 几

吋
い
附

32 

干i"＇・ 
・

9

,

5

,

｝ぐ＼`
{＂竺`
、ミ

A
9
‘
,
,
"

＂望
}

,

t

,,、<'、II~

／
Scm] 。

第29図 l-3類土器

]Iー1類（第30図 38)

第30図はB-5区のP-11のパミスとゴマシオ状の小粒子が混入する， W層に相当する茶褐色土

層で出土した。出土時は口縁部を下向きに潰れた状況であった（出土状況実測図参照）。口径は25

cm, 底部径は7.5cmである。焼成は良好で胴部中央部から口縁部にかけて煤の付着がみられる。胎

土は細粒で長石，石英，雲母，角閃石を含む。調整は内外面共に基本的に横方向のナデ調整を行っ

ている。
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形状は口縁部がラッパ状に開くが屈曲はみられない。 4ヶ所の僅かな隆起部をもつ波状口縁であ

る。胴部は円筒形で中央部から底部にかけて急に小さくなっていく。底部はやや上げ底気味である。

文様は平坦な口唇部のみで，棒状の施文具により羽状に押圧がなされている。内側からの押圧を後

から施したことが窺われる。口縁部には外面側からの穿孔が 3箇所あるが，いずれも貫通していな

い。うち 2箇所は内面の同じ位置からも穿孔している。残る 1箇所は外面からのみの穿孔で前述の

ものよりも浅い。

Il-2 類（第31 図 39• 40) 

第31図の39はD-3区， 40は4Tのvn層で畠上した。 39・40ともに口縁部と胴部の一部のみの出

士である。焼成は良好で胎土は細粒で石英，角閃石を含む。内外面共にナデ調整が行われたあと施

文がなされている。口縁部は肥厚部があり幅 3mmの太目の短沈線文を羽状に施している。 40ぱ狭く

尖り気味の口唇部にも棒状の施文具により押圧がなされ，沈線の斯面はU字状を呈している。復元

口径は35cm。39の胴部は 2条の刻み目突帯が確認できる。 40の胴部には棒状の施文具による右方向

からの刺突連点文を 2条巡らし，その下方に2条の沈線を巡らし，再度刺突連点文を巡らせているのが

確認される。

38 

0 5cm 
I I I I I I 

E
 
O
'
E
6
E

ー

w" I I ， 393.0m 

（出土状況実測図）

第30図 IIー 1類土器

0 10cm 
I I I I I I 
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第31図 II -2類土器

m-A-1類（第32図 41)

第32図41はB-1・2区のVII層から出土した。底部と胴部のみの出土である。底部の径は9.5cm

である。焼成は良好で，調整は内外面共に，ナデ調整が行われている。胎士は細粒で石英，角閃石，

長石を含む。胴部中央と内面に煤の付着が見られる。文様は胴部上半に撚糸文を縦位に同転押捺し，

胴部中央下半よりに 3条の平行沈線文を巡らし，胴部下半には撚糸文を縦位に匝転押捺し，胴部の

立ちあがり部分に 2条の平行沈線文を巡らせているが不明瞭な箇所もある。

皿ーA-2類（第32図 42) 

第32図42はC-2・3区， D-3区のVIa ・川層から出土した。器高32.5cm, 口径は長径38cm.

短径37cm.復元による底部の径が18cmの深鉢形土器である。

焼成は良好で，調整は内外面共に丁寧なミガキ調整を行っている。胎土は細粒で伍英，角閃石，

長石を含む。口縁部と胴部上半に煤の付着が認められる。

形状は，底部から胴部下半にかけて内弯し，胴部上半から LJ縁部までは直行し，口縁部でラッパ

状に開き，僅かに波状を呈していると思われる。文様は口縁部に棒状工具による沈線文の幾何学文

を施文する。胴部との境には棒状工具による沈線が 1条巡る。胴部上半の上段には縦方向の沈線文

で区画し縦位の撚糸文を回転押捺している。下段には棒状工具による数条の沈線文を平行，斜方向，

あるいは曲線を描くようなもので組み合わせた幾何学文を施文する。底部から外反する胴部下半に

かけては，棒状工具による区画の無い縦位の撚糸文を回転押捺する。沈線の断面形はU字状を呈し

ている。
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第32図 111-A-1類土器， Ill-Aー 2類土器
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皿ーB-1類（第33図 121) 

第33図はC-6区の P-11より上層のVIa層から出土した。器高は42.5cm,口径は長径が40.5cm,

短径が39.5cmの深鉢形士器である。焼成は良好で，口縁部から胴部上半にかけて煤の付着が見られ

る。胎土は細粒で石英，角閃石，長石，微細な金雲母を含む。調整は外面がナデ調幣を行っている。

内面も横方向のナデ調整がなされ，一部でケズリ調整が行われている。

形状は，口縁形態が 4ヶ所の隆起を持った波状になり，長い口縁部がわずかに外側に開き，口縁

部と胴部の境が不明瞭である。胴部は胴部中央でわずかに膨らみ底部にかけてわずかに狭まる。

文様は口唇部が丸みを帯び，貝殻腹縁部を利用した刺突文が施される。口縁部には口縁上端部に

貝殻腹縁による右方向への押し引き状の刺突文を縦位に巡らし，口縁下端部に貝殻の放射ロクを利

用した 3~6条の平行沈線文が斜格子状に施文される。口縁部が波状になる位置でぱ沈線による縦

長の同心円状の文様も施される。胴部上半には貝殻腹縁による刺突文を 1ないし 2条，その下に右

方向への押し引き状の刺突文を 3条巡らせるものを 1単位とする文様を 3段施し，その間に貝殻の

放射ロクを利用した 2~3条の平行沈線文を巡らしている。胴部下半には貝殻の放射ロクを利用し

た2~3条の平行沈線文を斜格子状に施文している。沈線の断面形はいずれも浅いU字状である。

I I o 5cm 
I I I I I I 

第33図 ill-B-1類土器
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v類（第34図 163~175)

第34図はIVa層での出土土器である。 163~165は口縁部で全体に煤の付着がみられる。 166~175

は胴部にあたる。 168,170には煤の付着が部分的にみられる。 167は胴部の外反部から屈曲部にあ

たり，断面図からは観察しにくいが，内面の上端部と下端部に立ちあがりの部分がみてとれる。

168・169は僅かに稜が認められ，緩やかに内弯している。 175は胴部の屈曲部分にあたる。外面は

煤が付着しているが，内面は朱色である。
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第34図 w類土器

v類（第35図 176~179)

第35図176~179はD-10区のNa層から出土している。出土資料の形状から平面形は楕円形と思

われるが，接合資料の不足により復元することが困難な為，口径・底径は推定できない。しかし，

口縁部から底部を含む資料の出土により浅鉢形の土器であることは判明しており器高は8.5cmであ

る。胎土は細粒で石英，角閃石を含む。焼成は良好で全体が赤褐色を呈している。調整は内面が条

痕調整であるが，胴部下半から底部にかけては条痕調整の後ヘラみがきが行われている。外面も条

痕調整である。形状は，底部は平底と思われるが，胴部との境が明瞭でなく，緩やかに内弯しなが

ら胴部へ続いている。胴部は外開きであるが口縁部でやや内弯する。胴部下半が厚く，口唇部にか

けて薄くなっていく。底部全面と胴部立ち上がり部分にかけては明瞭な組織痕があり，陽版による

観察から編目圧痕が確認できる。編目の幅は 2~2.5cmで粗い。糸は 2本を撚って 1本としており，

糸幅は1.2mm~2.0rnrnであるが1.5mm幅のものが多い。糸の重なり具合から複数枚重ねたか，もしくは

複数回折りたたんだ編目を敷いたことが考えられる。
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第35図 v類土器

第 1表 I-2類土器 (VI a・W層出土）

挿図 番号 器 種 部位 出土 登録番号 胎 土 調 整 備 考

2 深鉢形土器 口縁部 B-1 72 砂粒細砂粒で石英長 外，山形押型文 口唇部 2段．口縁端部内側に 4段の横位の山形押型文が

口唇部 73 石・角閃石を多く含む 内；ナデ 施文され，胴部屈曲部を境に大小 2種の山形押型文が施

胴部 文されている。胴部下半では 2方向から大型の山形押型

文が施文され，菱形文に類似した文様を構成する。

3 深絆形土器 口縁部 C-5 26 砂粒・細砂粒で石英•長 外，山形押型文 屈曲部の下半から山形押型文の大きさに変化がみられる。

胴部 28 石・角閃石を多く含む 内：ナデ 胴部下半では 2方向から山形押型文が施文され，菱形文

に類似した文様を構成する。

4 深鉢形土器 胴部 D-5 69 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 屈曲部を境に大小 2種の山形押型文が施文されている。

213 石・角閃石を多く含む 内，ナデ 胴部下半では 2方向から大型の山形押型文が施文され，

菱形文に類似した文様を構成する。

5 深鉢形土器 胴部 D-10 96 砂粒・細砂粒で石英•長 外；ナデ 胴部屈曲部。破砕部分で胎土の接合部分が確認される

97 石・角閃石を多く含む 内：ナデ 第27図のNolと同類の形式・文様と思われる。

6 深鉢形土器 胴部 C-5 30 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 2方向から山形押型文が施文され，菱形文に類似した文様

石・角閃石を多く含む 内：ナデ を構成する。

7 深鉢形土器 胴部 ，， 22 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 屈曲部分の内面で胎土の接合部が確認できる。

石・角閃石を多く含む 内；ナデ

8 深鉢形土器 胴部 D-6 66 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 大型の山形文が施文されている。 2方向から山形押型文
27 

石・角閃石を多く含む 内；ナデ が施文され，菱形文に類似した文様を構成する。

， 深鉢形土器 胴部 C-5 18 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 2方向から山形押型文が施文され，菱形文に類似した文様

19 石・角閃石を多く含む 内．ナデ を構成するc

21 

10 深鉢形土器 胴部 B-1 76 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 屈曲部にあたる。胎土の接合部分が確認ができる。屈曲部

石・角閃石を多く含む 内；ナデ 分に小型のそれ以下に大邪の山形文が施文される。

11 深鉢形土器 胴部 B-11 78 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 屈曲部にあたる。胎土の接合部分が確認できる。屈曲部分

石・角閃石を多く含む 内：ナデ に小型のそれ以下に大型の山形文が施文される。

12 深鉢形土器 胴部 D-6 78 砂粒・細砂粒で石英•長 外：山形押型文 胴部下半にあたり大型の山形文を施文している

石・角閃石を多く含む 内：ナデ

13 深鉢形土器 胴部 ’’ 47 砂粒・細砂粒で石英•長 外；山形押型文 外面1よ磨耗し文様が確認できない。

石角閃石を多く含む 内；ナデ
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14 深鈴形土器 胴部 ,, 52 砂粒・細砂粒で石英•長 外，山形押型文 胴部下半にあたり大型の山形文を施文している。

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

15 深鈴形土器 胴部 ” 74 砂粒・細砂粒で石英•長 外．山形押型文 胴部下半にあたり大型の山形文を施文している。・一部で

75 石・角閃石を多く含む 内：ナデ 施文の方向が変化し，菱形文に類似した文様を形成してい

る。

16 深鉢形七器 胴部 ” 20 砂粒・細砂粒で石英•長 外：山形押型文

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

17 深鉢形土器 胴部 C-5 8 砂粒・細砂粒で石英•長 外山形押型文

石・角閃石を多く含む 内；ナデ

18 深鉢形土器 胴部 D-6 44 砂粒・細砂粒で石英•長 外，山形押型文

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

第 2表 I-3類土器 (VIa・Vll層出土）

挿図 番号 器 種 部位 出上 げ縁番号 胎 土 調 整 備 考

19 深鉢形土器 口緑部 B-3 15 砂粒・細砂粒で石英•長 外，縄文 口唇部，内面の口縁端部にも斜めの縄文を施文している。

石・角閃石を多く含む 内，ナデ 縄文原体が大きい。

20 深鉢形土器 口縁部 A-6 6 砂粒・細砂粒で石英•長 外，縄文 内側に煤の付着がみられる。縄文原体が大きい。

7 石・角閃石を多く含む 内；ナデ

21 深鉢形土器 胴部 R-4 17 砂粒・細砂粒で石英•長 外；縄文 胴部上半のくびれにあたる。内側に煤の付着がみられる。

35 石・角閃石を多く含む 内；ナデ 縄文原体が人きい。

36 

38 

22 深鉢形土器 胴部 ’’ 30 砂粒・細砂粒で石英•長 外：縄文 胴部上半のくびれにあたる。内側に煤の付着がみられる。

石・角閃石を多く含む 内：ナデ 縄文原体が大きい。

23 深鉢形土器 胴部 B-3 10 砂粒・細砂粒で石英長 外，縄文 屈曲部を含む。上半と内面に煤の付普がみられる。

11 石・角閃石を多く含む 内：ナデ 縄文原体が大きい。

24 深鉢形L器 胴部 A-5 2 砂粒・細砂粒で石英•長 外，縄文 内側に煤の付着がみられる縄文原体が大きい。

3 石・角閃石を多く含む 内：ナデ

28 
25 深鈴形土器 胴部 A-6 8 砂粒・細砂粒で石英•長 外，縄文 縄文原体が大きい。

18 石・角閃石を多く含む 内；ナデ

26 深鉢形土器 胴部 B-4 27 砂粒・細砂粒で石英•長 外，縄文 縄文原体が大きい。

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

27 深鉢形土器 胴部 B-1 104 砂粒・細砂粒でわ英•長 外．縄文 胴部上半のくびれにあたる。縄文原体が小さい

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

28 深鉢形土器 胴部 " 
， 砂粒•細砂粒で石英•長 外；縄文 胴部上半のくびれにあたる。縄文原体が小さい

石・角閃石を多く含む 内．ナデ

29 深鉢形土器 胴部 ” 84 砂粒•細砂粒で石英•長 外，縄文 胴部上半のくびれにあたる。外に薄く赤化した部分が見られ．

石・角閃石を多く含む 内；ナデ 内に煤の付着が見られる。縄文原体が小さい

30 深鉢形土器 胴部 ’’ 101 砂粒・細砂粒で石英•長 外；縄文 屈曲部上半にあたる。内外共に煤の付着がみられる。縄文

石・角閃石を多く含む 内；ナデ 原体が小さい

31 深鉢形土器 胴部 ” 105 砂粒・細砂粒で石英•長 外，縄文 屈曲部上半にあたる。縄文原体が小さい

石角閃石を多く含む 内；ナデ
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32 深鉢形土器 胴部 ” 83 砂粒•細砂粒で石英•長 外，縄文 底部は上げ底気味。縄文原体が小さい

底部 103 石・角閃石を多く含む 内，ナデ

117 

33 深鉢形土器 胴部 B-4 54 砂粒細砂粒で石英•長 外；楕円押型文 外側に煤の付著がみられる

石・角閃石を多く含む 内：ナデ

34 深鉢形土器 胴部 A-1 11 砂粒•細砂粒で石英•長 外．楕円押型文 内側に煤の付笞がみられる

底部 13 石・角閃石を多く含む 内，ナデ

14 

35 深鉢形土器 胴部 B-0 8 砂粒•細砂粒で石英•長 外；押籾文 内側に煤の付着がみられる

石・角閃石を多く合む 内；ナデ

36 深鉢形土器 胴部 B-0 28 砂粒•細砂粒で石英•長 外； 器壁が薄い

石・魚閃石を多く含む 内：ナデ

37 深鉢形土器 胴部 D-3 84 砂粒、細砂粒で石英•長 外，貼付け突帯 胴部のくびれにあたる。ナデ調整の後貼付け突帯を波状

石・危閃石を多く含む 内；ナデ に施す。突帯の断面1よ三角形である。

第3表 N・V類 (ID・Na層出土）

挿図 番号 器 種 部位 出土 登録番号 胎 土 讃 整 備 考

163 深鉢形土器 口縁部 D-11 64 砂粒•細砂粒で石英•長 外；ナデ 煤の付着がみられる。

石・角閃石を多く含む 内：ナデ

164 深鉢形土器 口縁部 ’’ 35 砂粒細砂粒で石英•長 外，ナデ 煤の付着がみられる。

石・角閃石を多く含む 内：ナデ

165 深鉢形土器 口縁部 ” 45 砂粒・細砂粒で石英•長 外，ナデ 煤の付普がみられる。

68 石・角閃石を多く含む 内，ナデ

166 深鉢形土器 胴部 ’’ 12 砂粒•細砂粒で石英•長 外，ナデ 「く」の字状に緩やかに屈曲する胴部の一部と思われる。

石・角閃石を多く含む 内；ナデ 上端に外反部下端に屈曲部が僅かに確認される。

167 深鉢形土器 胴部 ’’ 54 砂粒•細砂粒で石英•長 外；ナデ

石・角閃石を多く含む 内；ナデ

168 深鉢形土器 胴部 ’’ 65 砂粒・細砂粒で石英•長 外：ナデ 緩やかな屈曲がみられる

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

169 深鉢形土器 胴部 ” 33 砂粒・細砂粒で石英•長 外，ナデ 緩やかな屈曲がみられる

33 石・角閃石を多く含む 内：ナデ

170 深鉢形土器 胴部 ” 36 砂粒・細砂粒で石英•長 外：ナデ

石・角閃石を多く含む 内；ナデ

171 深鉢形土器 胴部 ’’ 21 砂粒細砂粒で石英•長 外；ナデ

46 石・角閃石を多く含む 内；ナデ

52 

172 深鉢形土器 胴部 ” 48 砂粒•細砂粒で石英•長 外，ナデ沈線

69 石・角閃石を多く含む 内，ナデ沈線

173 深鉢形十器 胴部 ” 63 砂粒・細砂粒で石英・長 外，ナデ

67 石・角閃石を多く含む 内．ナデ

174 深鉢形土器 胴部 ,, 56 砂消立細砂粒で石英•長 外，ナデ

石・角閃石を多く含む 内，ナデ

175 深鉢形土器 胴部 D-10 4 砂粒•細砂粒で石英•長 外，ナデ 屈曲部分に相当する C

84 わ・角閃伍を多く含む 内：ナデ
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176 浅鉢形土器 口縁部 ” 105 砂粒・細砂粒で石英•長 外，条痕 口縁部で内弯している。

胴部 石・角閃石を多く含む 内；条痕

177 浅鉢形土器 口縁部 ’’ 26 砂粒・細砂粒で石英•長 外；条痕 口縁部で内弯している。

胴部 石・角閃石を多く含む 内；条痕

178 浅鉢形土器 胴部 D-10 101 砂粒・細砂粒で石英•長 外；条痕 底部に組織痕あり。経糸の間隔は平均25cm-3.5cm程

底部 102 石・角閃石を多く含む 内；条痕 度で形状は菱形になる。内面は条痕講整の後，胴部下半

103 ヘラみがき から底部にかけてヘラみがきが行われている

179 浅鉢形土器 口縁部 ’’ 32 砂粒・細砂粒で石英•長 外；組織痕 口縁部は内弯し，底部に紐織痕あり。経糸の間隔は平均

胴部 95 石・角閃石を多く含む 内；条痕 2.Scm-3.Scm程度で形状は菱形になる。内面は条痕調

底部 99 ヘラみがき 整の後胴部下半から底部にかけてヘラみがきが行われて

いる
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2 石器

軋層から 1V層にかけて132点の石器が出土する。主な石器の種類は，石鏃，スクレイパー，石匙，

磨石，石皿，打製石斧の 6種類が見られ，縄文時代早期に該当する＂層の出＋．が多い。出土状況は，

石鏃やスクレイパー，石匙等の刺片石器に対して，石皿，磨石等の礫石器の出土数が少なく，石皿

は自然礫の一面をそのまま使用したものであった。また，軋層と VI層からは異形石器が 1点ずつ出

土した。

(l)VII層出土の石器

①打製石鏃（第38・40図）

61は片側の脚部と先端部が欠損している。調整は粗い。 58の石材は姫島産の黒曜石である。厚み

はあるが，丁寧に調整されており，先端は鋭い。脚部が一部欠損している。 60はT寧に調整されて

おり．甚部の扶りが浅い。 59は先端部が鋭く，両側辺が若干内湾し，逆刺が丸く，扶りが深い。全

体的に非常にT寧な調整が施されている。 43は基部の厚さが薄く，先端部が鈍い。両側辺は外湾し，

逆刺は方形で挟りが深い。

②異形石器（第38図）

44はM層出土の137と同タイプのものである。石材はハリ質安山岩である。調整も良く成されて

おり形態が整っている。

③扶入石器（第49図）

107は両側辺に簡単な扶りを施しており，石匙に良く似た形態を里する。石材はチャートである。

④石匙（第39・40図）

計 6点が出土する。 51はつまみ部分にあたるものである。 65はチャートの剥片を利用し，縦型に

調整したものである。身部の片面が大きく剥離しているが刃部の両面加I痕は良く確認できる。 63

はつまみ部の左右の挟りを結ぶ線を基準にした場合，斜行する側縁と並行する刃部を持ち，台形状

に良く整った形態を星する。刃部は丁寧な両面調整がなされている。 66はチャート製で横型の石匙

である。身部の両面とも調整前の剥離面を大きく残している。つまみ部に対する側縁部には直交す

る形で 2辺に刃部が形成されている。 64はチャート剥片を利用した縦型の石匙で，片面に大きく剥

離面を残す。 62は63と良く似た形態を呈する台形状の石匙で，原みもあり，全面に丁寧な調整が施

されている。刃部には両面加工が見られる。

⑤スクレイパー（第41·42• 46• 47図）

計 7点が出土する。石材としてはチャートが多用されており，それ以外の石材は90の安山岩のみ

であった。川層は他層と比較して，スクレイパーのほか石匙や使用痕剥片の遺物が多く出士してい

るのが特徴である。 68はチャートの剥片をそのまま利用したもので身部の両面に剥離面を大きく残

している。 69はチャート剥片を利用したもので身部の両面に剥離面を残す。 2つの側辺がほぼ直交

する形で両面調整による刃部が形成されている。全体的に肥厚で重厚感がある。 72はチャート剥片

を利用したもので刃部は片面調整がされており，剥離面を多く残す。 92は縦長剥片を利用し．片側

の側辺のみ両面調整による刃部を形成している。身部は薄く．若干湾曲している。 96も92と同様の

タイプである。 97は方形状の形態を呈し，ー側辺のみを残し，身部固囲に両面調整による刃部を形
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第45図 w層出土石器 (8)
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第49図 VII層出土石器 (12)

成している。剥離面を大きく残し， 69と同じく肥原で重厚感がある。 90は安山岩の剥片を利用した

もので，自然面に対する剥離面を刃部として使用したと考えられる。全体的に粗雑な作りである。

R楔形石器（第48図）

1点出土する。 100はチャート製で，台形状を星し，両側辺に直交する上下の 2側辺に剥離痕及

び加I痕を残す。上部の剥離痕は敲打によるものと推測される。

⑦石核（第45図）

87はチャート製の剥片素材の石核である。剥片のポジ面を作業面として幅広の剥片を剥離してい

る。打面は単設で大剥離面を利用し，打面調整は行なわれていない。

⑧加工痕のある剥片（第39・46・47図）

49は三角形状を呈し，片面に剥離面を残す。 3つの縁辺にそれぞれ加工痕が見られる。石材は黒

曜石である。 94は身部が湾曲し，外湾する縁辺に片面調整を施す。石材はチャートである。 57は方

形状を呈し， 1縁辺に両面調整を施し，刃部とする。 93は縁辺に自然面を残し，それにほぼ直交す

る 1つの縁辺に片面調整の刃部を施す。石材は黒贈石である。 95は 2つの縁辺に両面調整を施す。

50はハリ質安山岩の剥片を利用し， 1つの縁辺に両面調整を施す。 88はチャート剥片を利用したも

のである。 89はハリ質安山岩の剥片を利用し縁辺に両面調整が見られる。 48はB-1区のV層と Vil

層から化土した 2点が接合したものであるが，出土状況等から考えてVil層の遺物と考えられる。石

材はハリ質安山岩で，両面加工が見られる。

⑨剥片（第38• 42• 43• 45• 46• 4 7• 48• 49図）

計33点が出土する。うち102・101・80・91の4点には使用痕が認められる。全て石材はチャート

で，調整は見られず，縁辺を使用した結果の痕と見られる c 剥片のうち83と76のみがハリ質安山岩

で，後は全てチャートである。

~1n~ 
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第50図 ¥'II層出土石器 (13)

⑩磨石（第53図）

5cm 

計5点が出土する。石材は119の砂岩を除き他は安山岩である。 116は扁平楕円状の磨石で，両面

に研磨痕，縁辺部には敲打痕が見られる。 118は全面に研磨痕が見られるが，破拍が著しい。 119は

116と圃様の形態である。両面に研磨痕が見られ，片面の中央部には僅かながら敲打痕が残る。緑

辺部には敲打痕が確認される。 120はB-1区， 2号第石の礫の中より出土する。（集石の項で説明）
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第51図 渭層出土石器 (14)
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114 

O 5cm 

第52図 vn層出土石器 (15)

117は小型の楕円形を呈しており，端部に敲打痕が見られる。主にハンマーとして使用されたと考

えられる。

⑪石斧（第50図）

108は頁岩礫の剥片の両側部に扶りを人れることで刃部，柄部を作り出した大胆かつ機能的な打

製石斧である。片面に自然面を大きく残し，刃部には使用の際生じたと思われる剥離痕が見られる。

⑫礫器（第50・51図）

111・110・109・112の4点が出土する。いずれも安山岩礫の縁辺に摘単な加工を施し，刃部とし

たものである。

⑬石皿（第51 図•第52図）

3点が出土する。いずれも自然礫をそのまま利用したものであり，敲打整形して形状を整えたも

のは見られなかった。 114は破片部であるが，本来はかなり大きな石IIllか若しくは長方形を足した

ものではなかったかと忠われる。石材は砂岩である。 113・115ともいずれも小型で店然礫の面に使

用痕の見られるものである。
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第 4表 VII層出土石器観察表 (1)

挿図 器種 石材 出土区 層 遺物番号 標高m 最大長cm 最大幅cm 齢大原cm 直量 g 備 考
43 伍鏃 チャート B-5 W ト・ 20 ~91 80 28 1.8 0 35 162 
44 涅形石器 ハリ質安111岩 B-6 w下 21 393.34 2.9 2.3 0.5 164 
45 剥片 チャート B~5 ,n 14 392.12 4.85 
46 剥片 チャート 9T 闘l 4 390.60 1.39 1111層出土
17 剥片 チャート B-5 V11下 15 392 02 2.64 
48 両血ii.ITTr: ハリ質安山岩 B-1 V 153,154 388.15 8.2 5.1 1.3 5854 
49 加「．痕 黒曜石 B-2 Ill 45 389.71 2.1 2.5 0.4 1.71 
50 加］：痕 ハリ質安山岩 B-4 ,n 47 39189 3.7 2.8 11 7.55 
51 伍匙 ハリ質安山宕 B-2 VLL 52 389 50 4 刈部欠損
52 剥片 チャート D-4 ~Il 2 392.65 605 
53 剥片 チャート B-5 ILL 12 392.53 7.98 
54 剥,,,. チャート c~4 Vll 10 39198 5.78 
55 剥片 チャート B-1 VIl 225 387.89 4 
56 剥片 チャート D-5 w 1 393.89 3 11 
57 加L痕 チャート llT w 1 392.36 4.5 32 0.8 16.14 
58 石鏃 黒曜石 B-3 闘上 23 390.64 23 1.5 05 1.02 姫島産黒躍

59 伍鏃 黒曜石 B-3 W 27 390.73 24 1.5 0.4 0 79 
60 石鏃 黒曜石 B-0 軋 16 387 30 2.2 I 7 045 115 
61 石鏃 黒曜石 A-2 ill 10 ~8837 199 脚部欠捐

62 石匙 ハリ質安山岩 A-0 w 2 387 78 4.05 3.3 09 8.13 
li3 石匙 ハリ質安t!J岩 B-1 

＂ 
12 388 04 25 2 1 0 65 3 09 

64 石匙 チャート C-5 軋 17 393.25 3.2 19 0.8 4 87 
65 石匙 チャート B~6 V[ 15 392.99 4.3 29 06 6.32 
66 石匙 チャート B-5 VI 13 392 67 Jr .JrJ - 6 1 24.78 
67 剥片 チャート B-5 

＂ 
30 392.38 24 55 

68 スクレイパー チャート D-7 w 2 395.44 4.6 72 1.35 38.76 
69 スクレイパー チャート D-6 w 77 394.96 66 6.7 1 6 68.86 
70 剥片 チャート B-5 VI 34 392 18 4.73 
71 剥片 チャート 8-5 

＂ 
17 392.21 7 49 

72 スクレイパー チャート B-1 VI 227 387.82 2.9 3.7 1 10 72 
73 剥片 チャート B-1 VI 181 38824 5.26 
74 剥片 チャート c~s VI 12 393 04 15 35 
75 剥片 チャート C-4 VII 10 391.98 13 38 
76 剥片 ハリ質安山岩 B-1 w 152 387.66 22.7 
77 剥片 チャート B-5 VII 10 392.51 4003 
78 剥片 チャート C-5 w 1 393 28 20 63 
79 剥片 チャート C-5 Vil 10 392 86 47.44 
80 侑m痕剥片 チャート C-5 Vil 14 392.96 5.7 7.2 1 42.85 
81 剥片 チャート B-2 VII 42 389.73 147 
82 剥片 チャート B~3 w 34 389.47 6 46 
83 剥片 ハリ質安1l1岩 B-1 w 130 387.65 6.59 
84 剥片 チャート 13 6 w 7 393 72 11 92 
85 剥片 チャート C-4 VII 7 392.09 5 47 
86 剥片 チャート B-1 軋 24 387 99 15.11 
87 伍核 チャート C-5 ¥11 13 393 08 3.4 5.5 165 35.6 
88 }』1工痕 チャート C-6 VII 35 393 53 3.9 2.85 08 7 38 
89 両面加[ ハリ質安山岩 B-5 VII ， 392 55 46 2.7 0.9 9 75 
90 スクレイパー 安山岩 A-1 

＂ 
17 379.25 6.3 39 1.1 23.9 

91 使用痕刹片 チャート B-0 w 36 387 43 5 5.2 1 5 33 83 
92 スクレイパー チャート C-5 VII 11 392.98 25 43 0.7 9.11 
93 加工痕 黒曜石 B-2 Vil I・. 68 389.46 1.3 2 1 0 55 2.26 
94 加i:痕 チャート B-5 w上 16 392.25 32 LS 0 45 3.33 
95 加」ガー痕 チャート B-1 

＂ 
146 387.67 18 24 0.4S 2 12 

96 スクレイパー チャート B-4 VII 40 390 41 6.4 29 09 17.73 
97 スクレイパー チャート C-5 

＂ 
23 393.20 4.8 7.2 1 4 56.27 

98 剥片 チャート B-1 ¥II 27 387.93 3.05 
99 刹片 チャート B-4 

＂ 
50 392 27 7.67 

100 楔形石器 チャート D-4 w 4 392.86 2.1 195 I 5 41 
101 使用痕剥片 チャート C-4 VII 8 392.00 36 3.1 09 8 12 
102 使用痕剥片 チャー・ト B-1 VII 224 388 01 3 2.5 0.7 5.66 
103 剥片 チャート B-5 

＂ 
18 392.14 10 73 

104 剥片 チャート D-6 

＂ 
49 399.15 2 66 

105 刹片 チャート D-7 軋 3 395.37 9.32 
106 剥片 チャート C-6 ill 34 393.43 4.4 
107 扶入石器 チャート B-0 Vil 17 387.71 3.4 2.3 0.5 628 
108 石斧 貞岩 B-5 闘 11 392.47 13 6 79 3.15 335 

-118-



第 5表 Vil層出土石器観察表 (2)

挿図 器種 石材 出土区 層 遺物番号 標品m 最大長cm 最大幅cm 最大厚cm 菫鼠 g 備 考

109 礫器 安山岩 B-0 VII 18 387.97 14 8 72 42 550 

110 礫器 安山岩 C-6 ¥11 16 393.99 420 欠損

111 礫器 安山岩 C-5 VII 15 393 03 115 11.2 2.8 440 

112 礫器 安山岩 C-6 VII 15 393 96 12 4 15 35 730 

113 石1IIl 安山岩 B-2 

＂ 
1 388.81 1015 破損

114 伍皿 砂岩 B-1 ¥Ill 176 388.21 720 蔽捐

115 石皿 安山岩 C-6 渭 17 39395 12 7.8 5 820 

116 磨石 安山岩 B-3 軋 26 390.68 85 6.55 3 1 305 

117 ハンマー 安山岩 B-2 VII 15 38860 6.2 4.1 35 130 

118 暦わ 安山岩 B-2 ＂上 71 389.24 330 

119 磨石 砂岩 B-5 vn 8 392.47 10 75 865 42 600 欠捐

120 磨石 安山岩 B-1 VII 20 388.06 630 2号島凸内枇八 欠損
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第54図 W層出土石器 (1)
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(2) VI層の出土石器

①打製石鏃（第55図）

計11点が出士する。うち 6点が完形である。 129は姫島産の黒曜石製で，基部の扶りは浅く，

脚部に一部欠捐が見られる。 126は基部の挟りが浅<, 128は逆に基部の挟りが深い。 127は分厘く，

両面の側辺が若干外湾する形態を星している。基部の扶りは浅い。 124は破損が著しく，先端と脚

部が欠損している。 133は脚部のみ， 122は先端部のみの残存である。 2点とも黒曜石製である。

123は先端部のみの残存である。 130は先端部及び逆刺が鋭く，基部の扶りは深い。原みは全体的に

薄く，丁寧な調整が成されている。 131は甚部から先端部にかけて欠損するが，かなり大型の石鏃

であることが分かる。庫さは薄く，両側辺は］寧な交互剥離調整がなされている。石材はハリ質安

山岩である。 125は甚部の挟りが極めて浅い三角形状をなした小型のわ・鏃である c

②石匙（第55図）

1点出土する。 138は縦型に調整されたチャート製の石匙である。刃部には両面調整が見られる。

③スクレイパー（第54• 57図）

154はチャートの剥片を利用して調整されたもので，縁辺の一部に片面調整の刃部が見られる。

153はハリ質安山岩の剥片を利用したものであり，縁辺の一部に両面調整を施した刃部が見られる。

また，別の縁辺には自然面も残っている。

④異形石器（第55図）

137は石鏃の変形石器にも見える異形石器である。同タイプのものがW層からも出土しているが，

形態が非常に類似している。全体的に丁寧な調整がなされている。

⑤加工痕のある剥片（第55図）

132は黒曜石製で，小型であるが，縁辺の一部に加工痕が見られる。 135はチャート製である。

136はチャートの剥片を転用したもので，縁辺の一部に加工痕が見られる。

⑥剥片（第54・55・56・57図）

計17点が出土する。うち155は縦長剥片で，唯一，側辺に使用痕が認められた剥片である。

石材は多種多様で，チャート 11点，黒曜石 2点，ハリ質安山岩 2点，石英 1点，凝灰岩製 1点であ

る。

(3) V層出土石器

①打製石鏃（第58図）

計 5点が出土する。 159・160・162は完形である。 159は頁岩製で基部の挟りは浅く，両側辺は直

線状である。 160は分原く，側辺は鋭さに欠け，先端も鈍い。基部の挟りは深く，逆刺は方形状で

薄い。 162は良質の黒曜石製で，基部は薄く，先端部も鋭利である。脚部の片側が欠損している。

157は先端部のみ残存し， 158は先端部の欠捐したチャート製のものである C

②加工痕のある剥片（第58図）

161はチャート製で，側辺の一部に僅かに加工痕が見られる。
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第56図 VI層出土石器 (3)

-122-

L 



萎 こ

~150 ,-,  151 

152 

＼
 

／／ 

＼
＼
！
／
 

ー
ソ
／

,~ 
~
ー

K
 

!
l
,
 

J~ 

/

'

/

 

／
 

~. 

\/\‘~ 

-<-／
 

-

｝

 
ー

＿了

c_1 

m
 

5
 

第57図 vI層出土石器 (4)
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第 6表 M層出土石器観察表

挿図 器種 石材 出土区 層 遺物番号 標尚m 最大長cm 最大幅cm 最大厚cm 重量 g 備 考

122 石鏃 黒曜石 B-7 Via 1 389.83 0.15 先端部のみ

123 石鏃 黒曜石 B-4 Via 45 391.64 031 先端部のみ

124 石鏃 黒曜石 B-0 Via 5 387.56 0.71 欠損

125 仁錨鏃 チャート B-1 VI 37 387 93 1.8 1.7 04 082 

126 石鏃 チャート fl-7 Wa 1 39514 27 2.1 0.45 2 

127 石鏃 黒曜石 D-6 Via 8 394 99 2 1.7 0.5 115 

128 石鏃 黒曜石 A-1 VI a 7 388 08 2 1.7 0.4 075 

129 石鏃 黒曜石 D-6 \~a 41 394.67 22 1.7 0.4 1.16 姫島牲黒曜

130 石鏃 黒曜石 D-6 'Ila 14 394 69 27 2.2 0.3 082 

131 石鏃 ハリ質安山岩 D--0 'h 31 387 33 3 61 先端部欠損

132 加工痕 黒曜石 A-1 'h 2 388.05 1 3 13 0.4 0.73 

133 石鏃 黒曜石 A-1 'h 1 388.08 0、22 基部欠損

134 剥片 石英 B-1 'h 150 387.90 3 

135 加工痕 チャート A-5 ,~a 1 392.43 3.2 2.2 0.85 4.39 

136 加上痕 チャート 4T 1fa 4 394.85 1 21 0.6 1.02 

137 異形石器 ハリ質安山岩 B-4 VI 15 392.67 3.7 24 0.5 334 

138 石匙 チャート A-1 Wa 10 388.18 6.7 3.6 1 24.31 

139 剥片 チャート B-1 'ia 13 388.39 1.71 

140 剥片 ハリ質安山岩 B-1 VI 8 388.24 2.4 

141 剥片 チャート B-2 iia 16 389.05 2 79 

142 剥片 チャート B-1 VI 32 388.14 439 

143 剥片 チャート D-6 ¥h 43 395 03 2.32 

144 剥片 チャート C-5 ¥h 2 392 70 303 

145 剥片 チャート B-4 ¥h 53 392 19 118 

146 剥片 黒曜石 C-5 VI ， 392 80 338 

147 剥片 黒躍石 D-6 ¥h 48 395.12 5.52 

148 剥片 チャート B-1 VI 40 388.20 3.17 

149 剥片 チャート D-6 ¥h 42 394 73 13 93 

150 剥片 ハリ質安山岩 B-1 ¥h 115 387.95 764 

151 剥片 凝灰岩 B-1 VI ， 388.20 7.42 

152 剥片 チャート 2T ¥la 15 392.82 17.55 

153 スクレイパー ハリ質女山岩 D-4 ¥la 3 392.45 7.1 7.05 1.9 81.63 

154 スクレイパー チャート D-6 ,la 40 394.72 4.2 47 14 28.21 

155 使用痕剥片 チャート D-6 ¥la 38 394.78 3.8 2.3 065 5.62 

156 剥片 チャート B-1 ¥la 65 387.99 3.22 
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第 7表 v層出土石器観察表

挿図 器種 石材 出土区 層 遺物番号 標晶 m 最大長cm 最大幅cm 最大厚cm 菫量 g 備 考

157 石鏃 黒曜石 5T Va 5 388.28 0.12 先端部残存

158 石鏃 チャート 4T Va 3 395.08 0.51 先端部欠損

159 石鏃 頁岩 B-2 V 2 389.74 2.7 1.9 04 1.56 

160 石鏃 頁岩 B-2 V 1 389.86 2.8 1.65 0.6 1.99 

161 加工痕 チャート 4T Va 2 395.14 2.7 3 08 3.01 

162 石鏃 黒曜石 B-4 Vb 22 391.48 2.6 1.4 0.3 0.66 

(4) N層出土石器

①打製石鏃（第60図）

計 5点が出十．する。そのうち完形は184・181の 2

点である。 180は某部の一部が残存したものである。

183は脚部の欠損したもので，石材は石英である。

182は片方の脚部が欠損したもので，黒曜石製であ

るC 184は甚部形態を凹碁とする黒曜石製の石鏃で

ある。

181は凹基の石鏃で，石材はチャートである。

②磨製石鏃（第60図）

190は脚部の欠損した頁岩製の磨製石鏃である。

刃部先端から基部にかけてT寧な研磨がなされ，先

端部から甚部にかけて縦方向に擦痕が確認される。

③楔形石器（第60図）

186は青灰色黒曜石製の楔形石器である。上下両

端部からの剥離痕が顕著に認められ，使用による欠

損も観察される。

④加工痕のある剥片（第60図）

計 3点出土する。 191と185の石材はチャート製で， 185の刃部には両面からの加工痕が見られる。

188は頁岩製で，石匙つまみ部の欠損品を思わせるほど形状が整っており，刃部の両面加工が顕著

である。

⑤剥片（第60図）

゜
5cm 

第59図 w層出上石器 (1)

187・189とも石材は石英である。

⑥礫器（第59図）

192は安山岩礫の一端を打ち欠き，その縁片の一部を刃部として使用したものである。
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第8表 W層出上石器観察表

挿['.XJ 器種 伍材 出t.[;,( 層 遺物番号 標高m 最大長cm 最大輻cm 最大l'lcm ij",・星 g 備 考

180 石鏃 貞岩 TS Na 1 389.22 0 28 某部欠損

181 伍鏃 チャート ! TS , IVa 2 389 06 16 15 03 0.61 

182 ti鏃 黒曜石 B-5 Na 8 393.42 0 65 , 脚部欠損

183 h鏃 い英 B-4 N 17 39162 ， 0.96 脚部欠損
... 

184 h鏃 黒曜伍 Tl3 Na 2 395.61 2.3 1.7 04 i 1 03 

し墜.. 加工痕 チャート B-6 IV a 1 394 41 23 44 I 75 I 9.7 
~~ー！

186 楔形石器 黒曜石 ,C-6 !Va 7 394.33 I ~ 2 7 2.54 

187 剥片 イi英 B-5 Na 1 393.59 

切］188 両面）JU工 貞¥,' D-8 Na I 395 76 5.2 3.2 1.1 12 58 

189 刹片 fi英 B-5 !Va , 393 87 24 

190 石鏃 頁宕 C-4 Na 10 I 392 82 i 0 98 i磨製

191 }JII lサ痕 チャート B-6 Na 2 394.30 5.4 2.5 08 ! 9 68 

192 礫閤 安＇山岩 D-10 Na 91 395 56 78 8.75 3.6 
,. 

190 
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第 5章古墳時代の調査

第 1節調査の概要

D-10・11区のW層上面より溝状遺構が検出された。遺構内には古墳時代に該当する m層黒色土

が埋上し，遺構内及びその固辺より成川式土器が数十点出士したことから古墳時代の遺構と判噺し

た。他の遺構は検出されず，遺物も成川式土器片のみで石器等の他の遺物は出土しなかった。

D-10•11区以外の調杏区からはほとんど遺物の出土は見られず， B-4·6 区より成川式土器

片が 1点ずつ出土したのみであった。

第2節遺構

調査区西端D-10区のNa層上面に 3条の溝状遺構がほぼ南北方向に並んで検出された。現在の

地形では遺構延伸方向の南側は高台になっているが，北西方向は緩やかな傾斜となり谷へ続いてい

る。遺構検出地点の地形は標高約396mで北東に隣接する前原和田遺跡に最も近い地点である。時

期は異なるが，前原和田遺跡では埋土に文明ボラ (1,471年頃の桜島火山哨出物）を含む溝状遺構

が数条検出されている。

溝 1は南北に約 5m伸びて検出される。最大輻80cm,最小幅52cmである。埋土はm層の黒色上で

あるが，第 1段階での埋土として， m層， Na層の混在した層が確認される。このことは溝 2・3

についても同様である C 時期差は明確ではないが，溝 2とは方向がずれ，検出上面の延長線上に溝

2が若干被る形で検出されていることから，溝 2より時期は古いものと推測される。遺構内から成

川式土器が21点出土した。

溝 2は溝 1と隣接し，約 7m検出されている。最大幅50cm,最小幅32cmである。溝 1に比べて検

出ラインは明瞭である c 掘り込みは10cmあるが，底部床面のレベル高は溝 1と極めて近い。 4点の

成川式土器が遺構内より出土する。乎均10cmの幅で厚さ 2~ 3 cmの硬化面がNb層上面に確認され

ている。

溝 3は溝 2から北に 6m離れた地点で検出された。最大幅60cm,最小幅41cmである。掘り込みの

深さは16cmあり，溝 2と同じく Na層と Nb層の境界付近に厚さ 2~ 3 cmの硬化面が見られる。

以上， 3条の溝状遺構は規模や底部に残された硬化面から考察すると，古道としての性格が濃い

と思われる。また，平面プランでは検出されなかったが， D-10区の北東壁土層面に溝状遺構の断

面が確認された。埋土は溝 1~3と同様のm層黒色土であることからほぼ同時期のものと考えられ

る。他の溝状遺構との連続性は確定できなかった。

第3節遺物

溝状遺構の検出された D-10•11区に集中して成川式土器が55点出土した。他の関査区からはほ

とんど出土せず， B-4・6区より 1点ずつ確認されたのみである。出土した十器はいずれも無文

である。遺構図中に表示した土器底部は，小片の多い成川式士器の中で比較的形状・大きさ等保存

の良好な資料である。深鉢形十器の底部にあたり，調整は良好で内外面ともにナデ調整である。
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第 6章 ま と め

供養之元逍跡の｛立置する地域は，福山町内輿の地にあり，多くの河川の水源地を持つシラス台地

上にある。前豚利田遺跡や城ヶ尾遺跡，永磯遺跡等の旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が集

中し，人々の活動拠点として古くから積極的な展開が見られていたと思われる。そのような環境の

中に本遺跡は所在する。

第 1節縄文時代

早期を主体とした遺物や遺構が出上，検出する。特に注目される遺構としては， VII層下層から検

畠された20拮の集石逍構である。その遺構に供伴する遺物として手向山式土器を初め多数の石器が

見られる。また，逍物出上状況の特徴としては，土器の出土量が少ない反面，石鏃やスクレイパー．

石匙等の石器が多数出土したことである。

1 遺構について

早期集石逍構20甚と落し穴状逍構 5基が検出された。集石遺構はVII層下より検出され，落し穴状

遺構はそれよりも新しい時代層より確認された。

集石遺構は，全体的に礫数が少なく，散在した形態を呈するものが多い。礫の数や形態の違いを

甚に分類を試みたが，掘り込みを有せず礫が散在し，かつ，礫数の少ないタイプの B-bーイ類が

9桔と最も多かった。次に多いタイプは B-bーア類で， B bーイ類に比べ，割と礫が密集して

いるタイプで， 6基が検出された。また，いずれの集伍にも熱変色した礫は見られたものの焼土は

確認されなかった。あくまでも推測ではあるが，住居跡遺構が検出されなかったことや狩猟具とし

ての機能を持つ石鏃等の石器が多数出土したこと等から，縄文時代早期の本遺跡は，主に動物を狩

猟するキャンプベース地として利用された可能性が裔いと思われる。

また，時期は下って，縄文時代早期末から縄文時代後期に該当すると思われる VI-N層からは，

落し穴状遺構が 5枯検出されている。 1・3・4号落し穴状遺構はいずれもアカホヤニ次火山灰土

が底部に堆積しており，鬼界カルデラ噴出物堆積の時期（約6,300年前）直前かそれ以前の時期の

ものではないかと推測される。検出プランの形態も非常に似ており，ほぼ同時期に設置された落し

穴と考えてよさそうである。一方， 2・5号落し穴状遺構は，長軸が極端に長く，他の落し穴状遺

構とは明らかに形態を異にしている。底部の埋土に御池白色パミスが大量に合まれており，御池力

ルデラ哨火の直前（約4,000年前）か，それに近接する時期と考えられ，両者には明らかな時代差

が見られる。また，これら落し穴の設置された時期に該当すると思われる V層 ・N層からの出七遺

物は少なく，石鏃を中心とした石器等が僅かに出土する程度である。このことから，この時期の本

遺跡は縄文早期の時代とは様相を異にし，落し穴を設償し，動物捕獲の場として利用する人々の長

く立ち人らない場所としての時期がしばらく続いたものと想像できる。住居跡や溝状遺構等の遺構

は検出されなかった。

2 土器ついて

縄文時代早期を主体とした，手向山式土器，平栴式土器，塞ノ神式十器が出十．する。

手向山式土器は，縄文時代早期の Vll層より出土し，集石遺構と時期を同一とする。出土数は少なく，

口縁部と胴部の破片，底部の一部が僅かに出土する程度である c 種類としては，縄文，押し型文の
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タイプが見られる。平桁式土器はほぼ完形に復元する土器 1固体と口縁部の破片 2点が出土した。

出土数は少ないが，どれも口縁部には羽状の短沈線文が見られる。なお復元された土器はU唇部に

短沈線文が周回して施文されているが，胴部や底部は全く無文のタイプである。口縁部付近に貫通

未遂の補修孔が 3個見られる。

特筆すべきは塞ノ神式土器で，約7,400年前の桜島の噴出物とされる P-11を挟んで 2タイプの

種類が出上したごとである。（巻頭カラー参照） P-11の下層の明茶褐色土から，撚糸文を施文し

た塞ノ神A式土器 (III-A-2類）が出土，上層の黄褐色軽石混淡茶褐色土からは貝殻文の塞ノ神

B式土器 (III-B-1類）が出土した。この出土状況から，塞ノ神A式がB式に先行するというこ

とを示している c 塞ノ神式土器の変遷については様々な議論が交わされているが，本遺跡の塞ノ神

式土器の出土状況は撚糸文系塞ノ神式土器から貝殻文系塞ノ神式土器へ移行していったことを裏付

けている。また，未報告ではあるが，福山城ヶ尾遺跡でも同様の出土例がある。（注 1) さらに末

吉町桐木遺跡においても， Pll軽石 (7,400年前・桜島起源）を挟んで上位に塞ノ神B式土器，下

位の層に寒ノ神A式土器が出土し，その上下関係が明確に確認されたことから，寒ノ神式土器の撚

糸文系土器が貝殻文系土器に先行するとの報告がなされている。（注 2)今後の詳細な調究及び報

告が待たれるところである。

また，その他の出土土器に縄文時代晩期の浅鉢形土器がある。底部の外面には一辺が約 2cmの菱

形目を持つ網状の圧痕が見られる。何重かに折りたたんだ上で底部を押圧した様子が窺える。

3 石器について

計132点が出士する。時期は，縄文時代早期の時期から縄文時代後・晩期にかけてのものである。

特に縄文時代早期に該当する VI・,n層の出土が多く，全出土数の約86%を占める。出土した器種の

内訳としては，石鏃27点，石匙 7点，スクレイパー 9点，加工痕のある石器16点，楔形石器 2点，

畏形石器 2点，扶人石器 1点，石核 1点，使用痕のある剥片 5点，剥片48点，磨石・ハンマー 5点，

礫器 5点，石皿 3点，石斧 1点である。堅果類の調理や根菜類等の植物質の食料獲得に使用された

と推定される磨石や石IIIl等の礫石器の出土数が少なく，剥片石器が多いのが特徴的である。石材の

内訳は， 132点中，チャートが71点と全体の約半数以卜を占めた。

また，異形石器がそれぞれVII層.VI層より 1点ずつ出土した。石鏃の変形にも見えるが，明確な

用途は不明である。

第2節古墳時代

ほぼ南北に縦走する溝状遺構が遺跡の西側D-10区より 3条検出される。上面検出プランの幅の

最も広い所で約80cm,深さは最も深い所で約15cmである。全体的に掘り込みの浅い溝状遺構である。

底部床面には硬化面が見られ，何らかの通り道として利用されたものとみなしても良さそうである。

供伴する遺物は成川式土器の胴部と底部の破片が少数個のみである。また，溝状遺構周辺には住居

跡や焼土等の生活及び生業に関わる遺構は見られない事等から，この時代の本遺跡は，生活甚盤の

地に全くかからない場所かその隣接地にあったものと推測される。

（注 1)鹿児島県教育委員会 「福山城ヶ尾遺跡」現在報告書作成中

（注 2)長野慎ー 2000「旧石器時代の人体型石製品一耳取遺跡一」「考古学ジャーナル467』
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第 1章調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は，末吉～国分間に東九州自動車道の建設を計画し，エ

事を行った。この建設工事に伴い，鹿児島県教育委員会・日本道路公団九州支社鹿児島工事事務

所・鹿児島県立埋蔵文化財センターとの間で協議が重ねられ，鹿児島県立埋蔵文化財センターはエ

事予定地を対象に平成 6年10月と平成 7年 5月に埋蔵文化財の分布調査を実施した。

分布調在の結果，工事予定地に13か所の遺物散布地や確認調査の必要な地点が所在することが判

明した。そこで，平成 8年 4月から用地買収等の条件が整った部分を対象に順次確認調育を実施す

ることとなった。

前原和田遺跡は，平成 9年度の確認調査の結果を受け，調査対象面積約1,000而ついて平成10年

度緊急発掘調査を行った。しかし，遺跡南側に末買地が残されたため，平成12年度に追加の発掘謂

査を行った。

第2節調査の組織

平成 9・10年度緊急発掘調査

事業主体者 H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調杏責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター所 長

調査担当者

調査事務担当者

平成12年度緊急発掘調在

” 
次長兼総務課長

主任文化財主事兼調査課長

課長補佐兼第一調査課係長

主任文化財兼第二調査課係長

文化財研究員

” 
主 杏

” 
主事

事業主体者 日本逍路公団九州支社鹿児島工巾事務所

調介主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課
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吉元正幸 (9年）

吉永利人 (10年）

屯崎 進

戸崎勝洋

新東晃一

立神次郎

今村畝煎

福永修一

前犀敷裕徳

政倉孝弘

追立ひとみ



調査責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 井上明文

次長兼総務課長 黒木友幸

主任文化財主事兼調査課長 新東晃一

課長補佐兼第一調査課係長 立神次郎

主任文化財兼第二調査課係長 ｝爾榮 久志

調査担当者 文化財主事

文化財研究員

調査事務担当者 主 査

り

平成13年度報告書作成事業

事業主体者 H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

作成主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

作成責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長

作成企画者 ” 次長兼総務課長

主任文化財主事兼調査課長

課長補佐

立部 剛

有馬孝一

有村 貝~ 

栗山和己

井上明文

黒木友幸

新東晃一

立神次郎

主任文化財兼第二調査課係長 5爾榮 久志

作成担当者

事務担当者

主任文化財上事

文化財主事

主 査

" 

長野慎一

大保秀樹

前田昭信
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第 3節調査の概要と経過

前原和田遺跡の調査対象面積は約1,000面であり，調脊前は畑地と山林からなっていた。そこで，

まず遺物包含層と遺構の有無・時代・地表面からの深さ・遺物包含層の広がりを把握するために，

平成 9年10月に， 3mX4mを基本とした 3か所のトレンチと，西側谷部に 2mX3mトレンチ 3

か所の計 6本を設定し，確認調査を実施した Q その結果，調査対象地区のほぼ全域にわたり 7つの

畏なる時期の遺物包含層が存在することを確認した。それを受けて，平成10年 5月から平成10年10
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月，平成12年 5月から平成12年 6月まで緊急発掘調査を実施した。

緊急発掘調査においては，工事用センター杭「STA86」と最寄りの西側センター杭とを結ぶ線

を甚準軸とし， 10m四方のグリッド（調査用区画）を設定して実施した。グリッドは南北を A区～

E区，東西を 1区~6区と呼ぶこととし， 1グリッドは「A-1, B-2・・・・・・Jというようにア

ルファベットと数字を組み合わせた呼称とした。平成10年度の緊急発掘調査は， A~D-1 ~ 6区

の部分の調査を行い，平成12年度の緊急発掘調査は未買地部分の調育を実施した。

日誌抄

調査の経過については 1月毎に記載。

平成10年 5月

68より作業開始。グリッド設定し， Ill層より掘り下げ。 W層上面で溝状遺構検出し，写真撮影

及び実測する。 N層遺物取り上げ。 V層上向で20cmコンタ図作成 C VIより落し穴状遺構を検出する。

平成10年 6月

VI層検出 1号・ 2号洛し穴状遺構の写真撮影及び実測。 VI層遺物出土状況写真撮影及び遺物取り

上げO Vil層上面.VIII層上面の20cmコンタ図作成。 VIII層上面で集石を 2基検出し実測する。 Vil層遺物

収り上げ。

平成10年7月

x層掘り下げ。 X層より黒曜石や流紋岩のチップ・剥片が出土。航空写真撮影を行う。 XI層よ

り細石刃やチップが出土。

平成10年 8月

XI-Xill層掘り下げ。 XII層で 3か所の遺物集中区出土。石器に伴いチップ，フレークが大鼠

に出土する。上層断面図実測。

平成10年 9月

遺物集中区のA, Cブロックの写真撮影。 XI-XII層の20cmコンタ実測及び遺物取り上げC X 

III-XN層で礫群を 2基検出。 1号・ 2号礫群の写真撮影及び実測。 XN層上面コンタ図作成C X 

VII層上面20cmコンタ図作成及び遺物取り上げ。

平成10年10月

遺跡東半分のXIV~XV[層掘り下げ， XV[層上面で炭化物を伴う礫群を多数検吊。 lT周辺礫群

出土状況写真撮影。縄文早期落し穴状遺構写真撮影，断面実測。

供養之元遺跡への移転準備。

平成12年 5月

-157-



88より 1パーティーで調査を開始する。

D•E-2·3 区 1I 層より掘り下げ。 E-2 区で古道検出。 X 層検出落し穴状遺構写頁撮影及び

実測。 xw層で礫群4基検出。

平成12年 6月

XVI層検出の礫群写貞撮影及び実測。遺物平板実測及び取り上げ。移転準備と個時に踊場遺跡の

プレハブ予定地の整地を行う。

6月13日で調在を終了し，翌Bより財部町踊場遺跡の調査を開始する。

~ 
2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

二 H10年度謂査

二 H12年度調査

o 25m 

第 1図 年度別調査区
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n
 
直

Wa 

Wb 

Va 

Vb 

¥,la 

Vlb 

V1I 

VIII 

区

X 

XI 

XN 

X皿

XN 

XVI 

xw 

X濯

第 2章層序

I 層 暗褐色土現耕作上

II 層 黄白色軽石層文明ボラ 西暦1471年頃の桜島の噴

出物

m 層 黒色土

黄褐色土 縄文時代後期から晩期の遺物包含層

黄褐色細粒軽石混土 約4,000年前の御池軽石

暗褐色土 Vb層の腐植十．

橙色火山灰層 アカホヤ火山灰約6,300年-6,400年

前の鬼界カルデラ噴出物

軽石混淡茶褐色土 縄文時代早期の遺物包含層

黄褐色軽石層 (p-11) 約7,400年前の桜島起源の噴

出物

軋 層 明茶褐色土縄文時代早期の遺物包含層

Na層

Nb層

Va層

Vb層

vT a層

vl b層

層

層

渭

IX

x 層

X I層

X II層

XIII層

暗黒褐色土

黄白色火山灰 (P-14) 薩摩火山灰 約11,000年前の

桜島起源の噴出物

黒褐色土 珊層より粘質が強い 縄文時代草創期の

遺物包含層

黄褐色軟質ローム 1B石器石器時代の細石器文化期

の遺物包含層

軽石混暗茶褐色軟質土 旧石器時ナイフ形石器文化

期の遺物包含層

暗褐色硬質土

XN層 暗褐色硬質土赤色パミス点在 (P15?)桜島起源

XV層 暗褐色軟質土

X VI層 濁黄色色軟質土赤色パミス (P17) 点在（約22,000

XVI ~.-~--l 年前）桜島起源

XVII層 二次シラス

XVID層 シラス 人戸火砕流堆積物 （約24,000年～）

第2図 ＋．層模式柱状図
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第4図 固辺地形図及びグリッド配置図
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第 3章 旧石器時代の調査

第 1節調査の概要

旧石器時代の遺構及び遺物は，第XVII-XI層にかけて検出されている。第XVII層は人戸火砕流

堆積物（シラス）の二次堆積物であり，この上部のXVI層で18基の礫群が検出された。このXVI層

を挟んで上下から遺物が出土している。また， XIII層より 4基の礫群と多数のナイフ形石器等が出

土した c 礫群の規模はXVI層のものに比べ形状・規模ともに劣る。炭化物も XVI層の礫群のように

分類できるまでには至らなかった。遺物は 6つのブロックから，ナイフ形石器や二稜尖頭器等が出

土した C 本遺跡の1日石器層の中で，最も多く遺物を含む文化層である。

第 2節遺 構

1 XVI層礫群

X VI層で礫群18基を検出した。 XVI層は東側に緩やかに傾斜する。その微高地に沿って礫群が検

出された。礫群に伴い炭化物も多鼠に検出され，ナイフ形石器文化期の礫群の用途を解明するうえ

で，貴盾な資料となりうるものである。

礫群に伴い多くの炭化物が検出されているが，炭化物の大きさや密度の状況を 4パターンに分類

し，挿図の中でも濃淡により炭化物の集中度を表現した。

礫群は個々で見ると26甚から成るが，炭化物と密接な関係を持っており，その関連でセットとし

てとらえたものもあり，最終的には18碁のグルーピングで礫群をとらえることにした。

XVI層礫群の炭化物パターン

Aパターン 7 ~ 8 mmの炭化物が密集して分布し，黒ずんだ色調を里する範囲

Bパターン 7 ~lOmm以上の炭化物が100c而に数十点分布する範囲

Cパターン 5 ~lOmmの炭化物が100c面に十数点以上分布し，薄黒い色調を呈する範囲

Dパターン 1 -2 mmの微細な炭化物が分布する範囲

1号礫群（第 5図）（長軸46cm, 短軸24cm)

D-3区で検出された。礫は比較的まとまっているが，掘り込みは確認できなかった。炭化物状

況については，実測漏れのため詳細は不明。

2号礫群（第5図）（長軸150cm, 短軸124cm)

C-3区で検出され，掘り込みが確認できる。炭化物についてはCパターンで礫群の東側に広が

る。掘り込みは径36cm,深さ 12cm中に礫16個を検出。

3号礫群（第 6図）（長軸158cm, 短軸228cm)

c-3区で検出され，ア号に掘り込みが確認できる。炭化物については掘り込み部分と周辺の礫

郡の巾間地を中心に， Bパターンで円形に広がっている。その外部にはCパターンの炭化物が礫群

全体を取り囲むように広がる c 掘り込み径約36cm.深さ 10cm中に礫19個を検出。

4号礫群（第 7図）（長軸316cm, 短軸236cm)

D-3区で検出され，ア号，イ号ともに掘り込みが確認できる。炭化物についてはア号の礫下

に炭化物集中部分のAパターンがあり，中間部に Bパターンで円形に，礫群を取り囲む形でCパタ
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ーンが広がる。

中に礫15個を検出。

5号礫群（第 8図）（長軸320cm,短軸256cm)

C-3・4区で検出され，イ号に掘り込みが確認できる。炭化物についてはア号よりに Bパター

ンで，これとイ号を取り囲むように Cパターンが広がり，さらに全体を取り囲む形でDパターンが

広がる。イ号は掘り込み径約38cm,深さ 12cm中に礫16個を検出。

ア号は掘り込み径32cm,深さ 13cm中に礫14個， イ号は掘り込み径約27cm,深さ 11cm
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第 9図 XVI層 6号礫群

6号礫群（第 9図）（長軸304cm, 短軸212cm)

B-4区で検出され，イ号に掘り込みも確認できる。炭化物はイ号周辺に 7~ 8 mm程度の炭化物

密集部分のAパターンがあり，士も黒く変色している。その周辺にBパターン，イ号とア号の一部

を取り囲むように Cパターン，さらに全体を取り囲む形でDパターンが広がる。イ号は掘り込み径

約34cm,深さ 10cm中に礫15個を検出。
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7号礫群（第10図）（長軸220cm, 短軸180cm)

B-4区で検出され，イ号に掘り込みも確認でき，その周辺にも礫が散在する。炭化物について

はア号とイ局の中間部にBパターン，礫群を取り囲むようにCパターンが広がる。イ号の掘り込み

径約35cm,深さ 10cm中に礫11個を検出。

8号礫群（第10図）（長軸236cm)

B-4区で検出された。ア号に掘り込みも確認でき，その周辺にも礫が散在する。炭化物につい

てはC号付近に Aパターンの炭化物密集部分があり，士も黒く変色している。その外側にア号を取

り囲む形でBパターン，さらに全休を取り囲む形でCパターンが広がる。ア号の掘り込み約40cm,

深さ 12cm中に23個の礫を検出。

9号礫群（第11図）（長軸284cm, 短軸240cm)

A-4区の遺跡東側で検出された。礫群の中では，なだらかに束側へ傾斜していく一番低い位置

にある。掘り込みは確認できなかった。炭化物については礫群の北側を中心に Bパターン，礫群を
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第13図 XVI層12号礫群

取り囲む形でCパターンが広がる。

10号礫群（第12図）（長軸200cm, 短軸180cm)

C-4区で検出された。礫は散在した状態で掘り込みも確認できなかった。炭化物については，

散在している礫群の中央部にBパターン，さらに同心円上に礫群を取り囲んでCパターンが広がる。

11号礫群（第12図）（長軸200cm, 短軸128cm)

C-4区で検出された Q 掘り込みも確認でき，その周辺にも礫が散在する。炭化物については礫

群南側にBパターン，さらに同心円上に礫群を取り囲んでCパターンが広がる。掘り込み径約26cm,

深さ 10cm中に17個の礫を検出。

12号礫群（第13図）（長軸160cm, 短軸124cm)

D-2区で検出された。礫は散在した状態で掘り込みも確認できなかった。炭化物については礫

群の南西よりに Cパターンが広がる。

13号礫群（第14図）（長軸232cm, 短軸188cm)

D-2区で検出された。掘り込みも確認でき，その周辺にも礫が散在する。炭化物については，
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第16図 XVI層17号礫群

南西方向に Bパターンが広がり，礫群を取り囲むように Cパターンが広がる。掘り込み径約34cm,

深さ 10cm+aの中に22個の礫を検出。

14号礫群（第14図）（長軸92cm, 短軸76cm)

C-3区で検化された。礫はやや集中するが，掘り込みは確認できなかった。炭化物については，

礫群を取り囲む形でCパターンが広がる。

15号礫群（第15図）（長軸204cm, 短軸144cm)

D-3区で検出された。礫は集中するが，掘り込みは確認できなかった。炭化物については，礫

群集中箇所の南側よりに Cパターンが広がり，その外側に Dパターンが広がる。

16号礫群（第15図）（長軸168cm, 短軸84cm)

E-2区で検出された。礫は集中するが，掘り込みは確認できなかった。炭化物については．礫

群の東よりに Cパターンで広がる。

17号礫群（第16図）（長軸168cm, 短軸152cm)

D-3区で検出された。礫は集中するが，掘り込みは確認できなかった。炭化物についてぱ，礫

躾中部分の南西方向へCパターンで広がる。
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第17図 XVI層18号礫群

18号礫群（第17図）（長軸288cm, 短軸86cm)

D・E-2区で検出された。礫は集中するが，掘り込みは確認できなかった。炭化物については，

礫集中部分の北側から散礫方向へCパターンで広がり，その先へDパターンが広がる。
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表 1 礫群の分類

二：三芦紐〗王：□!琴空琴t~~;,:;~::~::~ニ:~;~ きるもの

表2 炭化物の分類

□言；［三戸三戸~:r:ニ：範囲

表3 小礫群の分類

a
-
b
 

掘り込み等の痕跡を訊めないもの

掘り込みの存在が予測されるもの

表4 XVI層礫群の分類

炭化物 炭化物範囲
小 礫 群

挿医 礫群番号 類型 掘り込み

分類 長軸x短軸 (cm)
番号

細分 径(cm) 深さ(cm) 礫数
aの礫数

I II-A類 詳細不明 46X24 ア a 15 
5 

II-B類 C 150Xl24 ア b 36 12 2 16 

ア b 36 10 19 
6 3 II-B類 B・C 228XJ58 

イ a 27 

ア b 32 13 14 
7 4 II-B類 B・C 3!6X236 

イ b 27 II 15 

ア a II 
8 5 IT-B類 B・C・D 320X256 

イ b 38 12 16 

ア a 15 ， 6 Il-B類 A・B・C・D 304X2!2 
イ b 34 10 15 

ア a 18 
7 II-B類 B・C 220Xi80 

イ b 35 10 11 

10 ア b 40 12 23 

8 Il-B類 A・B・C 2'6X192 イ a 11 

ウ a 12 

ア a IO II ， II -A煩 B・C 284X240 
イ a 16 

10 I類 B・C 200X180 
12 

II-B類 B・C 200X128 ア b 26 11 10 17 

13 12 I類 C 160X124 

13 且ぶ類 B・C 232X!88 ア b 34 IO+a 22 
14 

II-A類 C 92X76 ア14 a 5 

15 II-A類 C・D 204X144 ア a 20 
15 

II-A類 C 168X84 ア 33 16 a 
16 17 II-A類 C 168Xl52 ア a 12 

17 18 II-A類 C・D 288X86 ア a 59 

平均値 229 9Xl67 8 33.8 11 0 16.8 18.9 

*'号・14号礫群は平均値評瀬から除く

表s xm層礫群の分類

挿図 礫群番号 類型
炭化物 炭化物範囲 小礫群

分類 長軸x短軸 (cm) 番号

20 
1 I類 80X55 

2 I類 D 90X60 

21 
3 JI A類 D 60X45 ア号

4 I類 D 94X67 
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第21図 xm層 3号・ 4号礫群

2 X皿層礫群

xm層の礫群は，遺跡東よりに 2基ずつがペアになるような形で，計 4基検出された。 1号と 2

号は，約 4m位の距離があるが， 3号と 4号は 2m位しか離れていない。

xm層の礫群は， XVI層に比べ小規模で炭化物の量も非常に少ない。この炭化物の科学年代測定

は18,000年を示しているが，特定するには今後十分な検討が必要である。

1号礫群

B-4区で検出した。 27個で構成された礫群は，やや隼中した部分と，その北側方向にばらけた

散礫状態から成っている。掘り込み及び炭化物は確認できなかった。炭化物については，暗褐色硬

質士ということもあり，検出しにくい。

2号礫群

A・B-4区で検出した。 36個で構成された礫群は，やや集中部分から南側へばらけた状態で1ム

がっている。掘り込みは確認できなかった。炭化物については， Dパターンの状態で確認できるが，

エリアの確認はできなかった。

3号礫群

A-3区で検出した。 25個で構成された礫群は，他の礫群に比べ拳大の大きさの礫が多く，まと

まっている。一部熱を受け破砕したものもある。掘り込みは確認できなかった。炭化物については，

2号同様Dパターンで検出できたが，エリアの確定までは至らない。

4号礫群

A-3区で検出した。 20個で構成された礫群は，ばらけた状態で散在している。掘り込みも確認

できなかった。一部熱を受け破砕した礫もある。炭化物については，わずかに確認できた。
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第 3節出土遺物

旧石器時代の包含層はXW層， XVI層， XV層， XN層， xm層， XII層から総数795点の石器

が出士している。各層から遺物の出土はあったものの，各包含層別の平面ドット図を参照すると，

x川-XVI層でナイフ形石器文化期の 1時期， XV層-XN層でナイフ形石器文化期の 1時期， X

m層-XII層でナイフ形石器文化期の 1時期と合計 3つのナイフの時期にまとめて捉えられる可能

性が高い。ただし客観性を確保するため以下には層ごとの記述を行っていくこととする。

実測図について，ナイフ形石器，台形石器などの定形石器は全て図化を行っている。なお，剥片

等は任意で抽出し，実測を行った。

旧石器時代の石器に用いられている石材は黒曜石，水晶，チャート，頁岩，流紋岩など様々なも

のが使用されており，黒曜石とチャートについては以下に分類をしておく。

黒曜石Aー黒色ガラス質で，白く小さな不純物を多く含む C 大口市日束廂に類似。

黒曜石B一灰色ガラス質で，白く小さな不純物を多く含む C 大根占町長谷産に類似。

黒曜石Cーアメ色ガラス質で，不純物を少量含む。

チャート A一肯灰色を呈し，黒い縞模様が見られる。やや質が悪い。

チャート Bー白っぽい色調を呈し，濃紺色の線が無秩序に見られる。白と紺の割合は不安定である。

チャート C―濃い肯灰色を里し，白い縞模様が若干見られる。良質。

チャート D一緑色を呈し，フィッシャーなどに黄色い成分の付着が認められる。

流紋岩ー黒灰色を呈し，白っぽい斑点が見られる。

1 xw層

x渭層からは総数56点の石器が出上し，うち石核 3点，剥片 3点，敲石 1点の計 7点を図化した。

出土はC, D, E-1, 2, 3区に鯰中している。

(1)石核

4は黒曜石B製の石核である。打面転移の痕跡が見られる。打面調整は行われていない。 5は黒

曜石A製の石核である。単設打面より打面調整を行い輻広の剥片を剥離している。 7はチャート D

製の石核である。打面は 2面あり，それぞれの面より連続的に剥片を剥離している。打面調整は行

われていない。

(2)敲石

6はホルンフェルス製の敲石である。上下両端に使用による痕跡が認められる。下端は尖ってお

り，違った器種に分類される可能性も充分に考えられる。

2 XVI層

XVI層からは総数365点の石器が出土し，うちナイフ形石器 6点，台形石器 5点，掻器・削器 2

点石核11点，敲石 1点，剥片17点の計42点を図化した。定形石器の組成率についてはナイフ形石

器が24%,台形石器が20%,掻器が 8%,石核が44%,敲石が 4%である。

石材は黒曜石ABC, チャート C,水晶，石英，頁岩など多様である。

(1) ナイフ形石器

ナイフ形石器は大型の剥片を利用する一群 (17・18・19) と，小刑の剥片を利用する一群 (12・13・

16)の2つに大きく分けられる。
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第22図 XVII層石器出土状況

大刑の一群は剥片を縦位，横位に利用し，一部にブランティングを施すものである。

小型の一群は求心状に剥離された桑lj片を横位に利用するもの (12・13) と礫皮面を取り込んだ剥

片を素材とするもの (16) とに細分される。前者は次に述べる台形石器B類と同じ技術に比定され

るものである。

(2) 台形伍器

台形石器は素材剥片の剥離技術から

以下の 3つに分類できる。

Aー単設打面から連続して剥離された

幅広の剥片を利用するもの (8・9・10)

B一求心状に剥離された剥片を横位に

利用するもの (14)

C一求心状に剥離された剥片を縦位に

利用するもの (11)

XVI層定型石器組成表

ハンマーストーン
4.0% 

20.0% 

いずれも両側面にブランティングを施すものが主で，一部乎坦剥離が施されているものもある。

(3)石核

石核は剥離技術から大きく以下の 4つに分類できる 3

Aー単設打面から連続して剥片を剥離するもの (38・40・41・42・44・46・48・49)

B一両設打面から連続して剥片を剥離するもの (43)
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第23図 XVII層石器 (1)

C一求心状に剥片を剥離するもの (39)

Dー打面転移を頻繁に行って剥片を剥離するもの (45)

A叫支術が多く，単設打向からの連続剥離が基本であることが理解できる。中には複数の技術の

組み合わせも見られる。これらのことから Aを基本としてその他の技術を利川していることが観察

される。なお，これらの石核から観察される技術はナイフ形伍器や台形h器など同層より出土して

いる剥片石器から観察される剥片剥離技術に対応しており，両者の関連を窺い知ることができる。

(4)掻器・削器 (15・20)

掻器・削器は厚手の剥片の一端に急角度の二次加工を施すことで刃部を形成するものである。

(5) 敲石 (47)

上下両端に使川痕が観察され片側は使用により欠損している。

(6)剥片

剥片は石核と同様の分類で扱う。

A- (21・22・25・26・28・30・32・34・35・36) 

B - (29・33) 

CまたはD-(24・27・31・37) 
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第26図 X VI層石器 (1)

剥片も石核の技術と同様に技術Aが中心となる可能性が高く，お互い関連している。

3 xv層

XV層からは総数80点の石器が出土しており，うち台形石器 3点，敲石 1点，石核 1点，剥片 3

点の計 8点を図化した。遺物はE-2区から B-4区にかけて東西方回に直線状に出土している。

c-3, 4区に集中が見られるが，特にブロックとしての認定は行っていない。

石材は黒曜石ABC, チャート D,頁岩，石英などが使用されている Q
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第27図 XVI層石器 (2)

(1)台形石器

台形石器は単設打面からの連続剥離により得られた剥片を利用するもの (50・51) と，両設打面

から剥離された剥片を利用するもの (52) とに分けられる。
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(2)石核

55は黒曜石C製の石核である。

打面転移を行っている Q

(3)敲石

56は赤色の安山岩製の敲石で

ある。上下両端に使用による敲

打痕が顕著に認められる。側面

も一部使用痕が及んでいる。

(4)剥片

剥片は単設打面からの連続剥

離により得られた剥片 (53・54)

と求心状剥離により得られた刹

第28図 XVI層石器 (3)
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第30図 xw層石器 (5)
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第32図 XVI層石器 (7)
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第33図 XV層石器出土状況
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第34図 XV層石器
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第35図 XN層石器出士状況
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第36図 XN層石器

片 (57) とに分けられる。 54には微細剥離痕が認められる。

4 xw層

XN層からは総数25点の石器が出士しており，うちナイフ形石器1点，台形石器 2点，掻器・削

器 1点，剥片 1点の計 5点を図化した。遺物はC-4区を中心に出土している。

石材は黒曜石C,石英，チャート ABC等が使用されている。

(1) ナイフ形石器

61はチャート A製のナイフ形石器である。礫索材で両面に礫皮面を残している。一部分にブラン

ティング状の二次加工が認められ，ここではナイフ形石器として分類した。

(2)台形石器

台形石器は単設打面からの連続剥離により得られた剥片を利用するもの (59) と，求心状に剥離

された剥片を利用するもの (60) とに分けられる。

(3)掻器・削器

58は石英製の掻器である。小型厚手の剥片一端に急角度の二次加工を施し刃部を形成している。
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(4)剥片

62は単設打面からの連続剥離により剥離された原手の剥片である。チャート B製である。

5 X皿層

X Ill層は本遺跡の旧石器層で最も豊富な定形石器を出tする包含層で，総数159点が出七してい

る。 A~Dの 4つの遺物集中箇所が検出され，ブロックとして認定した。ブロックの認定に当たっ

ては視覚的な遺物の集中のみを考慮しているため，同一ブロック内で石材が数種類存在することも

あり得る。総数159点中ナイフ形石器19点，石核16点，三稜尖頭器 4点，掻器・削器 8点，敲石 1

点，剥片35点，器種不明の基部 1点の計84点を図化した。 XIIl層全体の定形石器の組成比率はナイ

フ形石器39.6%,石核33.3%,三稜尖

頭器8.3%,掻器・削器16.7%,敲石

2.1%である。

石材は黒曜石ABC, チャート A

CD, 頁岩，石英，水品，流紋岩等

が使用されている。

5-1 分類

xm層は定形石器量が多いため，

層全体における器種毎の分類を行う。

(1) ナイフ形石器

三稜尖頭器

8.3% 

XIll層定型石器組成表

ハンマーストーン
2.1 % 

石核
33.3% 

ナイフ形石器はその形態的特徴からまず大きく 2つに分けられる。

A一薄手の剥片を素材とするもの (63・64・65・66・67・68・69・70・78・80・81・82・83・84・85)

Aは素材剥片の剥離技術からさらに細分される。

A-1: 単設打面からの連続剥離により得られた剥片を素材とするもの (64・67・69・80)

A-2: 求心状剥離，あるいは打面転移の石核より得られた剥片を素材とするもの

(63・65・66・68・70・78・81・82・83・84・85) 

Bー厚手で縦長，三稜尖頭器状を里するもの (71・72・73・74) 

(2)石核

石核は剥離枝術から大きく以下の 4つに分類できる。

Aー単設打面から連続して剥片を剥離するもの (134・135・136・138・139・140・143・144)

B一両設打面から連統して剥片を剥離するもの (133)

C一求心状に剥片を剥離するもの (145)

Dー打面転移を頻繁に行って剥片を剥離するもの (131・132・137・141・142・146)

Aを基本とするところはXVI層と同じであるが， Dの技術が多いことがXVI層と異なるところで

ある。

(3)三稜尖頭器

三稜尖頭器はいずれも腹面の甚部に平坦剥離を施す特徴的なものである。

(4)掻器・削器

掻器・削器は刃部形成の技術から以卜の3つに分類できる。
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第37図 XIII層石器出上状況
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第41図 XIII層石器 (4)

A: ・刃角が急角度で腹面からのみの二次加工が施されるもの。 (108・110・113・114・116)

B-1: 刃角が浅く，腹面からのみの二次加工が施されるもの。 (112)

B-2: 刃角が浅く，腹面・背面両面に二次加工が施されるもの。 (lll・115)

(5)剥片

剥片は石核と同様の分類で以下に扱う。

A - (87・88・89・90・92・93・94・95・97・101・102・104・106・118・119・120・122・123・124・128・129) 

B - (96・99・100) 

C (98・105-121・126・127) 

,L 
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第44図 xm層石器 (7)

-205-



ら
-,.1 し嵐'-- .. --.. 

二
[□

り

史

二，
賣

I 

＼ 

＼ 

＼ゞ'~
芦 8

亨
~I ゜

、ロ(¥/

m
 Se1 

4
 

2
 

122/:111 

＇ 
｛
 ＇ ，

 

プ
>

-206-



て

星 m
128 

~ 

△, ~ 
第46図 xm層石器 (9)

~207~ 



直に▽
132 

0

-

．
 

m
 

C

-

L

 

5
 

邑
135 

第47図 xm層石器 (10)
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第49図 XIII層石器 (12)
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D - (117・125・130) 

Cまたは D- (86・91・103) 

剥片も石核と同様， Aを基本としてその他の技術を利用している様子が窺える。

5-2 各ブロックの概要

各ブロックの概要を以下に述べる。

(1) Aブロック

AブロックはA-3区を中心に 5X6mの範囲で遺物が集中しており，当該居における最大のブ

ロックである。ナイフ形石器16点，掻器・削器 4点，伍核 8点，敲石 1点，三稜尖頭器 3点を組成

している。石材は黒曜石，頁岩，チャートなど多様である。

Aブロック伍器組成里鼠表

ナイフ形石器 1 掻器・削器

16点 I 4点

石核

8点

敲石

1点

三稜尖頭器

3点

120.40 g I 86.38 g I 154_00 g I 36.78 g I 14.07 g 

(2) Bブロック

BブロックはB-2区を中心に 2X3mの範囲で遺物が巣中しており，チャートを主体とする小

規模なブロックである。石核 1点，掻器・削器 1点を組成する。

Bブロック石器組成重鼠表

掻器・削器

1点

84.87 g 

(3) Cブロック

CブロックはD 2・3区を中心に 8X12mの範囲で遺物が集中しており，黒曜石と頁岩が主体

のブロックである。ナイフ形石器 1点，掻器・削器 2点，石核 1点，三稜尖頭器 1点を紺成する。

Cブロック石器組成重鼠表

ナイフ形石器 1 掻器・削器 石核 三稜尖頭器

1点 I 2点

2.45 g 

(4) Dブロック

DブロックはB-3区を中心に 4X

4mの範囲で遺物が集中しており，チ

17.35 g 

1点

16.48 g 

1点

14.18 g 

各文化層ごとの石器組成の変化

ャートを主体とするブロックである。

ナイフ形石器 2点，石核 1点を組成す

る。

Dブロック石器組成重星表

ナイフ形石器

竺
7.67 g 

石核

1点

81.83 g 

器

種

台形石器

ナイフ形石器

゜
10 20 30 40 

芦~:j
亡xm-xn層

点数
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(5) Eブロック

EプロックはD-3区を中心に 7X 5 mの範囲で遺物

が集中しており，石核 3点を組成する 3 伍材は流紋岩，

赤色チャート，頁岩，水晶など多様である。

(6) Fブロック

Eブロック石器組成重量表

石核

3 点

772.2 g 

Fブロ、JクはC-2区を中心に 4X4.5mの範囲で遺物が集中しており，石核 1点を組成する。

石材は黒曜石で，重量8.93gである。

6 XII層

A-D-2・3・4区に分布が認められる。また，ナイフ形石器等の主要石器はA-3区に集中

する傾向が読み取れる。

ナイフ形石器 (5点），三稜尖頭器 (1点），掻器 (1点），二次加工痕のある剥片 (3点）を主

1本に，折術剥片 (5点）が加わる構成である。なお，石核 (1点）も存在し，剥片やチ、j プ も一定

の範囲に分布することから石器製作が行われた可能性を指摘できる。また， 168の細石刃に近い資

料もあるが，細石核等は認められない。

(1) ナイフ形石器 (147・148・149・153・155)

1471よ切出形石器と呼称されるもので，本体の二側縁に刃潰し加工を施し，刃部は斜めに設定さ

れている。正面と裏面の剥離方向はほぼ直行し，刃潰し加工は裏面から実施している。 148は厚手

の剥片を用いたもので，左側縁に急角度の刃潰し加工を観察できる。 149は気泡の多い黒曜石を使

用したもので，左側縁の内外面に刃潰し加工を施し，右側縁は剥離面をそのまま活かしている。先

端部は欠落しているが，刃部は斜めに設定されている。 153は断面三角形の一側縁に刃潰し加工を

施したもので，先端の一部は欠損している。 155は基部が欠落したもので，二側縁に刃潰し加工が

認められ特に，右側縁は明瞭である。正面が摂理面に該当するようで確実ではないが，裏面と剥離

方向が異なるようである。

(2)三稜尖頭器 (154)

体部右側が大きく欠損したものと判断している。稜の高い剥片素材に裏面から急角度の調整剥離

が認められるが，後退した感は否めない。

(3)掻器 (156)

正面の一部に礫面を残すことから，円礫を分割したものを使用したと判断される。刃部は両側縁

に裏面からの急角度剥離で設定され，上下両端も分割しているが特に刃部形成は認められないc

(4)二次加工痕のある剥片 (150・152・172)

152は不定形剥片の一部に加工を加えたもので，その形状から削器様の機能は備えていると思わ

れる。 150は第1剥片の一部に二次加工が認められ，左側縁には使用痕らしき微細な痕跡を観察でき

る。 172も不定形剥片の一部に粗い二次加工が認められる。

(5)折断剥片 (159・160・161・165・170)

160を除き単設打面をもつ縦長剥片を分割している。素材剥片としての機能ぱ充分備えていると

思われるが，これらを索材とした石器は確認されない。
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(6)石核 (174)

174は両側縁を構成する剥離面は先行する剥離で，不定形な剥片を生産している。図示した作業

面は最終面に相当し，狭小な打面から縦長剥片を剥ぎ出している。

E
 

D
 

c
 

B
 

A
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6 

， 
0 

.. ...... .. ：ヽ .. 
.. ▲ 
． ....'¥. .. .. ヽ

159 15,'4 , .. ...... ... .. .. ..,. 
" • も .. ▲ 

*149 • • .. 
.. .. ▲ 

,. .. .... 
•170 .. .. .. .. • : .. 157J.J174 

... .. .. . .. ... ... 

,.56 1116660 19--J</2 --4 **111154555 8 3 2 

.. .. .. 
▲ 

... 
' 147 

□ 171 .. 
“ .. .. .. ＊ 
▲ .... 

▲ 
.... .... .. .. .. • ▲ 173 .. .. 

.. 公..; .r. .. 1680 ▲ i 150• ~. .. .. .. ▲ 172 
158 ... .. -.. .. .. 41. .. 

か .. 'i. 67 t 
1 .. 

トそふ164 

A.166 .. 
.. ▲ ....  t 1合.. .. .. .. .... .. .... .. 

公.. I'- •163 

.. .. 
.. .. .. 

！ 

.. 

• 
.. 

j .... 

◎ マイクロブレード ＊ナイフ

• スクレイパー ▲ フレーク・チップ

゜
10m 

*―稜尖頭器

第50図 XI~XII石器出土状況

-213-



147 

_ 152 
'--""" .. ツ -ヲ

いん月△
乙 148

｀ [ ［： こ〗 154
O 5cm 

ヒ=:1_ I I Iゴ

>-,~,,,

喜~~
‘、_9'・ー‘ヽ＼硲石

一

層

4ー

I

I

2

 

x

-

[
 

図

瓢
，
芝
醐



[
 

□

ロロ158

八
こ

95
 

~ ~ 

冒言疇
公苓~160 ~161 ~ 亨 162

て委~159

疇
~ 

I I 

攣こ喜9口鬱t~~y
必

／ 

遷 i I I I I s「こ二:::>,~

cロ一釘
三 166 168~169 

こ応 憂臼
塁臼◎鬱躙

167~170 

第52図 X II層石器 (2)

-215-



。
」

_l
m
 

5
ー

ご言シ

曇 m

第53図 X IT層石器 (3)

表 6 石器観察表 (1)

挿図 番号 層 器 種 長さ (cm) 輻(cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石 材 備 考

1 X VH 剥片 1.82 1.58 0.70 1.38 水晶

2 XVII 剥片 4.68 2.51 0.75 11.35 黒曜石

23 3 XVII 剥片 3.30 1.76 0.72 3.49 黒曜石

4 xw 石核 2.28 3.02 2.43 11.25 黒躍石

5 X軋 石核 2.98 3.68 3.08 28.18 黒曜石

24 
6 XVII ハンマー・ストーン 6.15 4.97 3 71 149.13 ホルンフェルス

7 XVII 石核 2.76 5.48 3.78 61.38 チャート

8 XVI 台形石器 2.52 2.10 0.72 3.17 貞岩

， XVI 台形石器 2.08 1.70 0.77 1.56 頁岩

10 XVI 台形石器 2.75 1.88 072 2.50 石英

26 
11 XVI 台形石器 2.67 2.32 0.98 4.08 石英

12 XVI ナイフ形石器 2.78 1.75 0.95 3.41 黒曜石

13 XVI ナイフ形石器 3.46 1.25 142 6.73 黒曜石

14 XVI 台形石器 2.48 1.30 0.66 1.46 黒曜石

15 XVI 掻器 3.00 3.20 1.95 11.91 石英

16 XVI ナイフ形石器 2.48 1.92 0.80 2.78 石英

27 17 XVI ナイフ形石器 5.72 2.85 1.32 16.45 黒曜石

18 XVI ナイフ形石器 4.97 3.70 1.22 ？ 
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表 7 石器観察表 (2)

挿図 番号 層 益ロロ 種 長さ (cm) 幅(cm) 限さ (cm) 重さ (g) 石 材 備 考

27 19 XVI ナイフ形石器 6.51 4.27 2.30 44.08 黒曜石

20 XVI 掻器 3.72 2.57 0.90 6.61 石英

21 XVI 剥片 4.02 2.88 0.93 11.72 チャート

22 XVI 剥片 2.56 2.40 062 2.17 石英

28 23 XVI 剥片 3.41 2.18 0.90 4.31 黒曜石

24 XVI 剥片 5.00 3.85 1.39 17.83 頁岩

25 XVI 剥片 3.86 1.50 1.15 3.41 黒曜石

26 XVI 剥片 4.25 2.72 114 6.84 頁岩

27 XVI 剥片 1.85 1.50 060 1.06 頁岩

28 XVI 剥片 1.72 2.14 0.58 1.46 石英

29 XVI 剥片 2.02 1.71 067 1.74 水晶

30 XVI 剥片 1.72 2.20 125 2 84 水晶

31 XVI 剥片 2.30 1.90 0.65 2.64 黒曜石 使用痕有り

29 32 XVI 剥片 2.11 2.50 083 3.55 黒曜石

33 XVI 剥片 2.43 3.49 080 3.65 黒曜石

34 XVI 剥片 3.45 2.30 0.98 5.29 黒躍石

35 XVI 剥片 3.10 3.00 1.00 6.02 黒曜石

36 XVI 剥片~ 3.92 2.30 1.27 7.18 黒曜石

37 XVI 剥片 4.06 2.58 1.01 8.11 黒躍石

38 XVI 石核 1.65 2.00 1.83 5.91 石英

39 XVI 石核 1.66 2.43 2.75 8.53 黒曜石

30 
40 XVI 石核 2.20 2.80 2.10 9.65 黒曜石

41 XVI 石核 2.90 2.85 4.22 29.23 チャート

42 XVI 石核 2.84 2.93 2.95 23.41 黒曜石

43 XVI 石核 2.16 3.98 3 05 23.98 黒曜石

44 XVI 石核 4.25 5.60 2.97 58.64 チャート

31 45 XVI 石核 5.08 3.40 2.70 37.96 黒曜石

46 XVI 石核 3.93 4.78 3.52 74.67 頁岩

47 XVI ハンマー・ストーン 5.52 2.89 1.61 32.32 ホルンフェルス ストーン・ストレッチャー

32 48 XVI 石核 3.63 4.50 4.70 66.27 黒曜石

49 XVI 石核 3.25 6.35 4.92 102.21 安山岩

50 XV 台形石器 2.42 1.56 0.85 2.32 黒曜石

51 XV 台形石器 2.52 2.08 0.81 3.61 チャート

52 XV 台形石器 2.04 1.63 0.90 2.71 黒曜石

34 
53 XV 剥片 2.32 3.52 0.88 4.22 黒躍石

54 XV 剥片 2.10 3.60 0.90 5.50 伍英 使用痕有り

55 XV 石核 3.25 2.49 3.72 33.93 黒躍石

56 XV ハンマー・ストーン 4.30 2.85 2.47 41.31 安山岩

57 XV 剥片 3.80 2.35 1.38 3.68 頁岩

58 XN 掻器 1.33 2.25 1.10 272 石英

59 XN 台形石器 2.22 2.20 1.02 3.27 黒曜石

36 60 XN 台形石器 2 80 2.60 0.81 3.57 黒曜石

61 XN ナイフ形石器 3.80 2.35 1.38 8.91 チャート

62 XN 剥片 6.45 4.25 2.33 51.68 チャート

63 XIII ナイフ形石器 3.55 1.92 8.50 2.45 流紋岩

64 xm ナイフ形石器 3.95 1.75 0.87 460 チャート

65 xm ナイフ形石器 4.58 1.85 1.14 7.30 シルト質頁岩

38 
66 xm ナイフ形石器 4.45 2.13 1.15 9.62 チャート

67 xm ナイフ形石器 3.98 1.82 1.05 5.24 チャート

68 XIII ナイフ形石器 3.82 2.20 0.80 5.02 チャート

69 xm ナイフ形石器 4.12 1.82 1.80 6.81 チャート

70 xm ナイフ形石器 5.41 1.96 1.16 10.40 頁岩

71 xm ナイフ形石器 4.46 1.73 1.35 5.84 チャート

39 72 xm ナイフ形石器 5.66 1.70 1.48 9.52 頁岩

73 xm ナイフ形石器 4.93 1.70 1.98 12 76 頁岩
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表 8 石器観察表 (3)

挿図 番号 層 器 種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 菫さ (g) 石 材 備 考

74 xm ナイフ形石器 5.25 1.90 1.46 10.73 頁岩

39 
75 XIII 三稜尖頭器 1.71 1.40 0.90 1.77 チャート 基部碁部の裏面加工

76 X Ill 三稜尖頭器 2.95 1.68 1.15 4.77 流紋岩 甚部基部の裏面加工

77 xm 三稜尖頭器 5.03 1.28 1.36 7.53 黒曜石

78 xm ナイフ形石器 2.40 2.78 1.36 5.76 チャート

79 xm 三稜尖頭器 4 98 1.93 1.80 14.18 黒曜石

80 XIII ナイフ形石器 3.15 1.62 0.89 3.48 頁岩

40 
81 xm ナイフ形石器 2.52 1.82 0.65 1.91 チャート

82 xm ナイフ形石器？ 5.95 2.00 1.97 14.72 チャート 二方向からの背面加工

83 xm ナイプ形石器 3.25 2.51 1.40 6.59 チャート

84 XIII ナイフ形石器 3.20 2.25 1.12 5.50 黒曜石

85 xm ナイフ形石器 3.95 2.63 1.80 12.22 チャート

86 XIII 剥片 1.45 1.68 3.30 0.61 頁岩 折断剥片

87 xm 剥片 2.54 1.58 0.42 1.06 流紋岩 折断剥片

88 XIII 剥片 2.15 2.75 1.06 4.63 チャート 折断剥片

89 XIII 剥片 2.28 3.10 1.10 5.26 黒曜石 折断剥片

41 90 XIII 剥片 2.92 2.72 1.17 5.94 チャート

91 xm 剥片 2.25 1.78 0.43 0.90 チャート

92 XIII 剥片 2.65 1.93 0.72 2.97 チャート

93 x皿 剥片 3.65 2.48 1.26 5.93 チャート

94 XIII 剥片 3.78 1.95 0.60 3.8fi 流紋岩

95 XIII 剥片 1.78 2.32 0.55 1.62 流紋岩

96 XIII 剥片 2.00 3.30 0.75 3.24 チャート

97 XIII 剥片 2.05 2.67 1.10 4.05 チャート

98 xm 剥片 2.50 2.60 0.98 3.48 黒躍石

99 XIII 剥片 1.72 1.63 0.65 1.15 黒曜石

42 
100 XIII 剥片 1.62 2.40 0.76 149 チャーIヽ

101 XIII 剥片 2.50 2.78 0.88 3.93 黒曜石

102 XIII 剥片 1.30 2.07 0.40 0.60 チャート

103 XIII 剥片 2.08 3.10 0.60 2.19 チャート

104 XIII 剥片 2.38 3.92 8.80 6.69 頁岩

105 xm 剥片 2.60 2.59 1.02 3.22 チャート

106 XIII 剥片 2.40 4.00 0.88 3.64 流紋岩

107 X Ill 甚部？ 3.81 4.22 1.71 20.87 チャート

43 
108 XIII 削器 3.92 3.65 1.83 22.84 チャート

109 x皿 ハンマーストーン 5.85 3.50 2.12 36.78 砂岩

110 XIII 削器 7.50 5.22 2.01 84.87 チャート

111 X DI 掻器 2.67 2.30 1.30 5.77 白£馬瑞

112 XIII 削器 5.18 2.75 1.50 19.41 黒曜石

44 
113 X Ill 掻器 3.25 3.00 1.55 11.88 黒曜石

114 XIII 掻器 3.68 2.48 1.71 11.58 黒曜仁

115 xm 掻器 2.66 3.30 1.38 10.68 黒耀石

116 XIII 削器 3.68 5.26 1.97 32.45 黒曜石

117 X Ill 剥片 2.37 3.60 1.00 6.66 チャート

118 XIII 剥片 3.76 3.15 1.05 5.98 安山岩

119 x皿 剥片 2.08 2.20 0.60 2.19 チャート

120 x皿 剥片 3.12 1.70 1.17 4.88 流紋岩

45 
121 xm 剥片 3.87 4.32 1.18 10.88 チャート

122 x皿 剥片 2.22 2.30 1.10 赤色チャート 142と接合

123 XIII 剥片 11.00 4.18 1.15 10.06 安山岩

124 XIII 剥片 3 20 2 05 0.95 4.54 チャート

125 XIII 剥片 2.26 1.40 0.55 1.24 チャート 使用痕有り

126 XIII 剥片 4 07 3.49 1.35 11.66 黒曜石

46 
127 xm 剥片 4.05 2.36 1.25 9.84 チャート

128 XIII 剥片 6.62 4.52 2.12 42.97 流紋岩
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表 9 石器観察表 (4)

挿図 番号 層 命ロロ 種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石 材 備 考

129 xm 剥片 6.12 2.95 1.62 14.18 流紋岩
46 

130 xm 剥片 8.00 4.35 2.24 54.59 チャート

131 xm 石核 2.45 3.08 2.28 16.48 黒曜石

132 xm 石核 1.53 2.70 2.20 8.69 チャート

133 xm 石核 3.11 3.61 3.83 29.44 頁岩
47 

134 XIII 石核 2.21 :Z.49 3.28 14.45 頁岩

135 xm 石核 1.95 3.85 2.12 14.03 チャート

136 xm 石核 3.82 5.30 2.73 42.22 黒曜石

137 xm 石核 2.29 2.16 1.80 6.23 水晶

138 XIII 石核 1.60 2.95 2.12 8.93 黒曜石

139 XIII 石核 3.76 2.46 1.29 8.96 白i馬瑞
48 

140 xm 石核 2.88 3 60 3.92 33.40 赤色チャート 122・142を接合

141 xm 石核 3.90 6.00 2.85 36.21 チャート

142 xm 石核 2.92 3.70 3.21 赤色チャート 122と接合

143 xm 石核 3.52 4.16 4.55 ？ 

144 xm 石核 5.85 4.90 5.32 131.40 チャート
49 

145 xm 石核 3.93 6.72 4.42 81.83 チャート

146 xm 石核 6.65 10.00 9.73 738.00 流紋岩

147 X II ナイフ形石器 2.32 1.22 0.55 1.16 チャート

148 X II ナイフ形石器 1.60 1.50 0.82 1.28 頁岩 基部欠洛

149 XII ナイフ形石器 2.85 2 13 0.91 5.19 黒躍石

150 X II 剥片 3.22 1.65 0.93 4.06 頁岩

151 X II 剥片 2.07 1.50 0.60 1.31 黒曜石 /Jllエ痕のある剥片
51 

152 X II 剥片 3.92 2.76 0.96 8.07 チャート

153 X IT ナイフ形石器 4.13 1.15 1.10 4.98 チャート ー側縁加工

154 X II 三稜尖頭器 4.03 1.90 1.25 5.64 黒曜石 未製品？

155 XII ナイフ形石器 2.82 2.95 0.72 5.07 チャート 甚部欠落

156 XII 掻器 3.80 3.45 1.80 22.29 黒曜石

157 XII 剥片 2.15 2.42 0.38 1.48 頁岩

158 XII 剥片 1.45 1.63 0.55 0.93 頁岩

159 X II 剥片 2.05 1.50 0.45 1.13 頁岩 折断剥片

160 X II 剥片 2.07 2.13 0.85 3.67 チャート 折断剥片

161 X II 剥片 2.20 1.54 0.55 1.67 チャート 折断剥片

162 X II 剥片 1.75 2.25 0.45 1.43 黒曜石

163 X II 剥片 1.22 2.30 0.85 1.89 黒曜石 折断剥片頭部の折断

52 164 XII 剥片 2.56 1.95 0.70 2.61 黒躍石

165 XII 剥片 3.15 2.25 0.70 5.13 黒曜石 折浙剥片

166 XII 剥片 2 20 2 25 095 4 05 頁岩

167 X Il 剥片 2.76 2.45 0.40 1.98 頁岩

168 X II 細石刃？ 1.00 0.62 0.25 0.10 黒曜石

169 X II 剥片 2.00 2.62 0.50 1.73 チャート

170 X II 剥片 1.53 1.60 0.53 0.82 黒曜石 折浙剥片

171 X II ブランク（母核） 1.15 1.40 1.20 1.50 黒曜石

172 XII 剥片 4.18 3.63 1.15 9.09 チャート 加工痕有り

53 173 XII 剥片 2.85 2.88 1.25 8.53 チャート

174 XII 石核 3.87 3.90 2.10 25.79 頁岩
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第 4章縄文時代草創期の調査

第 1節調査の概要

縄文時代草創期の遺構及び遺物は，第X層から検出されている。調査区域の第X層は，全体にわ

たり良好に堆積している。しかし，場所によっては1X層のサツマ火山灰の堆積状況が悪<, VIII層と

の分層が難しい箇所もある。

出土遺物は調査区域の北側の狭い範囲に散在した状態であった。遺物の量も極めて少ない。

遺物のなかで上器は小破片に加え，貝殻刺突文や条痕文も確認できることより，南九州の縄文早

期前半の土器に類似していることを考慮し，図化しなかった。

石器では，石鏃，剥片，チップが出土した。石器の量も極めて少ない。

遺構としては，調査区東側の台地の縁辺部に沿って落し穴状遺構 2基を検出した。 2号の上面プ

ランが一部掘削されて全体像はつかめないが，形状や深さは 1号と似ている。

第2節遺構

第X層から 2基の落し穴状遺構が検出された。 2基の落し穴状遺構は，調査区域東側の台地の縁

辺部に沿って検出された。そのうち 2号落し穴状遺構は土層断面で検出されたものである。

1号落し穴状遺構（第54図）

1号落し穴状遺構は， XI層上面で検出したが埋土に1X層のサツマ火山灰が堆積しており，草創

期の落し穴状遺構として判斯したものである。上面プランは楕円形を里し，長軸107cm,短軸75cm,

底面の長軸62cm,短軸42cm,深さ 115cmである。逆茂木痕は確認できなかった Q

2号落し穴状遺構（第55図）

2号落し穴状遺構は，土層浙面で検出されたもので北側部分が一部掘削されている。上面プラン

ぱ楕円形を呈し、残存部分での長軸ぱ125cm,短軸が112cm,底面の長軸92cm,短軸45cm, 深さ 117

cmである。埋土には1X層のサツマ火山灰が上部にレンズ状堆積していた。底には逆茂木痕と思われ

るピットが 5基確認され，逆茂木痕内の埋土はX層が腐食したと思われる暗褐色土が検出された C

第 3節出土遺物

1 土器

第 X 層の土器は， A-6 区及びB-4•6 区から出土した" A-6区及びB-4区から数十点出

土したが，いずれも小破片で摩耗している。 B-612{出土の土器は，黒褐色の色調の口縁部で，内

側・外側ともにナデて器面調整を行っている。胎土・焼成も良好である。同じ区より出土した上器

は黄褐色の胴部で，摩耗してるため器由謂整ははっきりしないが，貝殻刺突状の施文が確認できる。

もう 1点の土器片は、黒褐色の色調の胴部で，内側に条痕の器面調整が見られる。これらの土器は，

従来知られている形態から見ると縄文早期前半の貝殻文土器特有の形状と整形手法に近い。
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①～④は共通して黄橙色パミスをまばらに含む黒褐色士。

① 黄橙色パミスの割合が多い。

② ①より黄橙色パミスの数が少なく，③よりは多い。

R ②より黄橙色バミスの数が少なく，④よりは多い。

④ 黒褐色土に黄橙色バミスがまばらに混ざる。

50cm 

第54図 XI層地形図及びX層 1号落し穴状遺構
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L=392.80m~ 

-,  ① 2-,ommの黄色パミス・粗粒の黄褐色火山灰がレンズ状に堆積。

パミス・火山灰ともにサツマ火山灰。

② 黒色土。粘質があり比較的やわらかい。 2-,ommの黄色パミスが

①より少ない。 X層の白色微粒子が散在。

③ ②よりやや明るい。粘質があり，やわらかい。若Tパミス・ XI

層が混ざる。

④ ③よりかなり明るい。 XI層と混ざる。やわらかい堆積状況。
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2 石器

石鏃 2点と剥片，チップが出土している。

177の石鏃は，透明度の高い黒曜石を使用したもので，微細な剥離で仕上げている C 178は縞状の

斑紋を持つ流紋岩を使用したもので．脚部の長さが均ーではない。 175の剥片は178と石材を一にす

る。 179と180の剥片は落し穴状遺構から出十＾し， 179は177の黒曜石と同一と見られるが， 180は産

地を異にする。 176は摩耗面を持つ良質の円礫素材で，斑紋を持たない灰黒色の流紋岩である。

表10 石器観察表 (5)

挿図 番号 層 器 種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石 材 備 考

175 X 剥片 3.05 3.17 0.55 5.17 流紋岩

176 X 剥片 2.90 3.62 1.20 10.47 流紋岩

58 
177 X 石鏃 0.90 0.90 0.20 0.11 黒曜石

178 X 石鏃 1.60 1.60 0.43 0.76 流紋岩

179 X 剥片 1.48 1.07 0.18 0.17 黒曜石

180 X 剥片 2.15 2.30 0.92 3.12 黒曜石
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第 5章縄文時代早期の調査

第 1節調査の概要

縄文時代早期の遺構及び遺物は，第VI-VII層で検出されている。これら早期の包含層はV層下部

のアカホヤ火山灰 (6,300年前）と， IX層の桜島起源のサツマ火山灰 (11,000年前）の問に挟まれた

層にある。さらにVI層の下部VIb層は，桜島起源の火山灰Pll(7,400年前）であり，遺構・逍物の

年代特定に役立っている。

出土遺物は調査区全般から出土しているが，出土量は少ない。

土器は，前乎式土器，古田式土器，押型文土器，塞ノ神A式 ・B式土器，苦浜式土器，右京西式

土器と，多くの型式が出土した 3 早期の土器片の総数は約50点である Q

石器では，石皿破損品，磨石，局部磨製石斧や石鏃等約20点の石器が出土している。出土箇所は

B-E-2-4区の範囲に集約し，土器の出土状況とも重なる。

遺構としては，落し穴状遺構1基，集石2基を検出した。

第 2節遺構

VI b層上面で1甚の落し穴状遺構が検出された。（第59図） B-2区の北東方向へ緩やかに傾斜す

る位置に配置されていた。（ただし，コンタラインはV層のものである。）上面プランは隅丸長方形

を里し，長軸100cm,短軸55cm,底面の長軸90cm,短軸44cm,深さ78cmであった。埋土にVb層の

アカホヤ火Lil灰が堆積していた。下面に逆茂木痕と思われるピットが1甚確認できたため、半歓し

調在したが樹痕の可能性が高い。検出面はVIb層であるが掘り込み血はVIa層と推測される。

集石遺構

B-4図 C-3区で崖石 2基が検出された o VII層下面で検出され，その標高は 1号で394.50m,

2号で393.90mである。

1号集石

20個の礫が長径100cm,短径90cm以内に，中心部がはっきりしない散在した状態で検出された。

礫は赤色化し，割れかけているものが多く火を受けて焼けたものと思われる。礫の大きさは，長径

5 cm前後のものから10cm前後のものまであり，形状も一定しない。石質は大半が安山岩で，次いで

花岡岩である。頁岩も2個確認できた。掘り込み等は確認できなかった。

2号集石

10個の礫が長径50cm,短径30cmの円形に近い状態で検出され，その固囲にも 4個の礫が散在して

いた。礫の中には焦げたような黒いシミのある礫も確認された。礫の大きさは10cm前後の拳大で比

較的そろっている。石質は大半は花尚岩で 2個は安山岩であった。 1号同様掘り込み等は確認でき

なかった。また炭化物や焼土も確認できなかった。

第 3節出土遺物
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1 土器

1類土器 (2・3・4)

2・3・4のt器で，器壁は 4-5 mmと薄く，規則性を持った斜位の貝殻条痕仕上げの上位に貝

殻刺突線を縦方向に刺突している。色調等の観察から 2と3は同一個体の可能性が馘い。 4は，焼

成がより良好な資料である。いずれも円筒形土器で，内面の整形は縦方向のケズリが認められるが

工具ば走かでない3

2 類土器 (1• 5) 

1の器壁は 5mm程と薄く，口唇部の狭い平坦面に縦方向のヘラ刻みを密に規則的に施し，口縁端

部は直に立ち上がる。口縁部直下には施文具に貝殻腹縁を用い，口縁部に並行して横位 3列の貝殻

刺突線文（貝殻復縁刺突線文）が施され，更に，刺突線文の下位に縦位の楔形突帯が貼りつけられ

る。楔形突帯の周辺は丁寧にナデられ，突帯の上面は鋭いヘラ状工具で横位に刻まれている。なお，

突帯間は 5- 6 mm程と狭く，突帯を貼りつけた後，貝殻腹縁部を緩やかに押しり1いている。内面は，

ヘラ状工具によりT寧にナデて仕上げている。 5は胴部資料で，貝殻腹縁の押し引きである c 胎土

には多雇の石英粒を含み，内面は丁寧にナデて仕上げている。

3類土器 (6・7・8・9・10・11)

5点とも胴部資料で，器面は明瞭な横方回の貝殻条痕で仕上げている。 11は底部の接地面を残す

と判浙したもので，胴部上拉は直線的に開きながら立ち上がる傾向を示している。

4類土器 (12・13・14・15・16・17・18)

押型文を施文した一群を一括して取り扱っている。文様としては，山形と楕円形に区分される。

12・13は頸部と認識できる資料で，内外面をナデ仕上げた後，山形の押型文を縦方向に回転する手
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第61図 VIl・VI層土器出土状況及び接合図

-228-



法が読み取れる。まず，縦方向に 1条回転し．次に先の施文帯に添い工具を180度移替えて回転す

ることを繰り返し，その結果，菱形の文様を創出している。器壁は薄く 5mm程である。 16は緩やか

に外反する口縁部の内面に横位の山形押型文を残し，工具を180度回転して施文している。なお，

尖りぎみの口唇部はヘラ状工具で刻まれた痕跡がある。 14は小破片で， 16と同一個体と判断してい

る。 17は口縁部， 18は頸部， 15は胴部屈曲部で，楕円形の押型文を施文している。 17の口縁部は大

きく外反し，内面上位（ベルト状）と口唇部に同一のエ具で施文が認められる。

5 類土器 (20• 21• 24• 41) 

内面は明赤褐色を呈し，横方向の条痕整形後に指でナデて丁寧な仕上がりを成すもので， 3点と

も口縁部資料で同一個体の可能性が高い。口縁端部の 4隅が山形に突出すると思われ，口唇部外面

は刻まれ，また二菫口縁のくの字の屈曲部に一条巡らした微隆起線も同様に刻む。施文は浅く並行

する沈線で，幾何学の三角形が構成される。

6 類土器 (22• 23• 25~40) 

23以外は極めて類似する資料で， 25がその特徴を表し，口縁部は若干開く傾向を示している。ロ
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唇部は平坦面で，外面端部には縦位の貝殻刺突線を一巡し，以下は規則性を持つ条痕と貝殻刺突線

を組み合わせたことを示している。器壁は10mm程と厚く，重量のある仕上がりが説み取れる。

7類土器 (42~49)

いずれも大粒の石英粒を胎土に含む特徴を指摘でき，更に， 43とそれ以外に 2分される。 43のU

唇部は外に尖り浅く刻まれ，斜行する隆帯もヘラ状の鋭い工具で刻まれる。他の口唇部は平坦面を

成し，端部は深く明瞭に刻み，口縁下位の横走する隆帯の刻みも明瞭である。

8類土器 (50・51)

灰褐色の色調を成し，焼成が極めて堅緻で硬質な資料で，内面は人念なケズリの痕跡を残し．ロ

縁部付近はその後ナデて仕上げている 3 器墜は 5-7 mmと薄く，狭い口唇部は規則的に直行するエ

具刻みが施される 3 器形は口縁部が最大経となる鉢形である。
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表11 土器観察表 (1)

番号 出七区 層位 部位 胎 t 焼成 内面色調 外面色調 内面器面凋整 外面器由凋整

I D-2 lll LI縁部 石•長角・細礫 普通 黄褐色 橙 ナデ
ナデ ロ唇部刻み 口縁部日黄位 3段の貝殻刺突文、

縦1立2列の楔形突帯

2 B-2 111 胴部 石•長角 普通 黄褐色 橙 ケズリ
貝殻条痕 貝殻刺突線文 摩耗して文様かはっきりし

なしヽ。

3 B-3 w 胴部 石•長・角 袢通 褐色 橙 ケズリ 貝殻条痕 貝殻腹縁の刺突

4 C-2 w 胴部 石長・角 良 橙色 褐色 ケズリ 条痕縦位の貝殻刺突

5 B~z ill 胴部 伍長・角細礫 晋通 黒褐色 褐色 ケズリ 押し引き文

6 イ；明 ¥11 胴部 わ•長・角細礫 普通 黒褐色 棺 ナデ 貝殻条痕 摩耗して文様がはっきりしない。

'/ A-2 w 胴部 1,・ 長・角 普通 黄褐色 明褐色 条限 貝殻条痕

8 E-2 ¥11 胴部 石長・角 将通 黒褐色 橙 ナデ 貝殻条痕， C-2 ¥11 胴部 石•長・角・細礫 普通 明黄褐色 橙 ナデ 貝殻条痕

10 3T 渭 胴部 石•長・角 餅通 黒褐色 黄褐色 ケズリ 貝殻条痕

II E-2 l1I 底部近く 石•長角 普通 患 橙 ケズリ 貝殻条痕

12 A-2 

＂ 
頸部 伍•長角 普通 褐色 褐色 ナデ 山形押型文

13 A-2 

＂ 
胴部 石•長・角 普通 明褐色 明褐色 ナデ 山形押型文

14 C-3 ¥11 頚部 石•長・角 普通 褐色 褐色 ナデ ナデ 内面に山形押邪文

15 B~2 

＂ 
洞部 石・長・角 茸通 黄褐色 黄橙色 ナデ 栴円押型文

16 C-3 

＂ 
11緑部 伍•長・角 曽通 褐色 褐色 ナデ 横位の沈線 内面ぱ山形押型文

17 B-2 111 0縁部 石•長・角 袢通 黄橙色 黄橙色 ナデ 内外共に楕円押型文

18 C-2 111 頸部 石長・角 普通 褐灰色 黒褐色 ナデ 楕円押型文

19 C-2 

＂ 
胴部 伍長・角 普通 暗褐色 黒褐色 ナデ 棒状t具による沈線， LI唇部への刻みH

20 B-3 

＂ 
11緑部 伍長・角 普通 明赤褐色 赤褐色 ヘラナデ

枠状施文具による横位の戊い沈線 LI唇部外側にヘラ

による刻み すす1寸杵

棒状施文具による横ji'.'の戊い沈線 LJ唇部外側にヘラ

21 D-3 ¥I ［］縁部 石•長・角 普通 明赤褐色 赤褐色 ヘラナデ による刻み日 すす付着 ―．重口縁部の境目に刻みを

持つ微隆起線

22 C-3 Via 胴部 石長角 普通 黄褐色 黄褐色 ナデ 撚糸

23 C-3 Via rJ縁部 伍•長・角 普通 黒褐色 黒褐色 条痕後ナデ ナデロ唇部に刻み且

~4 ll-3 Via い縁部 ii・ 長・角 晋通 明赤褐色 赤褐色 ナデ
棒状施文具による横位の浅い沈線 口唇部外側にヘラ

による刻み目 すす付着

25 B-2 Via 口緑部 石長・角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 条痕後ナデ ナ デ 沈 線 貝 殻 剌 突 11唇部'I"坦面

26 B-2 Via LJ緑部近く 石•長・角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナデ 沈線貝殻刺突ナデ

27 C-3 Via 胴部 石•長角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 条痕 ナデ浅い沈線 貝殻剌突

28 B-2 1'la 頸部 石•長角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 条根後ナデ ナデ沈線貝殺剌突

29 C-3 !la 頸部 石・長・角・細礫 不良 赤褐色 赤喝色 ナデ 沈線と縦位の貝殻剌突

30 B-2 Via 恥1部 伍長角細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナT ナテ 、並行沈線

31 C-2 1'la 胴部 わ長・角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナデ ナデ並行沈線

32 C-3 ila 胴部 伍長4月細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナデ 並行沈線

33 C-3 Via 胴部 石•長・角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナデ ナデ並行沈線

34 A-2 Via 胴部 石•長角・細礫 普通 明赤褐色 暗赤褐色 ナデ ナデ並行沈線

35 C-3 ¥la 胴部 石•長角・細礫 杵通 明赤褐色 褐色 ナデ ナデ並行沈線

36 B-2 Wa 胴部 石•長角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナデ ナテ 並行沈線

37 D-3 Via 胴部 伍•長角・細礫 普通 明赤褐色 褐色 ナデ ナデ舵行沈線

淡｝ IT 11a 胴部 石・長角・細礫 普通 暗赤褐色 賠赤褐色 ナデ ナデ並ii沈線乱殻剌突

39 D-3 11a 詞部 石•長・角 梓通 赤褐色 明赤褐色 条痕後ナデ ナデ並行沈線

10 D-3 ¥la 胴部 石•長・角・細礫 不良 暗赤／天色 明赤褐色 ナデ ナデ並行沈線

41 B-2 ¥1a 11縁部付近 石•長・角 普通 明赤褐色 暗赤褐色 ナデ
二菫n緑 L部はヘラナデ ト部はナデ屈曲部に刻み

を持つ微降起線

42 C-4 ¥la 頸部 石•長・角・細礫 不良 暗赤褐色 暗赤褐色 ナデ 沈線貼付突告1戌Ilみt1 (台形）

43 C-3 ¥la 胴部 石•長角・細礫 不良 赤褐色 明赤褐色 ナテ
ナデ II習部外側にヘラによる刻みfl 11縁部下に貼

付突帯し、ヘラで亥ljみt1 (こ角）

44 D-3 ¥la 口縁部 伍長角細礫 不艮 黄橙色 黄橙色 条痕 口縁部直―ドに貼付突帯をし刻みH

45 D-3 ,la I―)縁部 石•長・角・細礫 不良 黄橙色 黄橙色 条痕 口縁部直Fに貼付突帯をし刻みtl

46 E-2 ¥la 11緑部 伍長・角 良 灰黄色 灰黄色 ナデ
条痕後ナデ n唇部に刻み目 すす付杵 刻みを持つ

ワ大"細' 

47 D-3 ¥la 口縁部 石長・角・細礫 イJ艮 黄橙色 黄橙色 ナデ 棒状施文具で刻み目、棒状「．具による刻みH突帯

48 E-2 ,Ia 口縁部 石•長角・細礫 不艮 黄橙色 黄栴色 条痕後ナデ 枠状施文具で亥I[み且貝殻による亥11みH突帯

49 0-3 via 口縁部 石•長角・細礫 不良 黄橙色 黄橙色 条痕 口唇部外面に貝殻施文貝で刻みfl、貝殻による刻み目

50 D-3 via 口緑部 石•長・角・細礫 不良 黄橙色 黄橙色 条痕 平坦な口料部に棒状施文具で玄1）み目 条痕

51 E-2 via 胴部 fr長・角 良 灰黄色 灰黄色 条痕ケズリ ケズリ後条痕
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2 石器

VJ[層の石器

5点の石鏃と石皿破損品 1点が確認できる。

181と184は透明度の高い良質の黒曜石で， 182は乳白色で姫島産に近い黒曜石を使用している。

183はチャート， 185は黒色の頁岩と思われる。総じて，長身の傾向を示している。石ill1は花岡岩の

角礫を使用しているが，小型の部類である。

VI層の石器

石鏃9点，刃部磨製石斧 1点が採取されている。

石鏃の使用石材は黒曜石 3点，チャート 2点，安山岩 1点，流紋岩 1点，石英 2点と多種である。

なお， 3点の黒曜石もそれぞれ産地を異にする可能性が高い形状及び剥片素材の用い方では，

190・191・192の3点は共通性が見られる。 196の側縁は鋸歯状に仕上げている c

小型の刃部磨製石斧の正面には礫面が残され，側縁は整形剥離が認められる。刃部固辺に研磨が

確認できるが，風化が激しく進行している。

V層の石器

197の石鏃 1点で，斑紋を持つことから流紋岩と判断した。

表12 石器観察表 (6)

挿図 番号 層 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 璽さ (g) 伍 材 備 考

181 

＂ 
石鏃 1.97 1.45 0.40 0.67 黒曜石

182 w 石鏃 1.82 1.85 0.45 0.52 黒曜石 姫島産？

183 

＂ 
石鏃 1.95 1.65 0.35 0.75 チャート

184 w: 石鏃 2.05 1.16 0.45 0.77 黒曜石

185 ¥i 石鏃 2.95 1.57 0.35 1.26 頁岩

186 ¥ii 石皿 9.06 9.90 4.54 47900 花岡岩

187 VI 石鏃 1.07 1.42 0.28 0.19 黒曜石

188 I'! 石鏃 1.15 1.35 0.45 0.45 石英

65 189 VI 石鏃 1.60 1.15 0.30 0.31 安山岩

190 ¥'I 石鏃 1.60 1.45 0.45 0.56 黒曜石

191 VI 石鏃 1.75 1.50 0.50 0.72 黒曜石

192 VI 石鏃 2.25 1.70 0.45 1.15 チャート

193 VI 石鏃 1.80 1.25 0.40 0.45 石英

194 VI 石鏃 1.95 1.75 0.40 0.84 チャート

195 W 石鏃 2.40 1.75 0.85 1.53 流紋岩？

196 VI 局部磨製石斧 8.58 3.70 1.30 52.10 ホルンフェルス

197 V 伍鏃 1.42 1.68 0.40 0.47 流紋岩
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第 6章縄文時代中期の調査

第 1節調査の概要

縄文時代中期の遺構及び遺物は， N層の御池火山灰から Va層のアカホヤ火山灰腐植土層にかけ

て検出されるが， Va層の遺物は 3点であることから W層がその主体と判術できる。また，遺物は，

北東方向へ緩やかに傾斜する尾根西側の 2区に集中している。

石器は石鏃 2点が出土している。

遺構は検出されなかった。

第 2節出土遺物

1 土器

中期の土器の大半はW層から出土したものである。 W層の御池火山灰層は堆積状況も良好である。

土器はI3・C-2-4区に集中している。

9 類土器 (52• 53・54) 

3点とも器壁は 5mm以下と極めて薄く，内面の仕上げも特に人念にナデられている。焼成も堅緻

で硬質，淡い肌色の色調を呈し，微細な石英粒を胎上に含んでいる。器面は縄文が認められる。

10類土器 (55~66)

55・56は口縁部端部が大きく内湾する資料で，並行する沈線と刺突で構成され，丸く仕上げた口

唇部にも同様の刺突が施され，色調等の類似から同一個体と判断できる。 57-60も同一個体と判断

されるもので，数回接合を試みたが成功していない。四隅に山形の突起を持つ□縁形状と推測され

るが，口縁部の屈曲は強くないと思われる。内面には条痕整形の痕跡が明瞭に残され，胎tに角閃

石と雲丹が多く含まれる。外面には多量の煤が付着し，連続した縦位の短沈線間を覆っている。ロ

唇部の突起は縦方向に粘土帯を後から貼り付けたもので，上から下にかけて指頭で深く押さえてい

る。まだ突起の頂点は深い刺突が残される。 64・65も同一個体で，丸く張りのある胴部から胴部

上位で一度括れた後頸部に至っている。先の士器同様器墜は薄く，内面には条痕整形の跡がそのま

ま残される。外面は丁寧にナデて仕tげし，胴部上位には煤が多量に付着している。施文は，並行

する細い沈線間を刺突で充填する構成が見られるが，全容は掴めない。 61は規則性のある浅い沈線

で文様を構成し，角閃石・長石・雲母等を胎土に含んでいる。 62・63・66は内外面ともに条痕仕上

げをそのまま残すもので，器種・部位とも明らかでないc

11類土器 (68~71・73~75)

68・75は同一個体で，平坦に仕上げた口唇部の端部は三角形に尖る。器面は棒状工具で直線や曲

線文を浅く描き，凹線文様の効果を演出している。また，口唇部にも同一のエ具での円形刺突が残

される。なお，施文帯具や文様構成との共通から73も同一の可能性が考えられる。 69もそれに近い。

71の施文具は更に太いもので，横走する並行の凹線文で文様を構成し，緩やかに突出した山形のロ

唇部は深く刻まれる。更に，口縁部はやや肥厚する特徴も認められる。 70・73もこの種の賣料と判

断できる。
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底部 (67・72)

67の接地面端部は外方向に大きく突出し，条痕による掻き上げが明瞭に残される。 72の平坦な

接地面には圧痕がスタンプされるが解析は困難である。
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石鏃 2点，磨石 1点を確認している。 127は透明度の高い良質の黒耀石で，側緑は鋸附状に仕上

げている。 134は斑紋を持つ流紋岩で，裏面には剥離面が多く残される。 64はほぼ正円で安山岩を

使用している。

第13石器観察表 (7)

挿図 I番号 層 器 種 長さ (cm) 輻 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石 材 」 備 考

198 N 石鏃 1.16 1.45 0.35 0.32 黒曜石

71 I 199 IV 石鏃 2.45 1.70 0.38 1.02 流紋岩

200 N 磨石 5.76 5.95 5.95 275.86 安山岩

第7章縄文時代後・晩期

第 1節調査の概要

縄文時代後・晩期の遺物がm層下部から IVa層にかけて出土している。 m層は黒色上で遺跡全域

で確認され，堆積状況は良好と判断した。火山灰を主体に有機質土が含まれており，上層の II層の

桜島起源の文明軽石（西暦1471年頃 ・P-3) で覆われている。また， IV層は霧島起源の御池噴出

物から成り，上部の風化土及び腐食質土から少数の土器片や石器が出上している。なお，遺構は確

認されていない。

第 2節出土遺物

12類土器 (81~86・96) 

83以外の 5点は器璧は5mm以下と極めて薄く，微細な石英粒や角閃石・雲母等を胎土に含み，内

面の仕上げも特に丁寧にナデられている。器種の特定や部位も不鮮明であるが，指頭による凹線文

状の痕跡をわずかに観察できる。なお，焼成，色調も類似することから，同一個体と判断している Q

85・86はこれらの胴部相当と刊浙した。 96は枠状工具で山形ないし波状の文様を施文したもので，

明確な比定は困難であるが中尾田遺跡や倉園A遺跡等に類似資料がある。極めて硬質な仕上がりで

ある。

13類土器 (76~80• 88) 

80以外の 3点は胴部から肩部の屈曲部資料で，いずれも粘土紐接合部で分離した状況を観察でき

る。これらも同一個休と判断できるもので，外面の胴部は細いヘラにより横方向に繰り遅し研磨が

行われている Q また，一部には楳の付着も認められる。一方，内面は光沢があり T寧にナデ什卜．げ

したことを示している。胎土に石英粒や角閃石を多く含み，灰黒色の外面に対して内面は橙褐色を

呈している。

14類士器(87・91~95・98) 

87が唯一口縁部で， 98が胴部• 他は底部に該当する。広口の洗面器様の形状を成す浅鉢形で，広

い接地面を持つものである m 口縁部付近及び外面は条痕あるいは粗のナデ仕上げが見られ，内面は
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丁寧な研磨様のナデ仕上げが認められる。 87の口唇部は丸く，底部から緩やかに立ち上がり，多量

の煤が残されている。 91・92は網状が， 94~95は編布が圧痕される。

15類土器 (89• 90• 97• 1 00• 1 01) 

101以外は明確な判断材料は認められないが，器面や器壁等を区分材料とした。 101は胴部最下部

で底部との接合資料で，内面には指押さえの痕跡が明瞭に残され， 15mm以上の厚い器壁が確認でき

る。内面は肌色に近く，外面は赤褐色の色調を呈し，重量感のある大型士器であったことが読みと

れる。

E D C B A 
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第8章 中世・近世の調査

第 1節調査の概要

奈良• 平安時代の遺構・遺物は川層の上部で検出される。川層は黒色土で，ボラ抜きや耕作等で

一部削平されている箇所もある。 l層の表土， 11層の文明ボラは重機で除去後，川層上面をきれい

に検出した状態で調査を始めた。川層の遺構としては 9条の古道が検出された。

遺物は須恵器が古道から 1点出土しただけである。

第 2節遺構

古道

m層上面で，桜島起源 (1471年頃）の文明ボラにパックされた古道が9条検出された。 A-2区

から E-2区へかけて 7条の古道が，それを横切る形でD-2区から D-3区へ 1条，もう 1条は

C-4区で 7条の古道に並行する状態で検出された。 D-2区の西側の古道だけが埋上に文明ボラ

とm層の黒色土を持ち，他の古道とは時期を画するものと思われる。他の古逍はいずれも文明ボラ

が主な埋士で，それに黒褐色土が微妙に混じるものもあるが時期差は不明である。

遺跡の立地条件や地勢等から判断すると，南北を深い谷が切り込んでおり，東西方向の古い槌落

を繋ぐとすれば，いずれにしてもこの古道の残されたエリアしか使用できるエリアは他に無いよう

である。

また，古記録等での記載は現状では知見していない。

第 3節出土遺物

m層古道上で須恵器が 1点出土した。（第71図） N0.102は小破片0)ため器形は不明である。内面

は平行状叩きで，外面は剥落して不明である。青灰色を呈し，焼成は硬質である。
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表14 土器観察表 (2)

番号 出土区 層位 部位 胎上 焼成 内面色讃 外面色調 内面器面讃整 外面器面凋整

52 B-2 N 胴部 石長角 普通 黄橙色 明黄褐色 ナデ 縄文

53 B-2 N 胴部 石•長角 普通 黄褐色 暗褐色 ナデ 縄 文 す す 付 着

54 A-2 N 胴部 石•長角 普通 黄橙色 黄褐色 ナデ 縄文

55 D-2 N []縁部 石•長・角 普通 黒褐色 黒褐色 ナデ 口唇部に東I」突 点I]突縄文と井行沈線 キャリパー形

56 D-3 N 口琢部 fi-長角 普通 黒褐色 黒褐色 ナデ 口唇部に刺突刺突縄文と並行沈線 キャリハー形

57 D-2 N 頸部 石長角 普通 黄褐色 黒色 貝殻条痕 縦位に知沈線

58 0~2 N 口縁部 伍•長角 普通 黄褐色 黒色 貝殻条痕 口縁部 F縦位の短沈線 キャリバー形

59 不明 IV 口縁部 白•長・角 将通 黄褐色 黒色 条痕 ナデ縦位の短沈線貼付Tl唇部し刺突 キャリハー

形

60 不明 N 口球部 石•長・角 普通 黄褐色 黒色 条痕 ナデ縦位の短沈線貼付II唇部に刺突 キャリパー

形

61 C-3 N 胴部 石•長・角 普通 橙色 明赤褐色 ナデ ナデ刺突連点文すす付着

62 A-2 N 胴部 石•長・角 普通 黄橙色 黒色 条痕 ナテ すす付行 摩耗しているため 9よっきりせずし

63 A-2 N 胴部 石長・角 普通 黄橙色 黒色 条痕 ナデ 条痕らしき文様かあるが序耗してはっきりせず,

すす付着

64 E-2 N 頸部 石•長・角 許通 橙色 暗褐色 条痕 ナデ沈線間に刺突同じじ貝沈線と刺突 キャリバ

ー形

65 D-3 N 胴部 伍•長・角 良 橙色 明赤褐色 条痕 ナデ沈線間に刺突同じ工具沈線と刺突 キャリハ

ー形

66 C-2 N 胴部 石•長・角 普通 黒褐色 黄褐色 条痕 縦 位 の 条 痕 す す(t着

67 不明 N 底部 石•長・角・細礫 普通 黒褐色 明赤褐色 ナデ 縦位の条痕接地面はナデ

68 C-2 N l7縁部 伍長・角 普通 赤褐色 赤褐色 ナデ 口唇部に 5mm程度の円形刺突

69 B-2 N 胴部 石•長・角 普通 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ凹線文

70 B-2 N 胴部 石•長・角金雲母 普通 暗赤褐色 赤褐色 条痕 ナデ沈線

71 A-2 N []琢部 石•長・角・細礫 普通 明褐色 明褐色 ナデ ナデ凹線（棒状工具） 山形Ll縁

72 D-1 N 底部 石•長・角・細礫 普通 灰黄色 黄橙色 ナデ ナデ網代圧痕？

73 D-2 N 胴部 石•長・角 普通 赤褐色 赤褐色 ナデ 凹線文（枠状工具） すす付行

74 D-2 N 胴部 石•長・角 普通 黄褐色 明赤褐色 ナデ ナデ枠状工具による沈線

75 不明 N 口球部 石•長·角・細礫 普通 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ナデ世」線文（棒状_[貝） 「l抒部iこ刺＇突

76 D-3 !Va 胴部 石•長·角 良 明赤褐色 黒褐色 研磨 研 磨 す す 付 着

77 D-2 Na 胴部 石•長·角 良 明赤褐色 黒褐色 研磨 研 磨 す す 付 着

78 C-2 !Va 胴部 石•長·角 良 明赤褐色 黒褐色 研磨 研 磨 す す 付 着

79 C-2 !Va 胴部 石•長·角 良 明赤褐色 黒褐色 研磨 研 磨 す す 付 着

80 D-2 Na 胴部 石•長・角精製 良 明褐色 黒褐色 研磨 研 磨 す す 付 行

81 B-2 !Va 胴部 石•長・角 普通 黒褐色 黒色 丁^ 具ナデ ナテすす付行

82 B-2 !Va 口琢部 石•長・角 普通 黒褐色 明褐色 ナデ ナテすす付着

83 D-2 Na 胴部 石•長角 良 黒褐色 黒褐色 条痕 ナデ炭化物付着

84 B-2 !Va 胴部 石•長・角 普通 黒褐色 褐色 条痕 ナデすす付着

85 B~2 Na 胴部 石•長角 普通 黒褐色 明赤褐色 条痕後ナデ ナデすす付行

86 B-2 !Va 胴部 石•長・角 普通 黒褐色 明赤褐色 ナデ ナデすす付着

87 D~:l Na 口琺部 石•長・角粗製 普通 黄褐色 明赤褐色 ヘラナデ ヘラナテ^ すす付着 丸いU唇部

88 D-2 JV a 胴部 石•長·角 良 明褐色 黒褐色 ナデ ナデすす付行

89 A-2 !Va 胴部 石•長角細礫 普通 褐色 褐色 ナデ ナデすす付着

90 A-2 !Va 胴部 石•長・角・細礫 普通 黒褐色 黒褐色 ナデ ナデ

91 C-2 l¥'a 底部 石•長細礫 普通 黄灰色 黄橙色 ナデ 網目状圧痕

92 lT !Va 胴部 石•長・角 普通 黒褐色 明褐色 条痕 網目状圧痕

93 B-3 !Va 胴部 石•長·角 普通 オリープ褐色 赤褐色 ナデ 編布圧痕

94 D-3 !Va 胴部 石•長・角 普通 黒褐色 赤褐色 ナデ ナデ編伯圧痕

95 D-3 !Va 底部 石•長·角 普通 黒褐色 赤褐色 ヘラケズリ 編布圧痕

96 A-2 Ill 胴部 石•長·金雲母 良 黒褐色 黒褐色 工具ナデ 棒状エ貝による波状沈線

97 B-2 Ill 胴部 伍•長·角 醤通 黒色 明赤褐色 ナデ ナデ

98 C-2 Ill 胴部 石•長・角粗製 普通 黄褐色 明赤褐色 ナデ ナデすす付舒

99 B~2 Ill 胴部 石•長角細礫 不良 赤褐色 赤褐色 ヘラナデ ヘラナデ？

100 A-2 皿 胴部 石•長・角 普通 赤褐色 赤褐色 ヘラナデ ナデ

101 A-6 皿 庇部 伍•長角細礫 普通 黄橙色 明赤褐色 工具ナデ ナデ

102 E-2 III 胴部 須恵器 良 青灰色 青灰色 平行状叩き 剥落して不明
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第 9章 出土炭化物の自然科学分析報告

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県姶良郡福山町前原和田遺跡

出土炭化物の自然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社
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前原和田遺跡から出土した炭化材の年代と樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

前原和田遺跡では， ATを下限として，ナイフ形石器文化期．細石器文化期，縄文時代草創期，

早期，後期～晩期，中～近世の遺構・遺物が検出されている。このうち，旧石器時代では，約18,

000年前と考えられる XVI層から，燃材料と考えられる炭化材を伴う礫群が検出されている。

本報告では．礫群から出土した炭化材の放射性炭素年代測定を行い，各時期の年代に関する資料

を得る。

1. 放射性炭索年代測定

(1) 試料

試料は， X皿層の 3号礫群， X''I層の 8号および13号礫群から出土した炭化材各 1点，合計 3点

である。 3号礫群の炭化材は少鼠であるため，加速器質鼠分析法 (AMS)による年代測定を行い，

他の 2点は ,'3線計数法で測定する。なお， 8号礫群の炭化材は，後述する樹種同定によりコナラ節

に同定されている。

(2) 方法

a) AMS法

測定は，株式会社地球科学研究所を通じて，アメリカ合衆国ベータ社 (BETAANALYTIC INC.) 

で行った。

b) ,'3線計数法

測定は，学習院大学放射性炭素年代測定室が行った。

(3)結果

測定結果を表 1に示す。 xm層の炭化材は18,000y.B.P., XVI層の炭化材は20,830y.B.P.と

18,820y.B.P. の年代測定値が得られた。

表1 放射性炭素年代測定結果

層名

XIII層

VI層

遺構名 資料の質 方法 年代 誤差 Code No. 

3号礫群 炭化材 AMS法 18,000yBP BETA-127,200 X 

8号礫群 炭化材（コナラ節） 15線計数法 20,830yBP 士460 Gak-20,239 

13号礫 炭化材 ,3線計数法 18,820yBP ±250 Gak-20,240 

1) 年代値は， 1950年を基点とした年数。

2) 放射性炭素の半滅期は， AMS法（試料番号 1) は5568年を， p線計数法は

5570年を使川した。

3) 年代値は，同位1本効果の補正を行った値。
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(4) 考察

3号礫群は， xm層下面付近で，ほぼXN層直上から検出されている。 xm層中には赤色パミス

が見られ，桜島起源のP-15あるいぱP-17と考えられている。 P-15およびP-17については，

直上や直下の土壌試料やテフラ中に含まれている木炭を用いて， AMS法による年代測定が行われ

ている（奥野， 1997;奥野ほか， 1997)。それによれば， P-15の直上の土壌 で17,910yBP., 

P-15中の木炭で21,260yBP., 直下の士穣で20,490および23,390yBP.の年代値が得られている。

また， P-17では，テフラ中に含まれている木炭で22,610yBP., 直下の土壌で21,310および

21,240yBPの年代値が得られている。今回の測定結果は，時期的にはP-15の上位 に相当してお

り，層位的な推定値とも矛盾しない。

一方， 8号礫群と13号礫群は， XVII層直上のx,い層中から検出された。直下のXVII層はATの 2

次堆積層と考えられている。また， XVI-XV層中には赤色パミスが認められ, P-17に比定され

ると考えられている。 AMS法による年代測定から， ATは約24,500yBP OJ年代値が得られており

（奥野ほか， 1997), P -17との時間間隙は約2,000年である。したがって， 8号礫群と13号礫群は，

約22,500yBP -24,500yB Pの年代値が推定される。得られた年代値は， 20,830と18,820yBPであり，

誤差範囲を含めても推定値よりも新しいP-15付近の年代を示す。

得られた年代値が，既知の年代値や推定値よりも新しい年代を示す場合，後生の根や土壌の付着

などによる試料の汚染などが挙げられる（東村， 1990)。とくに微細な根を完全に収り除くことは

困難であり，複数点の測定を行った場合に一部の試料で年代が新しく出た冽もある（中村ほか，

1992)。そのため，各遺構の炭化材については，今後さらに測定点数を増やし，年代を確認したい。

2. 炭化材の樹種

(1)試料

試料は，年代測定値に用いた炭化材のうち， XVI層の 8号礫群から出土した炭化材から分離され

た点である。

(2)方法

木口（横断面） ．柾目（放射浙面） ・板目（接線断面）の 3断面の割断面を作穀し，実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し，種類を同定する。

(3)結果

炭化材は，コナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。解剖学的特徴などを以下に記す。

・コナラ屈コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen.Lepidobalanus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1-2列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は管壁は厚く，横断面では円形～楕円形，小道管は管壁は中庸～薄く，横断面では多角形，

ともに単独。単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列， 1-20細胞高のも

のと複合放射組織とがある。

(4)考察

炭化材はコナラ節であった。礫群に伴う炭化材については，これまでの調査結果から，燃料材の

一部などが残存したものと考えられている（小田・金山， 1978)。IR石器の燃料材については，主

に関東地方などで多くの調査例があるが，様々な種類が利用されている（亘理， 1971;工藤ほか，
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1983; パリノ・サーヴェイ株式会社， 1987,1966; 四葉地区遺跡調査会・東京都建設局， 1996など）。

これらの調査結果は，周辺で行われている花粉分析結果などとも調和的であり，遺跡周辺に生育し

ていた種類を利用したことが推定されている。

南九州におけるAT以降の植生変遷は，種子島や屋久島などでは氷期を通じて常緑広葉樹が生育

しており，約1.1万年頃には加但田市や鹿児島市周辺でシイノキ属やクスノキ科が生育していたこ

とが指摘されている（杉,1,.早田， 1997)。しかし，その間の常緑広葉樹の分布等の詳細について

は不明である。今回の結果から，すくなくとも約22,500yBP ~24,500yB Pの頃の本地域固辺に落葉

広能樹のコナラ節が牛育し，それを燃料材として利用していたことが推定される。今後さらに多く

の炭化材について樹種を明らかにし，周辺食性や用材選択の様子を明らかにしたい。
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1. コナラ属コナラ亜属コナラ節 (XVI層8合礫群）

a: 木口， b:柾目， c:板目

lb 一200,um:a 一200um: b, C 
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第10章まとめ

第 1節 旧石器時代（礫群）

XVI層で18基， xm層で 4韮の礫群を検出している。

XVI層の礫群の配骰については，第 5図及び第18図に示した。第 5図の20cm間隔の地形（コンタ）

からは，検出面の最高位に相当し，更に東西方向に並ぶことが観察できる。この整然とした配置か

らは，礫群が計画的な設営に基づいていたと解釈できる。 XVI層の礫群の特徴として，個々の礫群

と炭化物の分布が密接な関係にあることが指摘できる。したがって，礫群（小礫群と呼ぶ）と炭化

物分布（集中）範囲が 1つの組合わせを成すと推測され即ち， 1遺構を構成すると判断される。

礫群の構成については， I類 2甚 (10号・ 12号）， IIA類 7基 (1号. 9号・ 14号・ 15号・ 16

号・ 17号・ 18号）， IIB類 9基 (2号・ 3号・ 4号.5号・ 6号.7号.8号・ 11号・ 13号）の 3

類に分類できる。

木遺跡の礫群の甚本構造として， IIB類を想定し， 3号礫群と 4号礫群がその典型を示すと判断

している。

ちなみに 3号礫群は， 228X158cmの中に 2基の小礫群と，炭化物の密集する中央部とやや減少傾

向の認められる外縁部で構成される。 2ヵ所の小礫群は，炭化物の密集する中央部の外で確認して

いる。南側の小礫群（ア）は径36cmで深さ 10cmの掘り込みに19の礫（凝灰岩）から成り，北側の小

蝶群（イ）は掘り込みを持たず27個の廂が隼中している。 4号礫群は， 316X236cmの中に 2基の小

礫群があり，同じように炭化物の密鮨する中央部とやや減少傾向の認められる外縁部で構成される。

2甚の小礫群は掘り込みを伴い，中央部の炭化物密巣帯の北側に（ア），南側に（イ）を検出して

いる。それぞれ，小礫群（ア）は径32cmで深さ 13cm掘り込みに14個の礫（凝灰岩），南側の（イ）

小礫群は径27cmで深さ 11cmの掘り込みに15個の礫を確認している。

この礫群の機能については，残念ながら現状では明らかにできないが，炭化物密梨帯に接する位

買に小礫群が検出されることから，焚き火等で加熱した礫を，あらかじめ用意していた土坑に投げ

人れた行為が推測される。また，小礫群の規格や使用礫の数に大きな変移が認められないことから，

礫群で一般的とされるボイル・ストーン的機能を直接当てはめることはできない。したがって，基

本構造や規格に添った機能の解明が要求されている。

次に，礫群の配置（第18図）及びその前後関係については， IIB類を基本構造と想定した場合，

II A類と I類では，土坑の消失あるいは礫群中の解体・礫の拡散等が認められ， IIB類に先行した

可能性を高く提示している。この可能性に関しては， 17号礫群の破砕礫と， 4号礫群及び 5号礫群

の礫が接合することからも看取され， 17号から 4号へ， 17号から 5号への固体移動と見ることがで

きる。更に，西側に IIA類と I類が集中することも， IIB類に先行することを補強している。これ

らのことから，礫群の形成は東から西方回へ移行した可能性を強く感じ取ることができる。

礫群と遺物の関係（第18図）については，石器隼中のAブロック以外はその多くが重複する状況

が観取できる。中でも I類の12号・ 10号礫群， IIA類の16号・ 18号・ 15号礫群との遺物の重なりは

明らかで，それらの礫群を廃棄した後，ブロックが形成された様相が読み取れる。特に， IIB類の
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第73図 層位別石器変遷図

13号礫群を取り巻く 12号・ 16号・ 18号礫群にはBブロックが重なるが， 13号礫群内では石器の出土

が認められていないことは注目できる。即ち， 13号礫群に伴ってBブロックが形成され，礫群の外

で石器製作が行われた可能性が高いと言える。また， 4号礫群での出土は少ないが，近くに Dブロ

ックあるいはEブロックが残され，接している 3号礫群にも石器が菫なることは，ごれらの石器製

作が 4号礫群に伴って行われた可能性も指摘できる。同様に11号礫群に対し， Fブロック ・Gブロ

ックが存在し，更に， Fブロックは 5号礫群との閑係と謡みとれる可能性がある c 現状では，まだ

概略的な理解であるが，検討を深めることにより個々の礫群の形成の究遷を辿れる可能性及び礫群
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XVI層礫群の礫構成グラフ
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の同時性の解釈，礫群と石器製作の関係を読

み取ることも可能であろう。

現状認識として，これら 18基の礫群が同時

に展開した可能性は極めて薄く，むしろ礫群

の構造や石器製作と礫群の関係等から前後関

係が存在したことを色濃く示していると捉え

ている。また，礫群の配誼・配列に規則性が

認められる等，礫群造営に計画性も認められ
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ることから，その背景に回帰行動があると考えているが表現できるに至っていないc

その後に調査した，桐木遺跡と耳取遺跡でも大量の礫群が発見され，礫群形態と遺跡内での礫群

構成が極めて類似することが指摘されている。機会を捉えて再度，検証したいと考えている。＜註5>

第 2節遺物

出土層位毎の石器については，本分で示した通りである。また，出士塁についてはそのピークは

XVI層と XIII層に見られる。 XVI層をピークに下位の XVJI層と上位のXV層 ・XN層で減少傾向を

示し，その傾向は， XIII層と XII層でも認められ，その出土分布についても下位はXVI層に上位は

X Ill層に甫なる。このことから， XII層以下に 2つの石器文化が存在した可能性を読み取ることが

できる。即ち， XVI層を生活基盤としたナイフ形石器文化（台形石器・台形様石器・切吊形ナイフ）

が， XIII層に生活主体を持つナイフ形石器（切出形ナイフ・台形様石器・三稜ナイフ・三稜尖碩器）

が存在する（第73図）。

上記を概観すると．不定形剥片素材の台形様石器等から縦長剥片素材の二稜石器に移行したと見

ることもできる。なお，遺物指導をいただいた木崎氏からも同様な見解を頂いており，氏の編年案

に照らすと下位の石器文化が「九州第11l期前半」に，上位の石器文化が「九州第1ll期後半」に相当

することになる。

＜註 5>長野慎一「耳取遺跡」『旧石器考古学』 61・1994・8

大保秀樹「旧石器時代のヴィーナス？剥片尖頭器とともに出土」『発掘された日本列島』

朝日新聞社 2001 

稲田孝司「遊動する旧石器人」岩波書店2001・12

第 3節縄文時代

縄文時代に該当する出土遺物について， 15類に区分した。しかし，本文で示したように，個々の

数量は極めて少ない。遺物のあり方を概観すると，全時期を通してそれぞれが単体として遺跡内に

運び込まれているが，土器型式毎に生活拠点として本遺跡が展開した様相は感じられない。したが

って，一時的に活用する際持ち込まれた物を破棄した結果と考えてよさそうである。また，遺構も

その傾向を誂み取ることができ，落し穴状遺構を草創期で 2彗，早期で 1基検出し，集石遺構は早

期で2碁検出しているに過ぎない。この種の遺跡は各地に散在しており，同時に報告した供跨之元

遺跡でも同様な様相を指摘することができる。供挫之元遺跡では，手向山式土器，平栴式土器，塞

ノ神A式 a土器，塞ノ神A式 b土器，塞ノ神B式 d土器がそれぞれ 1個体ずつ出上し，本遺跡以上

各時期の土器が同様に単体として存在した可能性を色濃く示している。隔絶した時代の所産と考え

られるこれらの土器が，単体 (1個だけ）として遺跡に運び込まれ存在し且つ，破棄されたことを

いかに解釈すべきか，新たな視点を要求されている。

1類土器は所謂前平式土器に相当する。この土器は本県を特徴付けることも加わり，種々の考察
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がなされているが， 1類土器は，加栗山式土器にその典型を求めることができると判断している。

2類土器は吉田式土器， 3類土器は器面に条痕を残す程度で明確な帰属は行っていない。 4類土器

が手向山式上器， 5類上器が塞ノ神A式土器， 6類士器が塞ノ神B式土器に該当する。 7類土器に

ついては，出土位岡や微隆起線や隆帯を持つことや口縁部の特徴を基底に置き， 8類土器は微隆起

線や隆帯等を構成要因としないものとして区分している Q この種の土器については，近年再評価が

行われており，轟式 I上器や苦浜式土器と認識されている＜註 1>。本報告では，混乱を避けること

を前提に，隆帯や微隆起線を持ち特に，文様構成の主要素に隆帯を備えるものを 7類土器とし， 8 

類土器は，微隆起線や隆帯等の施文帯を主要な構成要因としないものとした。本遺跡 7類土器の典

型として，木屋原遺跡出上の中に類似資料を見ることができる C 8類士器は，極めて硬質な仕上が

りを示し，口唇部外面にヘラ刻みを施し，器面整形に用いたエ具即ち条痕による文様の類塑が認め

られる程度である。鎌石橋遺跡・小山遺跡・下管牛B遺跡等に 8類上器の共通性を求めることがで

きる。

9類土器は，胎十＾及び縄文施文であること等から移人品と想定し．瀬戸内地方（船元式土器）に

求められると判断している。 10類土器も細分化が進められている上器で，その変遷が明らかにされ

つつある春日式土器である＜註 2>。57-60と64・65については北手牧段階， 55・56については前谷

段階と，先の考察に従ってよさそうである。 11類土器は器面調整に磨きが用いられることから，阿

高糸土器と判断した。 12類土器も11類土器に包括される可能性もある。 13類から15類土器は同一時

期の所産と考えられるが，器種毎に細分して掲載した。 13類の精製浅鉢形土器は肩部の開曲から人

佐式上器と判断される C 14類土器はその存在が注目を集めているもので＜註 4>, 半粗半精製土器と

呼んだことがあった＜註 3>。入佐式土器以降黒川式土器で盛行する大型の浅鉢形土器で，平底で接

地面の広い洗面器状のものと丸底でボール状のものとが知られる。今回の資料は前者に相当し，接

地面に網目と編布を圧痕している。この器種の特徴は，まず，外面の接地面には編布や網目等を圧

痕し，その圧痕作業の状況がそのまま残される。次に，外面調整は条痕等で粗の状態で仕上げてい

るが，他方内面はヘラ磨きやナデ仕上げを入念におこなっていることである。したがって，内面へ

のこだわりが際立つこととなる。

＜註 1>堂込秀人「熊毛諸島の縄文土器の一型式一苦浜式上器の認定ー」考古学ジャール 378 

号・ 1994・8

高橋信武編「右京西遺跡」「萩台地の遺物x』萩町教育委員会 1986・8 

＜註 2>東利幸「九州地方の中期（春日式）」『縄文時代』 10 1999・10 

＜註 3>尾関清子「縄文の衣」

＜註 4>長野慎一編「水の谷遺跡」『鹿屋市埋蔵文化財調査報告書』鹿屋市教育委員会
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あとがき

平成 8年度からスタートした東九州自動車道木吉 IC-国分 IC間の発掘調査は， 14年 3月を以

って終「にこぎつける状況である。その間， )LH田遺跡を皮切りに13逍跡を調在してきた。

各遺跡で新発見や新梢報が得られ，その処理に押し潰されそうな内容量である。

また，マスコミでも大いに取り上げられ，速報の伝達は行ったつもりでいる。

福山町城ヶ尾遺跡の縄文時代早期で，意図的に埋められた 3個の壺形土器が発見され，その壺の

精巧さに驚かされ強烈な映像で脳裏に刻み込まれている。また，この逍跡は狭い急峻な段丘上にあ

り，遺跡の立地条件に適していないと調在を始めたが，その予測は見事にはずれ，改めてわが身の

無知をさらけ出すこととなった。

前原相田遺跡の想像だにしなかった18石器時代の礫群の発見は，回帰の話題やその機能について

大いに悩むこととなった。回帰の貞髄までは至っていないが， 2ないし 3単位の行動パターン．が見

えたような気がした。肝心な使用方法については，種々の考えが編み出された。特に，小さな穴に

動物の皮を器状に押し込み水や食料を入れた後，近くで熱した石を投げ込んで調理をした施設との

意見が出され，ミルク・ストーンの名称まで与えたが，いまだ明らかにできていない。

高篠遺跡では掘立柱建物が多数検出され，墨書士器や帯金具も発見された。また， トイレ遺構を

発見したとの連絡で急きょ駆けつけたが，落とし穴状遺構に大量の“ハエ＂がはりついていた。

九餐岡遺跡で，幽霊を見た職員も現れた。

財部町城ヶ厖遺跡と踊場遺跡では，本県では珍しい仏教関係の遺構があり注目された。

耳取遺跡ではその名のとおり，耳が取れるほどの寒い冬を体験した。押型文土器の礫に悩み，台

形石器の製作跡が環状のブロックを形成する事実に興奮した。 24,000年前の層からは，前原和田遺

跡で見た礫群が90甚以上発見され，“石”にこれ程貞剣に取り組んだ記憶は他にない。最後に発見

した耳取ヴィーナスは，大いにもてはやされ，現在「日本列島展」への出品で全国旅行巾である。

桐木遺跡は，これらの調査の拠点となった遣跡で，調在の成果はもちろん情報や生活の拠点でも

あった。御池軽石層の下から，大鼠の土器と石器が出±し，縄文時代中期の成立に新たな視点を提

供している。また， Pllと呼ばれる桜島起源の軽石層を挟んだ土器の存在も話題の一つである。

急逝した国生誠さんが供蓑之元遺跡で花壇の手人れをしている姿を忘れることができないc

今回，報告書の 1号を送り出した，ネJ]めての職員も含め貞剣に取り組んだつもりでいるが，反省

も大いにある。次回からは，より多くの正確な情報が提供できるように頑張りたい。

関係者の皆さんに感謝します。

東九州自動車道担当ー同

整理作業に携わったみなさん

九H田遺跡 今西ゆかり・大田雅子・鮫嶋みどり・瀬戸口良子・高岡慎由美・中野充恵・

東国原ゆかり・平岡益子・牧之瀬久美子・山口美百合

供蓑之元遺跡 小村幸子・瀬戸口良子・吹春美穂• 藤田みどり

前原和田遺跡 有村貰子・仮屋涼子・川畑淳子・鮫嶋みどり・東国原ゆかり
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